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は じ め に

今 日、 わ が 国 の コ ン ピュ ー タを は じめ とす る情 報 技 術 の 急 速 な進

展 は、 これ まで の 工 業 化 社 会 に お け る技 術 革 新 が もた ら した社 会 と

は 明 らか に異 な り、 産 業 ・経 済 の 側 面 は言 うに 及 ば ず 、 わ れ わ れ の

日常 生 活 面 で の 教 育 あ る い は労 働環 境 等 の 側 面 に お い て も非 常 に大

き な 影 響 を 与 え る こ とが 予 想 され る。

い か な る社 会 が 到 来 し よ う と も、 わ れ わ れ 人 間 が そ の 来 るべ き社

会 の担 い 手 で あ る 以 上 、 これ ら人 間 的 な 要 素 の 基 盤 整 備 は ハ ー ドウ

ェア の そ れ に も増 して 急 務 で あ り、 これ の 成 否 は 、21世 紀 の わ が

国 の 社 会 、 経 済 の 発 展 に と って 必 要 不 可 欠 で あ る ばか りで な く、 地

球 規 模 で の拡 が りを 強 め る国 際 社 会 の 中 で の 日本 の 進 路 を 考 え る上

で も最 重 要 課 題 とな って い る。

本 報 告 書 は 、 財 団 法 人 日本 情 報 処 理 開 発 協 会 の 委 託 に よ り、 この

よ うな 観 点 か ら情 報 化 社 会 の 実 現 に 際 して の 豊 か な 国 民 生 活 の具 体

的 展 望 を 明 らか に す るた め に、 昨 年 度 の 「高 度 情 報 化 社 会 の 展 望 と

具 体 化 に 関 す る調 査 研 究 」 の 成 果 を継 承 し、 さ らに押 し進 め た もの

と して 、 取 り ま とめ を行 った もの で あ る。

この 成 果 が わ が 国 の 情 報 化 推 進 の あ り方 に、 少 しで も寄 与 す れ ば

幸 い で あ る。

ま た、 今 回 の 調 査 研 究 の 機 会 を与 え て い た だ い た 財 団 法 人 日本 情

報 処 理 開 発 協 会 、 お よ び ご意 見 を お 聞 か せ い た だ い た 委 員 会 と2っ

の 特 別 部 会 の 民 間 有 識 者 の 方 々、 な らび に調 査 全 般 に わ た って ご協

力 い た だ い た 多 くの 方 々 に 対 し、 心 か らお 礼 申 し上 げ る次 第 で あ
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わが国の情報化推進のあ り方 に関す る提言

基 本 言忍 言哉

高 度情 報 通 信社 会 の 実現 は、21世 紀 を 目前 に したわ が 国 の グラ ン ドチ ャ レン

ジで あ る。

情 報社 会 の進展 は、 われ わ れが これ まで培 って きた 日本 固有 の文 化 、風 土 、価

値 観 、 さ らには生 活 ス タイル を も大 き く変 えつ つ あ る。 この よ うな変 化 は、 日本

一 国 に 限 った こ とで は な く
、 世 界 の 国 々に、今、 同時 に進 行 して い る こ とで あ る。

全世 界 を カバ ーす る情 報 の共 有 と利 用 は、 人 間 の知力 を大 き く高 め、 新 しい ビ

ジ ネス を創 出 し始 あて い る。 この流 れ が加速 し拡 大 し、 今 後 新 た な産業 分 野 を形

成 して い くで あ ろ う こ とは十 分 に考 え られ る。

工 業 社会 か ら情報 社 会へ の歴史 的転換 期 にあ る今 日、 わ れ わ れが 当面 す る課題

は無 限 にあ る。情 報 化 に よる新世 紀 を迎 え るに あた って の わ れ われ の最優 先 課題

は、 サ イバ ー スペ ー ス(=電 脳 空 間)へ の 出入 口 とな る ネ ッ トワー クイ ン フラ、

っ ま り高度 情 報通 信 基 盤 を早急 に整備 ・拡 充す る こ とで あ る。 それ に加 え、 自由

競 争 を担 保 す るため の規 制 緩和 、 ビジネスル ール の変更 な ど様 々な改革 が必 要 で

あ る。 また、全 て の 人 々が情 報 社会 の便益 を安心 して享 受 で き る社会 に して い く

ため の環 境 整備 、例 え ば、 高齢 社会 へ の対 応、雇 用 の確 保 、 情 報社 会 を担 う人 々

のた め の教育 な どの諸 課 題 に も同 時並 行的 に取 り組 む必 要 が あ る。

これ らの課 題 解決 の ため に は、 各 界 各層 の人 々の英 知 を結 集 しな けれ ばな らな

い。 そ こ には豊 かで ゆ と りあ る生 活 を切 望 して い る国 民 の利 益 に貢 献す る とい う

視 点 をい さ さか な り と も欠 いて は な らない。

われ わ れ は、 時間 と距離 の制 約 か らの解放 とい う情報 通 信 の最 も特 徴 的 な利 点

を活 か し、 サ イバ ース ペ ース と呼 ばれ る、 新 しい未 知 の世 界 の構築 をめ ざ した い。

本 報告 書 は、以上 の よ うな基 本認 識 に立 って、以 下 の具 体 的 提言 を行 う。
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提 目

【 第1提 言 】

高 度 な 情 報 ネ ッ トワ ー ク の 構 築 と 行 政 改 革 に よ っ て

rス リ ム な 政 府 』 を 実 現 す る 。

産業界は今次の長期不況に企業の存亡 をか け、あ らゆる努力を積み重ねてい る。

肥大 化 し活力を失 った企業は、労使が協力 し、 コス ト低減や組織の簡素化は もち

ろんの こと、 これ までタブー視 されて きた雇用や処遇問題に も果敢 に挑戦 して い

る。

それに対 し、政府の リス トラであ る行政改革 は遅 々として進 まず、近時の行政

の不祥事 は燗熟 した体質が生 み出 した当然の帰結 と国民 は受 けとめて いる。 この

ことが政府に対す る信頼 を失墜 させ、 さらに無関心 さを生み、国の活力 を急激 に

失わせて いる。

もはや行政改革 は、総理大臣の強力 な リーダー シップによって しか実現 し得な

い と考える。

行政改革は行政組織をス リム化 し、それによって膨大 な行政経費を削減 し、 国

民 の負担 を軽減す る。 今 こそ、政府において は、省庁の統廃合を含む行政組織 の

抜本的な見直 しと人員の削減を行 い、 「ス リムな政府」の実現を 目指す ことが緊

要で ある。

ス リムな政府の実現のためには、高度な情報 ネ ッ トワー クによる 「電子政府」

の構築が不可欠である。政府が来年1月 の始動 に向けて構築 している 「霞 ケ関W

AN」 は、われわれが求め るス リムな政府の実現に向けての出発点 とな る。

霞 ケ関WAN自 体は、非常 に大 きな変革を政府に もた らす もの と期待 されるが、

われわれの望む電子政府 はこれだ けでは充分ではない。その後 に構築 が予定 され

てい る地方 自治体を結ぶ行政情報 ネッ トワー ク、そ して様 々な民間の情報ネ ッ ト

ワークがそれぞれ相互 に接続 され ることによって初めて本格 化す る。

電子政府の構築 は、地方 自治体を含あた行政 自体の生産性 を飛躍的に向上 させ、

一4一



国民 が望 ん で止 まな い行 政 サ ー ビスの質 的 向上 を、 もた らす こ とにな る。 さ らに

電子 政 府 は、 国民 の 声 を政 府や地 方 自治 体 の政 策 に直接 反映 す る こ とを可 能 と し、.

コンセ ンサ ス づ くりに も大 きな力 を発揮 す る。

この こ とは、 国 民 が 今、 政府 に求 めて い る情報 公 開 の実現 に もっ な が り、 開か

れ た政 府、 ク リー ンな 政府 の イ メー ジを一層 高 あ る こ とにな る。

ス リム な政 府 を実 現 す るた めの 電子 政府 の構 築 は、一 方 で、 地方 自治 体の情 報

化 の推 進 を加 速 させ 、 他方 で、 産 業界 を始 め とす る民 間の情 報 化 を強 力 に促進 す

るな ど、 あ らゆ る分 野 に大 きな イ ンパ ク トを与 え る。

こ う した国 を 挙 げて の 高度情 報通 信社 会 実現 へ 向 けて の取 り組 み は、 国際 社会

にあ って情 報 鎖 国 といわ れて い るわが 国 を、 世 界 に向 けて 開 くこ とにな る。
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【 第2提 言 】

サ イ バ ー ス ペ ー ス を 構 築 して い くた め に 、 「地 域 情

報 ネ ッ トワ ー ク(CAN)」 づ く り を 推 進 す る 。

わが 国の行 政情 報 ネ ッ トワー ク化 は、1994年12月 に策定 され た行 政情 報 化推 進

基 本 計画 や、95年2月 に発表 され た政 府 の高 度情 報通 信社 会推 進 本 部 の 「基本 方

針 」 に よ って、 そ の推進 の道 筋 は敷 か れ た。具 体 的 には、96年 度 に中央 各 省庁 の

LAN設 置 がほ ぼ完 了 し、97年1月 には それ らを相互 接続 した 「霞 ケ 関WAN」

が始 動す る。 さ らに98年 度以 降 も、 全 国 の行政 機 関や 関連 団 体 を結 ぶ行 政 情報 ネ

ッ トワー クの構築 が 進 め られて い くこ とは、既 定 の方 針 とな って きた。

同様 に大企 業 の情 報 ネ ッ トワー ク化 も、96年 にな って イ ンター ネ ッ トのプ ロ ト

コルや ア プ リケー シ ョンを企 業 内情 報 システ ム に応用 す る 「イ ン トラネ ッ ト」の

コ ンセ プ トが にわか に普 及 し、 オ ー プ ンな ネ ッ トワー ク化 が加 速 され っっ あ る。

また、NTTそ の 他 の通 信 事業 者 は、97年 か ら、 コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー ク

の幹線 部 分 にあ た る 「オー プ ン ・コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク(OCN)」 へ の

接 続 サ ー ビスを、 国際 価格 で 全国 的 に提 供 しよ うとす る計画 を発 表 した。

この よ うな状 況下 で 、現 在 の 日本 の情 報戦 略 に最 も必 要 な こと は、OCN幹 線

部 分 に対 す る末 端部 分 と して の地 域情 報 ネ ッ トワー ク、 す な わ ち 「コ ミ ュニ テ ィ

・エ リア ・ネ ッ トワー ク(CAN)」 の全 国的 な構 築 と、OCNやCAN相 互 の

接続 であ る。具 体 的 に は、 各地 域 の 自治 体 やそ の支 所、 地場 企 業 や地 元 商 店街、

住宅 団地 や学校 、病 院 等 にLANを 構 築 し、WAN化 して い くこ とで あ る。

い いか えれ ば、全 国至 る ところに 「情報 プ ラ グ」のっ い た超 高速 の光 フ ァイバ

ーの ルー プを
、家 か ら家 、商 店 か ら商 店、 そ して病 院や学 校 や 工場 な どを貫 いた

形 で 敷設 し、 それ らを相 互接 続 して い くこ とで あ る。 これが 実 現す れ ば、 それ ぞ

れ の情報 プ ラ グに情 報機 器 を差 し込 む こ とで 直 ちにCANの 一 部 とな り、 さ らに

世 界 中の ネ ッ トワー クに接続 して、 発 信 もで きれ ば受 信 もで き る仕 組 み が作 られ

る。
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【 第3提 言 】

市 民 や企 業 や 自治体 な どの それ ぞれ が 、 自由 にCAN

の構 築 と利 用 に取 り組 め るよ うに、 既 存 の各 種 規 制 を

撤 廃 な い し緩 和 す る。

われ わ れが 提唱 す るCANの 構 築 と相 互接 続事 業 は、 もはや これ まで の 「通 信

事 業 」の範 疇 に は あて は ま らな い。 事 業主体 は、 地 元商 店街 や 住宅 団地 組 合 にな

る場 合 もあ り、 下 水道 事 業 者が 自分 の所 有す る光 フ ァイバ ー を 「ダー ク フ ァイバ

ー 」 と して リー ス した り、 建設 会社 や 電気工 事会 社 が、LANの 敷 設 や相 互 接続

を担 当 す る こ とも考 え られ る。 現行 の許 認可 制 度で あ る第1種 、 第2種 事 業 者 と

は全 く異 な って 自由 な、 いわ ば 「第 ゼ ロ種事 業者 」 と して参 加 す る可能 性 が あ る

ので あ る。 その意 味 で、 通 信事 業者 を特 定す る既 存 の電 気通 信事 業 法 は、 この よ

うな状 況 に馴 染 まな くな る。

CANの 構 築 と運営 に は、 ベ ンチ ャー型企 業参 入 の機会 を大 き くす る こ とが望

ま しい。 その た め には、 金 融や税 制 の仕 組 みの見 直 しが望 まれ る。 また、 す べ て

を民 間 の事 業 と して行 うので はな く、一 部 は 自治 体 が参加 した り、 あ るい は一 定

期 間を 限 って 自治 体 か ら補助 金 が交 付 され た りす る とい うケ ース も考 え られ る。

それ に対応 す るため に は、 国や 自治 体 の補助 金 や予算 の配 分 の枠 組 み の変 更 も必

要 とな るだ ろ う。

全 国 の各 地域 が そ れ ぞれ の事 情 や 目標 に応 じて、最 善 と考 え られ る仕 組 み を工

夫 し、 実現 で きる よ うな、規 制 の撤 廃 ・緩和 の措 置 が講 じられ る こ とを提 言 す る。

また、 これ を段 階 的 に進 め る一つ の手 段 と して 、 「情報 自由都 市(一 種 の 経済

特 例 制度)」 を設 け る こ とを提案 す る。 す なわ ち、一 定 の期 限 と地 域 を限 定 し、

CANの 構 築 と運営 に 関す る限 り、 規制 を しな い ところか らまず ス ター トす る。

CANの 構築 に強 い 関心 を持 つ 自治 体 や市民 団体 、企 業 な どが先 進 的 ・挑 戦 的 な

さ まざ まな実験 を試 み る。 そ して、 問題 や課題 の発生 に応 じて必 要 な ル ー ルを設

定 して い く。
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【 第4提 言 】

高 齢 化 時 代 の 到 来 に向 け て、社 会 に参 加 し続 け よ う と

す る人 々 の意 志 が 生 か せ るよ うな 「65歳 現 役 社 会 」

を 実 現 す る。

情 報 社会 の実現 は、 個 々人 の 自己責任 に基づ く 「多 様 な選択 」 と 「自由 な参 加 」

を可能 にす る。

情報 ネ ッ トワー クの拡 が りは、 サ テ ライ トオ フ ィスや在 宅 勤務 な どの テ レワー

クを普 及 させ、雇 用 の形 態 や職 場環 境 を大 き く変 え る可 能性 が あ る。 そ れ は、 働

く時 間 や形 態の 多様 化 を さ らに押 し進 あ る。 この こ とは、体 力 の 衰 え を感 じる高

齢者 や 肉体 的ハ ンデ ィキ ャ ップ のあ る人 々の働 きたい とい う意 志 を よ り実 現 しや

す くす る。 さ らに、CANの 普及 は、 在宅 の医療 相 談 な どの福 祉 活動 に も大 きな

力 を発 揮 す る。

わ れわ れ は、 従来 の60歳 現 役 引退 の考 え方 か ら脱 却 し、 新 た な 「65歳 現 役

社 会 」 を提案 す る。 この こ とは、 高 齢 ・少子 社 会 の到 来 と と もに顕 在 化 す る若 年

労 働 力不 足へ の対 応 策 と して も有効 で あ る。 その た め に、 高 齢 者 やハ ンデ ィキ ャ

ップの あ る人 に使 いやす いイ ンター フ ェイ スを開 発 し、 提供 して い くこ とが大 切

で あ る。 この場合 、 機器 や システ ム を設計 す る初 期 の段 階 か ら、 誰 もが 簡 単 に操

作 で き る ような設 計 思想 で 開 発 して い くこ とが必 要 で あ る。

また、CANを は じめ情 報通 信 基盤 を構築 す るにあ た って、 規 制 の撤 廃 ・緩和

に よる 自由競争 の導 入 がハ ンデ ィキ ャ ップの あ る人 や離 島 ・僻地 に住 む人 な どに

とって 高 コス ト負担 を強 い た り、 サ ー ビスが行 きわた らな い こ とがな い よ うな仕

組 み を考 慮す る必 要 が あ る。
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【 第5提 言 】

創 造 性 豊 か な 人 材 の育 成 をめ ざ して 、 産 官 学 は互 いに

連 携 協 力 し、 国 際 的 な情 報 化 時代 に即 応 した教 育 改 革

を行 う。

国際的な情報化時代の到来は、教育 のあ り方や方法論 に対 し、産官学が連携 し

て改革 に取 り組む ことを求 めている。つ まり、情報社会 は、 自 らが情報を検索 し、

分析 し、処理 して新 しいモ ノを創 り出す能力を持つ人材 を何 よりも求めてい る。

また、情報社会 は国境の垣根のないグローバルな社会 とな り、そ こでは、語学 を

駆使で きるこ とが必須 とな る。特 に語学力のギャ ップが大 きいわが国で は、語学

力の向上 をめ ざす人づ くりが極めて重要 になる。

産業界 において は、人材 を採用す るにあた り、従来の学歴偏重の慣行を改め、

多様 な尺度 で人間を評価 し活用 してい く社会改革に取 り組 まなければな らない。

この ことは、学校教育 の改革 を促す ことにつなが る。 また、産業人 として情報 を

活用 し、 それを経済活動 に結 び付 けてい く能力を高 める教育 と、中高年を対象 に

した情報 リテラシーを高め る教育を積極的に行わなけれ ばな らない。

教育界においては、入試を念頭においた従来の画一的知識詰 め込み型の教育を、

生徒や学生 が情報 ネ ッ トワークを活用 し、必要 とす る情報を収集 し分析す る とい

う自ら考え創造する教育へ と変えて行 くことが求め られ る。例 えば、他校 との授

業や実験 の ネッ トワー クによる交流や共同研究を行 うことな ども考え られ る。

また、教員の人的交流 を産業界 との間で進めた り、教員採用制度の見直 しを行

うことで、教育内容や教員の質的向上 をめざすための新 しい制度づ くりに努力す

ることも必要である。
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【 第6提 言 】

r国 民 の利益 』 を基本 と し、 将来 にわ たるわ が国 の情報

通信市 場発 展 の ため、以 下 の国 内 ・国 際政策 を とる。

① 誰 もが市場 に参入 で きる環境 を作 り、通信価 格の内外

価 格差 が 解 消 され る こ とを 目指 す 。

② 自由な競争 を担保す るための、中立公正 な監視 ・裁 定

機関 を設 置す る。

③Gll構 築 においてわが国が近 隣地域 を支援 し、国際

公共財 と しての情報 通信基盤 を提供 す る。

わが 国 の将 来 にわ た る情報 通 信市 場 を考 え る とき、 最 も重視 しな けれ ばな らな

い基 本 は、 国民す なわ ち利 用者 の 利益 で あ る。 社会 は常 に安 くて 良質 か っ均 質 な

サ ー ビス を求めて い る。 コ ンピュー タ市 場 に は競争 が 存在 し、 価 格 が下 が るが、

通信 の価 格 は下が らな い。 通 信 市場 で も国 内、 国際 を問 わず 自由 に参 入 で きる環

境 とな るな ら、通 信価 格 の 内外価 格 差 も、 自ず と解 消 されて い くと予 想 され る。

今 後 の成 長 が期待 され る この分 野 で、国 際 的競 争力 を持 つ価格 体 系が 生 み 出 され

れ ば、 その通 信 イ ンフラを活 用 して、世 界 に通 用す る新 しい ソ フ ト ・コ ンテ ンツ

を生 み 出す企 業が 出現 す るで あ ろ う。

この観 点 か ら、 従来 の 電話 網 に加 えて 、移 動 体通 信網 、 衛星 通 信網 、 コ ンピュ

ー タ通信 網、CATV網 な どあ らゆ る事 業体 が 、 自 由 に競 争 で き る環 境 を整備 す

る こ とに政策 の 中心 を置 くべ きで あ る。 そ の 自由競 争 を整 然 と行 わせ るた め に は、

規 制 の撤 廃 ・緩和 と同時 に、 中立 公 正 な監視 ・裁定 機 関 を設 置す るのが 適切 で あ

る。 さ らに、 これ か らの 監視 ・裁 定 対象 が、 従 来 の情 報通 信 分野 ばか りで な く新

た なサ イバ ースペ ー スへ と広 が る こ とを考 え る と、 独 立 の第三 者 機 関 と して設 置

す る こ とが望 ま しい。

わ が 国の 国際情報 通 信 の将 来 を確 か な もの とす るに は、 イ リジウム計 画 な ど通

信 衛 星 を使 った通 信網 、 海外 で の デ ータ通信 用 幹線 網 やLAN提 供 な ど、 次世 代

デ ー タ通 信 での国 際競 争 にお いて、 わが 国 が一 定 の地 歩 を 占め られ る よ うにす る

こ とを政 策 の もう一 つ の中心 に置 くべ きで あ る。 そ の ため に は、GII構 築 に お

い てわ が国 が近隣 地域 を支援 し、 国際公 共 財 と して の情 報通 信基 盤 を提 供 す る こ
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とが有 効で あ る。 この こ とが、 近 隣地域 の 発展 に寄 与 し国際 貢 献 で き る道 で もあ

り、 長期 的 な 国益 にか な って い る。

われ われ は、NTTの 経 営形 態見 直 しの 問題 につ いて、 受益者 で あ る国 民 が求

め る安価 でかつ 均 質 な サ ー ビス とい う視 点 を何 よ りも優 先 すべ きで あ る と考 え る。

そ の政策 決定 の先送 りは、 国民 の利益 に と って何 らの貢 献 ももた らさな い。 変化

の ス ピー ドの早 い情 報 通 信 分野 で は この こ とが肝 要 で あ る。

国 内的 には、CAN実 現 の ため に も、 全国均 一 の料 金 やサ ー ビス体制 を維持 す

る こ とが必 要 で あ る。 情 報通 信 分野 の研 究開 発力 は わが 国 の生命 線 で あ る。 従 っ

て 、現 在世 界 の トップ レベ ル にあ る と言 われ てい る研 究 開発 力 を低下 させ る こ と

の な い政 策 の実施 が 強 く求 め られ る。

また、通 信 料金 を例 に とる と、 全世 界均 一料 金 がす で に一部 で 現実 の もの とな

って い る。 こ う した国 境 や距 離 の概念 を無 用 とす る情 報社 会 の到来 に向 けて は、

これ まで の国 内、 国際 の通 信 事業 区分 は撤廃 すべ きで あ る。

CANの 構築 や規 制 の撤 廃 ・緩和 とい った政策 を 実行 した うえで 、 な おか っ わ

が国 に競 争状 態 が 出現 せず 、受 益者 で あ る国 民 に とって 不利 益 が生 じた場 合 に の

み、 改 めてNTTの 経 営 形 態見 直 しを検討 す れ ば よい。
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議 論 の 論 点 整 理

1政 府が取 り組むべき課題

1.通 信 イ ンフラ整備 ・産業育成 ・研究開発 ・国際協調の4側 面 か ら

2.実 施状況の公表 と年毎の フォローア ップ

○今後取 り組むべ き課題 と して、1点 目が21世 紀型 イ ンフラの整備。(1)公共分野への アプ

リケーシ ョンに政府 と して補助 し、全国展開を加速 してい きたい。(2)ネ ッ トワー クの信

頼性で、放送 のデ ィジタル化 に対 して適切 な措 置を講 じい く。(3)高齢者、障害者、あ る

いは過疎地、辺地、 そ ういった部分 に気配 りを してい く。2点 目が産業育成。(1)情報通

信ベ ンチ ャーの振興。(2)アプ リケーシ ョンの普及。ネ ッ トワークの安全性や信頼性 に技

術的な手 当て もして い く。3点 目が研究開発。 これは非常 に遅れてい る分野が多い こと

と政府 の取 り組み姿勢に問題があ るとの認識か ら、 フロンテ ィアの分野 に挑んでい く。

従来 の研究開発 と違 って、多面的なアプローチが必要 な場合では金のかか り方 も全 く違

う し、研究要員 も十 分確保 して い く必要がある。4点 目が国際 の世界。2月 のサ ミッ ト

で11の 国際共同プ ロジェク トが決定 された。 この中で4っ は 日本が リーダーになるが、

全 プロ ジェク トに 日本の技術を反映 してい く努力が必要だ。 これ らを通 じてア ジア地域

に貢献 しなが ら、 ア ジアの 目が 日本 に向 くように した い。今のハ ー ド指 向型の予算のっ

くり方で は21世 紀の経済構造づ くりに向いていないので、 その手当 もしたい。

○推進 本部で出 した基本方針の中で、各省庁が分野 ごとの 目標や中期 的施策 やその進め方

を内容 とす る実施指針を7月 末 までに策定す る。基本方針の フォローア ップで は各省庁

は実施状況 を報告す る。 この報告 は公表す るとともに、有識者の皆様 にお伺 いを し、そ

の意 見に従 って所要 の措 置を講 じてい くフォローア ップの体制 も毎年や る。

2情 報化 による産 業構造変革の必要性

1.通 信 イ ンフラ整備が産業構造 に影響を与え る

2.情 報化の力が産業、家庭、社会のあ り方 まで変えてい く

3.ソ フ トウェアは社会全体の基盤であ り、新 たな展開を切 り開 く牽 引力になる

4.多 様化す る需要 に対 して情報技術 のイ ンフラを使 って国民や産業界 が何を行 うか

5.情 報化 を進め ることで企業の垣根が な くな って くる

6.マ ルチメデ ィア とい う時代を迎 え、 日本での新 しい産業の育成 を考えてい く

7.産 業構造の変革 にまで広げて、 ひとつの呼び水、考え るきっかけに してい きたい

○産業 ・経済 ・雇用の分野に光を当てた施策が必要。新規事業起 こしが期待されている産

業が成長 していく際の基盤、これが情報通信であり、この整備が非常に大事だ。 この上

に新 しい情報化産業が育つとなると我が国の産業構造に影響を与えて くる。

○情報化投資は景気への波及効果や産業構造の変革にも期待できる。 さらに新 しい雇用の

受け皿 として新規産業を育ててい くのに寄与するという認識 も持てる。多様なニーズに

対応することをどのように可能ならしめていくのかが非常に大 きな課題になると同時に、
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この情報化の 力が産業、家庭、社会のあ り方 まで変えてい くよ うな素地が生 じて きた。

○情報 システム、 ソフ トウェアというのは、広 く社会全体の基盤であ り、その新たな展開

を切 り開いて い く牽 引力になる ものだ。 さらに長 い将来を見れば、人 間の知的活動を支

援 し活性化 して、人 間の能力をよ り高 い次元へ飛躍 させ る鍵 を握 るもので もあ る。資源

もエネルギー も軍事 力 もない日本が 、21世 紀 をど う生 き、 かっ良い生活 を維持 し、それ

な りの国際貢献がで きるのか。基本 的には研究開発や情報化への努 力を続 けて い く。

○多様化する需要に対 して情報技術の イ ンフラを使 って、国民や産業界が何を得、何を行

い、 どうや って 自らの レベルを引 き上げて い くのかが重要 なテーマだ。優れた ソフ トウ

ェア、 コンテ ンツを世の中にど うして生 み出 して い くか、 その環境 をっ くるか、そ して

独創性 をどうい う環境の中で伸ば してい くのか。 これが大事なポイ ン トにな る。

○情報化 を進あ ることで企業の垣根がな くな って くる。 いろいろな産業構造の変化 が起 こ

って くる。その中で、情報化 はひとっの促進す るツールと しての位置づ けで'はないか。

○ まず前提 と して マルチ メデ ィアという時代を迎え、 さらに産業の国際化、空洞化 を迎 え

て、 日本での新 しい産 業の育成を考えて い く。そ うい う観点か ら見て、 これか らの情報

通信 のあり方 はど うあ るべ きかを根底 に置 いて考 えて行かない といけない。

○今般 のエ レク トロニ ック ・コマー スが これだけ関心 を持たれて きた背景 は、企業が生 き

残 って行 くにはど うす るか、何 とか合理的 にコス トダウ ンを図れないか とい う気持 ちの

切実な現れです。 これを産業構造 の変革 にまで広 げて、ひ とっの呼び水、考 えるき っか

けに してい きたい。 これが いい具合にタイ ミングが合 った。

3突 破 口 と し て の 公 共 分 野 の 情 報 化

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

国 ・地方自治体の分野は非常に多 くの国民が触れる部分だ

公共的な世界にどうやって市場経済を入れるかが最大の問題だ

情報化が進むと、市町村相互間で もいろいろな意味での競争が現出される

民間分野の情報化を先導する役割をも担 っている

情報技術導入に伴って行政のあり方が変わ ってい く

公的情報化で最初にやって もらいたいのは大蔵関係の税務です

政府調達は自らを突破口にして、政府全体に広めていく

○高度情報化通信社会を構築 して い くには、 「公共分野 」を突破 口に して い くのが一番良

い。それは国 ・地方 自治体の分野 は非常 に多 くの国民が触れ る部分 だとい うこと。 いわ

ゆる情報化マイ ン ドを養成 して い くのに非常 に良い。 ある地域 に偏 ることがな く、全体

的 に進 めてい くことがで きるメ リッ トがあ る。地方 自治体や国が 自 らの手 で進 め ること

がで きる。大変 な人気で、関心の高 まりを感 じている。

○ 日本 の場合、生活分野 と社会公共分野の情報化が非常 に遅 い し、 クリエー シ ョンがない。

公共分野に突破 口を開いて、国民の情報ニーズを高 めて い くことは非常にいい。教育、

医療、行政サー ビスで も市場原理的な基準や環境が与え られれば、産業社会 と同 じよ う

に 自身でや らざるを得な くな る。要 するに公共的な世界 にどうや って市場経済 を入れ る

かが最大の問題だ。

○情報化 もあ る程度進 む と、市町村相互 間で もいろいろな意味での競争が現 出 され ると感
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じて お り、競争が大事だ とい うことは全 く同感です。

○ この分野 は政府 自 らが主体 とな る大 きな需要分野であると同時 に、民 間分野 の情報化を

先導す る役割 を も担 っている。 ここを何 とか強 力に進めてい くこのが大事 だ。

○公的分野で何故情報化をやるかにつ いては、公共サー ビスの質の向上 が1っ の 目標で、

2っ 目には民間の情 報化の動 きの先導的役割を国 自らが負 って、呼び水 とな って民間を

誘導 して い くことだ。 この情報技術導入 に伴 って行政のあ り方 が変わ って い く。

○公的情報化で最初 にや って もらいたいのは大蔵関係の税務です し、通産省が産業構造変

革 とい う意味か ら規 制撤廃や緩和を横 串にや るべき時に来てい るので はないか。

○政府調達 その ものをどの ような電子化の中でや ってい くか とい う問題 にっ いて は、我 々

をまず 突破 口に して、政府全体 に広めて いければと考 えてい る。

4グ ラ ン ドデザ イ ンが必要

1.皆 に分か るよ うな グラ ン ドデザイ ンがないと世論 は分か らない

2.国 が ど うあ るべ きかというデザイ ンを出 して もらわないと、 うま く行 かない

3.小 さな個 々の問題 をどうい う形で政策の中 に取 り入れて い くのかが見 えて こない

○人が どんな楽 しい生活を しているか とか企業が どんな国際的な環境条件の 中で仕事を し

てい るとかい う皆 に分か るよ うな グラン ドデザイ ンがないと世論 は全然分か らな い。分

か りやす い グラ ン ドデザイ ンを、 日本の国で早 く作 ることだ。

○ これ か ら本 当にその ソフ ト技術分野 をどう成長 させてい くのか。国民 と して豊 かになっ

て い くのに、 どん な経済 の国 にな って い くのか。国が どうあるべ きか とい うデザイ ンを

出 して もらわない と、いろんな端 々の ところで潤滑に行かない。

○ 日本の経済 自体 を ソフ ト化サー ビス化の方 向へ、付加価値の高 い ものに持 ってい くのか

ど うか。そのために、小 さな個 々の問題 をど ういう形で政策の中に取 り入 れてい くのか、

それがなかなか見えて こない。

5ス ピー ドは重 要 な フ ァクタ ー

1.ス ピー ド感覚が非常 に重要

2.ど の程度急 ぐか。2010年 にこうす るとい う話を聞 いて も しょうがな い

3.日 本で ものが変わ る時 は猛烈 な勢 いで変わ る

4.5年 、10年 かか るのを現場で待 ってい られ るのか と言 うと、そ うはいかない

5.む しろ現 実に即 してや って しまうほうが、あ とで法律がっ いて くる

6.あ るところの飽和点 に きて調和 す るとス ピー ドの問題 も解決 されて くる

○ ス ピー ド感覚が非常 に重要で、規制 を排除 した り、 コンテ ンツを クリエ イ トす る人 間を

育成 した り、 この国の グラ ン ドデザイ ンに向か って何をす るべ きか とい う要求 を もう一

つ整理 して進めて い く。 それでス ピー ドを遅 くす るものには少 し気 をつけて見て いかな

いと、時間を空費す ることになる。

○何年かの遅 れ、ギ ャップがあるということは否定 しがたい。そ して、その間 にどれだけ

のス ピー ドで動 いて いるか とい うことだ。3年 の遅れは1000倍 の差 を意味す るという事
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態にな ってい るので、 どの程度 急 ぐか。2005年 にこう します とか、2010年 に こうします

とい う話を うかが って も しょうがない。

○ 日本で ものが変わ る時は、わ りと遅 いけれ ど、変 わ るときは猛烈 な勢 いで変わ る。時間

がかか るか も しれないが、案外2年 後 とか3年 後 に来 るということも可能性 はあ る。

05年 、10年 かか るのを現場で待 って い られ るのか と言 うと、そ うはいか ない。無視 して

やって、っかまった らそ こで逆 に反撃をす るとい うや り方だ って ある。

○どん どんや って捕 まって もいい ぐらいな気 持ちでや って いかないとだめだ。む しろ現実

に即 してや って しまうほ うが、 あとで法律 がっいて くる。今は一つの チャ レンジで、行

革や規制緩和を待 っているよ りも、既成事 実をど うや って作 って い くか。そ してそれが

一般 の国民 にとってプラスになるという世論 で引 っ張 ってい くしか ない
。

○ フ リー とい うコ ンセプ トの裏側 にセル フ レギ ュレー ション、セル フコ ン トロール とい う

もの と両方の議論 を して いかないといけない。365日24時 間化 とい うことについて も、

経営者のみな さん と働 く人たちの発想 はかな り違 う。 どちらも極端 にな り過 ぎると、そ

れがあるところの飽和点に きて調和す るとス ピー ドの問題 も解決 されて くる。

6規 制緩和の進め方

1.新 しい物差 しで測 った仕組みを構築 して いき、その障害 にな る もの はやめ る

2.ユ ーザーが 自由なニーズに合 った選択 を享受で きることが基本

3.需 要サ イ ドの情報化を進め るための様 々な制度的対応が十分に図 られていない

4.情 報通信にはまだ規制の縛 りが随分 ある

5.有 力な手段 として、 フォアベア ランス条項(注)で 実質的な規制緩和が進 む

6.ル ール上 、 これ には規制 して これには規制 しない とい うのが 日本で はで きない

○制度の見直 しや規制緩和 という言葉 に抵抗感があ る。新 しい物差 しで測 った仕組 みを構

築 してい き、その障害になる ものはやめ るということで考えたい。

○ユーザーが 自由なニーズに合 ったイ ンフラやサー ビスを低廉な料金 で選択 し享受で きる

ことが基本で あ り、 この環境をっ くるための規制緩和が重要であ る。

○需要サイ ドの情報化を進 めるためには、様々な制度的対応が十分 に図 られて いない。情

報通信 分野 にお けるさまざまな規制が存在 し、 ソフ トウェアの価値 が適正 に評価 され る

マーケ ッ トが まだ十分育 っていない。

○情報通 信にはまだ規制の縛 りが随分 ある。い くら公共性があ ると言 って も、他の経済分

野では 自由な ところに規制がある。行政指導 で も不透明であ り、海外 と国内、長距離 と

地域 とい う区分が法律 に書いてな くて もまか り通 って いる。

○最近ア メ リカの改正通信法の中で、 フォアベ アラ ンス条項(注)と い うのがあ る。規制緩

和 とい って も百年河清 を待つが ごと しで、法律改正 は日本ではなか なか難 しい。 この フ

ォアベ アラ ンス条項 は規制を差 し控え る条項で、 「これ これの条件が整えば、 この規 制

は当分適用 しない」 という条項 らしい。規制緩和を進め る一つの有力な手段 と して、い

ろいろな法律に この条項がっけ加え られれば、かな り実質 的な規制緩和が進 む。だか ら

法律違反 を しな くて も、かな り規制緩和が実質的 に進むので はな いか。

(注)フ ォアベアラ ンス条項:forbearance(規 制の差 し控 え)
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アメ リカの通信法での電気通信の競争、規制緩和法案。上院法案(S.652)95.6に 通過。

(1)FCCは 、以下の場合、1934年 通信法 に基づ く規制の特定事業者、サー ビス等への適

用を差 し控えな ければな らない。①料金、事業活動等の公正を担保す るのに不要。

②消費者保護上、必要 ない。③差 し控えが公益 に合致

(2)差し控えの決定 に際 して は、競争への効果を考慮。

(3)電気通信事業者 は、規制 の差 し控えを請願で きる。

(90日 経過で、請願 は認 め られた もの と見なす。)

下院法案(H.R.1555)95.8に 通過。

(1)ほぼ同様な規定 〔ただ し、料金等の一部の規定 は除外〕

(2)同様 の規定。

95.12.現 在、両院協議会で の調整待ち。その後 、大統領が署名すれ ば立法化す る。

○ イギ リスの通信法で は、誰 にど う規制す るかとい うルールがない。 アメ リカで も、 どう

い う時に規制が発生 す るか はか な り裁量的であ る。 日本 も一 番問題 にな っているの は、

今の通信法の中では通信事業者がみんな一緒な ことだ。NTTに っ いてだけ規制 して他

の会社 は規制 しない とい うの は、法律 と して は大変書 きに くい。 ルール上、 これには規

制 して これには規制 しないとい うのが 日本で はで きない。 ある条件を満たす までは規制

しない ということが一般的な立法技術 と してで きるようになれば、話 はずいぶん楽 にな

る し、NTT問 題の扱 い も楽 にな る。

7日 本独 自の取 り組み

1.国 を挙げて閉塞状況を突破 して い く観点 か ら、政策の枠組みを考 える ことが必要

2.行 政の縄張 りが、情報 化社会 を実現す るのに障害 になる点 もあ る

3.米 の情報通信 システム構築 に乗 り遅れた状態を 日本が後追 い してはいけない

4.何 か順序が逆で はないのか。 それ とも、 日本だか らまさにそれでいいのか

○今 は、官が悪 いとか政治が だめだとか産業界 はどう して いるか とお互 いに非難 を投 げ合

って いる時で はな く、 どのよ うに国を挙げて この閉塞状況を突破 して い くのか とい う観

点か ら、そのための政策 の枠組みを考え ることが必要な時期 に来ている。 アメ リカの場

合 は規制 を緩和 し自由にやれ と言えばいいが、 日本で は違 ったアプローチが必要 だ。

○行政の縄張 りあ るい は各産業間の縄張 りとい うものが、 この情報化社会を実現す るの に

いろいろな障害にな る点 もあるのではないか。

024時 間っな ぎっ放 しの環境、 これ こそ我々の21世 紀 に向けての不可欠の権利で ある。 こ

うい う環境が手 頃な値段で使え るよ うに1日 も早 くな って ほ しい。 アメ リカの通信法改

正 は、政治力 と資金力を持つ独 占体をた くさん作 って、 しか もア ンダイナ ミックであ る

組織をっ くったため に、全体 と しての電話産業 は新 しい情報通信 システムの構築に乗 り

遅れて しま って いる。ああい う状態を 日本が後追 い した らとんで もない ことにな る。

○標準化 も本気 にな ってや らないで、 リエ ンジニ ア リング も流行だか らと関心 は示 したが

実際 は何 もや らな いで、エ レク トロニ ック ・コマースにな って色め き立 って大変 だ とい

うの は、何か順序が逆ではないのか。それ とも、 日本だか らまさにそれで いいのか。
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8行 政の強 い リーダー シップ

1.ト ップが強引に命令す ることが、行政の場合には見 られない ことが残念だ

2.企 業が リス トラをす る時は仕組み と同時 に価値観 も変え ようとやる。国 も同 じだ

3.ち ょっと伸 び率が高い と、将来 ものす ごい差に広が る。そ この危機意識 はす ごい

4.日 本経済全体を見 渡 した中で政策展 開を し、関係の ところ と協 力 してや って い く

5.世 の中が国 に対 して期待 して いるもの は、大胆な仕組みでや って もらうことだ

6.技 術の進歩 とそれ を理解す る意識に非常にギャ ップがあ る

○ トップが強 引に命令す る ことが、行政の場合にはほとん ど見 られない ことが残念だ。行

政の情報化 は我が国の情報化に とって重要だと思 うので、閣僚 レベル とは言わないが、

その くらいの機能があ って もいい。

○ 企業が リス トラをす るときには仕組 みを変えると同時 に企業を律 している価値観 も変 え

よ うとやるわけだが、国 も同 じよ うな状況 に達 している。新 しい仕組 みに移 らなけれ ば

いけない時 に、 もっと大胆 な政策提言を特 に通産省 には期待 したい。 こうい うものは打

破 しなければいけない とい う確信があれば、思い切 って踏み込んだ政策提言 や発言、 あ

るいは他省 とのオープ ンなデ ィベ ー トをぜ ひ大胆 に して いただ きたい。

○ こういう事態にな って まだそ うい うことを言 っていて いいのか とは、個人的に も思 う。

役所の縦割 りの権限争い と同 じだが、 自分の ところよ りもち ょっとで も伸び率が高 いと、

将来 ものす ごい差に広が って しま う。そ この危機意識 はす ごい。 これ は会社で働 く人 々

も同 じだろう し、各社 と競争す るの もそ こが根源だ と思 う。

○我々の政策 は、で きるだけ日本経済全体を見渡 した中で政策展開を し、関係の ところと

協力 してや ってい くとい う方向で力を入れてい きたい。

○ 日本が後れて しま った原因に、国の責任 とい うの もあ る。世の中が国に対 して期待 して

い るものは、 もっと大胆な仕組 みをっ くってやって もらいたいということだ。

○技術の進歩 とそれを理解す る意識 に非常にギ ャップが あ る。その意識 が少 しずつ全体 的

な動 きにな り、 レベルが高ま り、若 い人たちによ って さ らにこのギ ャップが埋め られて

い くので はないか。そ うい う環境整備をや らなけれ ばいけな い。

9ソ フ ト中心の大胆な発想の転換

1.物 をっ くればよ く、 そこに何を流すか とい う問題が大 き く進んで いない

2.こ れか らの社会づ くりは、道路 や電気 は先 にや ることではない

3.空 気のよ うな ものを売 る産業 に対す る新たな認識を、払拭で きないでいる

4.安 全保障の観点か らも、エ ンターテインメ ン トを伴わない情報発信がで きな い

5.大 胆な発想で それを実現 す るのはそ う容易で はない

6.予 算づ けの方 向には、かな り思 い切 った発想の転換が いる

7.ソ フ トがバ ラ ンスの取れ た大 きさで、ハ ー ドに対抗で きるような状態

8.ハ ー ドだけ整備 されて もただの箱

9.情 報化投資は陳腐化が極 めて早 く、どん どん償却 して い くシステムをっ くる

○農業社会か ら無理やり工業社会へ変えることができたのは明治政府だった。それと同 じ
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ことが今、工業社会か ら情報化社会 に変え ることがで きるかど うかにかか ってい る。過

去の120年 間の成功が大 きな障害 にな って いる。 ものの考え方がハ ー ド指向で、要す る

に物 をっ くればいいとい う考えだ。そ こに何を流すか とい う問題 が大 きく進んでいない。

○ これか らの社会づ くりは、道路や電気 は先 にや ることで はない。必要 な もの は衛星 にア

クセスす る地球局 とコンピュータに必要な電 力。それが あれば産業 は育つ。 どうもハー

ド指 向の我 々は道路を先にっ くって、 それか ら企業を誘致 して との発想 にな っている。

○数兆 円規模を持たない とソフ トがで きない時代が来て いる。テ レビ局 は今 の規模で は世

界 に勝て るだ けの力を持てない。 っま り空気 のような ものを売 る産業 に対 しての新たな

認識を、我 々の持 って いた頭の構造で はいまだに払拭で きないで いる。 デ ィジタル ・ハ

リウ ッ ドを もう1回 っ くり直 さなければな らない。 これをっ くれ るかっ くれ ないかが、

21世 紀 に 日本が新 しい産業を持て るか どうか に掛か って くる。

○工業社会 か ら情報社会 に乗 り換え ることに成功 した国は唯一 アメ リカで ある。 日本の映

画 も今80%が アメ リカの ものだ し、ニ ュースの大半がCNNだ 。 これは情報が全部 アメ

リカか ら一方的 に流れている ことであ り、同時に我々が そ こへ発信で きない こと、っ ま

り安全保障の観点 か らも、エ ンターテイ ンメン トを伴わ ない情報発信がで きな くなる。

○ 日本の文化を世界に送 るのが安全保障の1っ で もあるとの ご意見。大胆 な発想でそれを

実現す るの はそ う容 易で はないが、趣 旨は全 く同感です。

○予算づけの方向には、かな り思 い切 った発想の転換が いる。 これか ら大 きく変わ ってい

く時の基 本になるの はコ ミュニ ケーシ ョン技術であ る。効率 を上 げるために標準化す る

のではな く、多様性 を生か しっっ、人々が コ ミュニケー シ ョンで きるため に何かが必要

なのだ とい うよ うに発想を切 り換え る必要があ る。様 々な分野で コ ミュニケー シ ョンを

支援す る ところに積極的にお金 を回 して、従来型の コンピュータ産業 とか情報産業の不

況対策 に流 さないよ うにす る仕組みを入れ ると、非常 にお もしろ く変わ ってい く。

○ ソフ トあるいはコ ンテ ンツが もっとバ ラ ンスの取れた大 きさで、ハ ー ドに対抗、拮抗で

きるような状態にな って いかなければいけない。

○ ソフ トの脆弱性、 日本が他国に後れて弱い と同時に、ハー ドだけ整備 されて もただの箱

であ って、そ こは最近の政策 で も力を入 れて いるところです。

○今の情報化投資 は陳腐化が極 めて早 く、1年 か2年 もすれば意味のない ものにな って し

まう。 どん どん償却 してい くシステムをっ くらなければいけない。そ もそ も法人の利益

に税 を課す とい う考え方 自体 に、今の情報化 と馴染 まない面が ある。利益 とか所得 に対

して課税 をす る考え方は考え直 さなければな らない。

月報化推進の具体策

1.映 像 の コンビナー トを 日本 につ くるべ きだ

2.デ ィジタル ・ハ リウ ッ ドに世界中の英知が集 まれば、我 々は10年 でマスターす る

3.自 由に、全 く日本のすべての規制が初めか ら無 い別 の国をっ くる

4.は っきりとわか る形 の もの、大 きな シンボルにな るものをっ くる

○ このまま行 くとア メ リカが世界の文化 と報道のすべて を握 って しまう。 この中で アジア

か ら我 々が発信で きる状況をっ くるためには、間違 いな く新 しいエ ンターテイ ンメ ン ト
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を開発す る しかない。で は簡単 にそんな ものがで きるか とい うとで きない。 ど うす るか。

ディジタル ・ハ リウッ ド、っま り映像の コ ンビナー トを 日本 にっ くるべ きだ。 これ は政

府並 びに経済界が破格の金を出 し、 アメ リカの2分 の1で コンピュータが使え るよ うに

す る。 これで全世界の能力のある映像作家が全部 日本 に集結 して くる。我 々は乗 る もの

をっ くって も乗せ る ものを持 たないとい う大 きな問題点 を持 ってい る。

○エ ンターテイ ンメン トな くして人間 は成 り立 たない、そ して工業社会 の次 に来 る もの は

エ ンターテイ ンメ ン ト社会であ ろう。 これを 日本が構築で きるかど うか。 日本が ソフ ト

ビジネス とい うものに本当に転換がで きるか ど うか。 もしこのデ ィジタル ・ハ リウ ッ ド

が完成 し、世界中の英 知がそこへ集 まった ら、多分そ こで我 々は10年 の うちにマ スター

する。 もう一度お雇い外人 を頼む ことを、残念なが らす る しかない。

○何か 目玉 を、ひとつ新 しい ことをや って イ ンパ ク トを与えない と変わ らない。その1っ

に、具体性 のある もの として東京 フロンティアを 自由都市 にする案。規 制緩和 とかで は

な くて、初 めか らフ リーの都市 をっ くってみた らどうか。 自由に、全 く日本のすべての

規制が初 めか ら無い別 の国をっ くる。 それを 目玉 と して出せればいい。

○ は っきりとわか る形 の ものを大 き く2っ つ くるべ きだ。1っ は大 きな シ ンボルにな るも

の。 もう1っ は産業 としての下支 えをす る部分を きちん とっ くってい く。っ まり、 もっ

と広 く情報化時代を産業 と して支 える人材育 成を して いかなければい けない。

コラボ レー シ ョンの視 点

1.コ ラボ レー シ ョンがで きると、非常にダイナ ミックな産業が興 って くる

2.プ ロジェク トごとにア ライア ンスを組 んで、お互いに人 を融通 し合 う

3.バ ーチ ャルなプロジェク トチ ームを作 り上 げる

○技術の問題、エ ンジニア リングの問題 は豊か な社会の人 間には無理 だ。 これか らはプロ

グラ ミングとかエ ンジニア リングの分野 に対 して は、む しろ積極 的に コラボ レーシ ョン

を促進 してい く方向が大事だ。今の 日本の大学生にプ ログラ ミングをやれ とい うの はか

な り酷な話 だが、彼 ら彼女たちの感受性 と(外 国か らの)プ ログラ ミングで コラボ レー

ションがで きると、非常 にお もしろいダイナ ミックな産業が興 って くる。

○ ソフ トの仕事 というのはプロジェク トごとに大 き く変動す る。全員 を一つの企業の中で

抱え る不効率 さとい うのがあ るわけだ。小 さな ソフ ト会社 とアライア ンスを組 んで、お

互 いに人 を融通 し合 うというよ うな ことで解決を図 って いる。

○ハ リウッ ドで は各業種 ごとに組合 を作 って、そ こで こういう業種の人間が何名要 るとな

ると、 その 日の午後 には集 まって きて、あ っとい う間にバーチャルな プロジェク トチー

ム作 り上 げる。 いずれ 日本に も、 そのよ うな組織が作 られてい くので はないか。

研究環境整備の課題

1.技 術面での話が先 になか った らソフ トもなか った

2.研 究者 は流動的であ るべ きだ と言いなが ら、流動性が ほかの ところで阻害 され る

3.異 分野間の交流や技術 の融合が重要 なと きに、特化 した研究 で本 当にいいのか

4.産 業界あ るいは消費者の求めてい る方 向と大学 の研究 というものの一致
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○今 までの技術的な、あ るいは物理的な実績がなければアプ リケー ションは出て こな い。

技術面での話が先 になか った らソフ トもなか ったわけです。

○ ポス トドク トラルで環境 整備 をす ることは結構 だが、 日本的な社会の中では、途 中で動

いて しま うと勤務 の年 限 とかで不利 にな る。 したが って研究者は流動的であ るべ きだ と

言 いなが ら、実 際は どうも流動性がほかの ところで大 き く阻害 されてい る。

○ これか ら異 分野 間の交流 や技術の融合が ますます重要な ときに、それぞれ分けた ところ

での特化 した研究 で本当にいいのか。 コ ンテ ンツ産業 とい う面では、 ますます遅 れてい

る中で こうい う面へ の投資 も非常に国 と して重要ではないか。

○産業界あ るいは消 費者 の求 めて いる方向 と大学の研 究 とい うものの一致 、そ うい う点 で

も非常 に重要 な点が これか ら日本 として取 らないといけない施策 と してある。

ユ ーザ ー ・ニ ー ズ の重 視

1.日 本の 中に情報化社会推進 のユーザー ・サ イ ド・オ リエ ンテ ッ ドな雰囲気が ない

2.ユ ーザ ーが最 もニ ーズに合 った選択 をす ることでユ ーザーの変革が加速 され る

3.選 択の 自由が効 く社会にな ってほ しい

4.市 場性を重 要視 して いけば、立派な ソフ トウェアをっ くる時代 に進む ことが可能

5.国 の予算で何かす るとなると、市場 に遠 い もの ほど国の方で見 うとな る

○ 日本の中に情報 化社 会を進 めて い くだけのユーザー ・サイ ド・オ リエ ンテ ッ ドの雰 囲気

が まだな く、 ソフ トウェアの技術開発に対 して牽引力になっていない。早 くその方面へ

のプ レッシャーが高 まって こない と、本来の通信技術 のほうもこれに応 じて進展 しそ こ

ねて弱 くな る危 険性が ある。

○多種多様 なユ ーザー ・ニ ーズ に対 して技術 を駆使 し、活力や創意工夫 を もって的確 にニ

ーズに適応す る
。 この中で供給 され るハ ー ドや ソフ トの中か ら、ユーザーが最 もニ ーズ

に合 った選択をす る ことでユーザーの変革が加速 され、 また新たなニ ーズが生 まれ る。

○枠 を決めて こうだ と言われ るよ りも、ある程度選択の 自由が効 く社会 にな って ほ しい。

○ 日本の ソフ トウェアが もっと伸 びてい くためには市場性を徹底的に考えて いかな ければ

いけな い。市場性、ユーザーの アクセサ ビリテ ィを もっと重要視 して いけば、 これか ら

若 い人た ちが もっと立派な ソフ トウェアをっ くる時代 に進む ことがで きる。

○国の予算 で何 かす るとな ると、そ こには共通基盤的な ものや標準的な もの、あ るいは市

場 に遠 い ものほ ど国の方で見 うとなる。っ らいところです。

情報通信環境の変化(デ ィジタル革命)

1.情 報 ネ ッ トワー クが、通信 と放送の領域 に進出す る脅威がデ ィジタル革命

2.研 究者 コ ミュニ ティは、イ ンターネ ッ トの大衆化で シ ョックを受 けている

○ コ ンピュー ターのネ ッ トワー クが、通信 と放送 の領域 に進 出 しそ うにな ったことへ の脅

威、 これがデ ィジタル革命 だ。 これまでの電話 や放送に対 して三つの方向か ら大 きな競

争の圧 力、 これ までの基盤 を揺 るがす脅威 が出て きてい る。

その第1が 無線 だ。 デ ィジタルの衛星によ るテ レビが これ までのケ ーブルテ レビの基
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盤を大 き く揺 り動かす。低軌道 衛星 、静止衛星を使 った グローバ ルな電話 の システム、

世界中同一料金でのサー ビスが提供 され る ことが遠 くない将来 に見えて きて いる。2番

目は コンピュー ターその ものの進 出。 コ ンテ ンツ産業での制作費、編集 費、配給等 々の

費用が コンピューターやデ ィジタル編集機器を導入す ることで非常に安 くな っている。

3番 目には広帯域通信の可能性 は、 コ ンピューターのネ ッ トワークを世界的 に普及 させ

て、 この上 で放送や電話 の機能が融合 して い く。 ここで極 めて安い価格で提供できるよ

うになると、 これ までの電話 と放送の産 業のあ り方 自体が大 き く揺 らいで くる。

○ これ までの研究者 コ ミュニ ティは、イ ンターネ ッ トの商用化で まず ショックを受 け、商

売 に使 うのかで驚 き、 この次 は大衆 化で シ ョックを受 けて いる。 その結果 と して研究 目

的の利用で あるとか相互の コ ミュニケー シ ョンの利用が著 しく不便 にな るとか料金が高

い ものにな ってい くとすれば情 けない ことだ。

通信費を安 くする意義

1.料 金の問題では、安 くを前提 に定額制を取 り入れてい くことが決あ手

2.通 信費を いかに安 くす るか、 それ によ って波及的効果を上 げる

3.国 民が一番期待 してい るの は利用 しやすい、安 いとい うこと

○料金 の問題で は、なるべ く安 くを前提 に定額 制 とい う要素 を取 り入れてい くことが決 め

手になる。電子 メールで も1日 中つ けっぱな しでないと、空 間を異に して も同 じ環境 に

い るとい う感 じになれないので、 この定額料金 は大事な ことだ。

○産業政策の 目的が通信 費をいか に安 くす るか、 それ によ って いろいろな波及的効果 を上

げる、そ うい う発想 の転換を入 れて ほ しい。

○情報化に伴 う料金をいか に安 く、 しか も使 いやす い料金 に してい くか とい うのは最大の

問題だ。端 的には料金が いかに安 く体制 を作 るか と言 って もいい。国民が一番期待 して

いるのは利用 しやす い、安い とい うことだ。

日本の情報通信における競争のあり方

1.日 本の場合は、競争 の5っ の レベルがお互い有機的に関連 し合 っていない

2.我 が国がダイナ ミズムな市場をっ くるには どうした らいいか

3.今 問われていることは、本当の民営企業 と してNTTを 一本立ち させ る こと

4.一 連 のNTTの 問題の一番のヤマ は、 プ ロセスの後 に来 る政治判断

5.さ らに先送 りをす る事態は今の国際的 な流れか らも許 されない

6.NTTを 分離 ・分割 した場 合に8つ の デメ リッ トが想定 され る

7.一 番大事 なのは消費者の立場 に立 った形で考え ること

8.一 番使 う消費者 にとって、何 が メ リッ ト・デ メ リッ トなのかが出て こない

9.分 割す ると言 わなければNTTは 動かな い。分割か持 ち株会社 かで活性化 を迫 る

○競争の可能性を5っ の レベルに分 けて考え るgと がで きる。第1は 既存の形態 をど うす

るのか。第2の レベ ルは、新 しい技術の導入 によ る競争を どう考え るか。 これ か らの競

争 の中心 は、む しろこうい う新 しい技術、新 しいサー ビスが出て くることによるダイナ
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ミックコ ンペテ ィションである。第3の レベルは電話 や放送 も含めた様 々なサー ビスの

提供が統一的に可能 にな る。4番 目はもっと大 きくグローバルな情報 イ ンフラの形 はい

かにあ るべ きで、 これを誰が どの ように、いかに分担 して作 ってい くのか。5番 目に既

成の枠組みを どう考えてい くのか。

日本の場合は、 それがお互 い有機的に関連 し合 っていない。特 に この4番 目の レベ ル

の議論 を中心 に して、3や2や1を 考えて い くとい う問題意識が少 ない。あ らゆ る議論

がNTTの 分割 に賛成か反対か という1点 か ら捉え られ評価 されて踏み絵で分類 され る。

〇一点 だけ 「これか らダイナ ミズムのある社会をっ くって い くのにど うした らいいか」 と

い う観点 で ご検討をお願 い して いる。 自由化 という世界的な流れの中で、我が国が 自由

化 の効果 を最大限 に発揮 し、 ダイナ ミズムな市場をっ くるにはど うした らいいか。

○我 々が今 問われてい ることは、本当の民営企業 と してNTTを 一本立 ちに させ ることが

で きるかど うかで はないか。

〇一連 のNTTの 問題 の一番のヤマは、我 々が民間で議論をす るとか、郵政 省の審議会が

答え を出す とかのプ ロセスの後 に来 る政治判断である。

○ この際徹底的に広 く議論を して もらって、 さらに先送 りをす るとい う事態 は もう今の国

際的 な流れか らも許 されないので、 きち っとした結論 を出 していただ きたい。

ONTTを 分離 ・分割 した場 合に8っ のデ メ リッ トが想定 され る。1っ は、NTTを 分割

した場合 は高度情報通信のイ ンフラ整備 の地域間格差が生 じて、 日本全体のサ ー ビスの

低下 に繋が る。2つ は、経営状況の違 いによる地域間格差が生 じて、サ ー ビスや料金 に

格差が出て くる。3つ は、高齢化社会 における国民福祉あ るいは国民生活の向上 の観点

か らも大 きな阻害要因になる。4っ は、国民のライフラインを守 る防災体制確立 の点 か

らも阻害点 が出て くる。5っ は、通信 のエ ン ド・エ ン ド、 このサー ビスの提供に支 障を

きた して くる。6つ は、国外の 巨大通信事業会社 との対抗力を失わせて、わが国の情報

通信産業 が国際競争 か ら取 り残 され る。7つ は、研究開発力の弱体化を招 く。そ して8

っ は、膨大 な分割 コス トの発生が予想 され、その ツケは利用者、国民 に回 って くる。

〇一番大事 なの は消費者の立場 に立 った形で考え ることだ。 どのよ うに国民や利用者 の生

活 の向上 に役立 って い くのか。そのために情報通信が どうあ るべ きなのかを徹底的 に議

論 を して、その上で この姿を どうす るのかが一番大事ではないか。

○基本的 に国のデザイ ンがな い中で、NTTの 分割論を論 じて いる気がす る。一番使 う消

費者 にとって、何が メ リッ トなのかデ メ リッ トなのかが 出て こない とい うのが、今のN

TTの 分割論 のネ ックにな って いる。

ONTTの 持 っている資本 力を うま く使えば、世 界の電気通信事業の一角 に食 い込む こと

は十分可能 だと思 う。新 しいお金を入れる。新株を発行 して事業を起 こし、 そこに積極

的にお金 も技術 も人 もつけて いけばで きる。NTTの スケールエ コノ ミーを生か しなが

ら組織 を活性化す る方法が あるとい う話だ。分割すると言わない限 り今のNTTは 動 か

ない。 だか ら、右手 に分割、左手 に持 ち株会社でNTTの 活性化 を迫 る しかない。

⑰ グ ローバ ル な 視点 での 日本 の通 信 政 策

[
1.い きな り分割す るの は無理 だ。NTT以 外をどう再編成す るかが大 きな問題

2.NTTも 含めて 日本の電気通信事業をど うするとい う議論が必 要
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3.NTTの 分離 ・分割問題 は、 これか らの 日本の情報通信産業の行方を左右す る

4.NTTが リス トラ した ら間違 いな く株主 に対 して リター ンがあ るはず

5.国 民全体が プラスにな るために分割 した方が いいのか悪 いのか とい う論議が必要

6.NTTの 研究所 をどう して くれ るん だ とい う問題 は日本の産業経済政 策の問題

○分割が可能 か不可能か とい う議論 は、分割 をす るのがいい悪 いとい う議論 とは別 に存在

していて、い きな り分割す るのは無理 だ。 とす ると、NTTの 経営形態の議論 を長 引か

せ るよ りも、NTT以 外をどのよ うに再編成す るかが大 きな問題になって くる。

○理想案 は持 ち株会社を使 ってNTTを 分離す ること。 これ な らリス トラクチ ャ リングに

も備え られ る。規制でNTTの 活動範囲が 日本だけに制限 されて、世界的に 日本 の電気

通信産業の存在感 は弱 くな りっっあ る。NTTの 規 制を外 して、外すだけで はな く小 さ

な会社を大 きくす ることで将来の図式が描 ける。現在 はNTTを どうす るかばか り言 わ

れて いるが、 それ も含めて 日本の電気通信事業を どうす るという議論が必 要だ。

ONTTの 分離 ・分割問題 は経営形態の問題であ ることは間違 いないが、 これか らの 日本

の情報通信産業の行方を大 き く左右す る問題であろ う。

ONTTが リス トラ した ら間違 いな く株主 に対 して リター ンがあ るはずであ って、た とえ

ばいわ ゆる加入者線の競争が起 これば電話料金 とい うのは基本料金だ けにな って市 内料

金はただになるか もしれない。そ うい う競争を新 しく作 らなければいけない。

○通信産業が順調 に伸び るため に、NTTの イ ンフラを 自由に使 え るような形 にすれ ば国

民 も納得す るので はないか。国民全体が プラスになるため にどう使 っていけ るのか。 そ

のため には分割 した ほうが いいのか悪 いのか とい う論議が必要 にな って くる。

○ 日本に は唯一残 されているNTTの 研究所を どう して くれ るんだ と申 し上 げたい。 お金

のかか って いる分 まで誰が負担す るのか とい う問題 は これか らの問題だ。 これは通信政

策 なり、 日本の産業経済政策の問題です。 日本が世界でのステイタスを言 うのだ った ら、

日本はそれだけの コス トを誰が負担す るのかを、全体 と しては考えてほ しい。

世界的競争への対応

1.小 さい会社 を小 さいまま放 ってお くと全部や られて しま う

2.今 の体制で これか らの 日本の情報通信 は世界で生 き残 れるのか

3.世 界を意識 したあ り方論を是非 この際詰 めて いかな くて はな らない

4.時 間をかけて今の世界の潮流 に乗 っていけるんで しょうか

5.最 終的に競争 は世界的な レベ ルで行われて、少な くとも世界の3グ ル ープにな る

○小 さい会社を小 さいまま放 ってお くと全部や られて しまう。や られて もいいと言 う人 も

いるが、そ うい うもので もない。

○海外 のメガキ ャ リアが グローバ ル化の中で シェア争いを して いる。そ して どん どんア ジ

アめが けて動 きを強めて きている。 これに 日本 はどうす るのか というのが迫 られてい る

わけで、今の体制で これか らの 日本の情報通信 は世界で生 き残れ るのか。

○国際部門、国内部門 とい う垣根 を取 っ払 うよ うな議論 も、我 々は敢 えて避 けて通 れない

と思 ってい る。 そのや り方 や方法や時期 とい うの は慎重 にや る必要 があるが、そ うい う
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世界を意識 したあ り方論を是非 この際詰 めていかな くて はな らない。

○世界戦略 と情報通信産業 と して捉えてい くとい うのと、我々利用者 、生活者 という部 分

との乖離があま りに もあ りす ぎる。今の こうい った規制緩和 を含めて、NTTの 分割 と

か持 ち株会社 とかに時 間をかけて今の世界の潮流 に乗 って いけ るんで しょうか。

○ 日本が遅れ る理 由は競争がないか らだ。 そ して最終的 に競争 は世 界的な レベルで行われ

て、少な くとも世界 の3グ ループの競争 の中に入 る1っ1っ があ るべ き じゃな いか。

情報化社会への疑問

1.1割 くらいの人 間に しか使 えないパ ソコンは、道具 と して は成 り立 たない

2.い かに して大衆が参加で きるや り方が工夫 されるかが大事

○ マルチ メデ ィアの世界 はそ う簡単 に来る ものではない。24時 間の時間の中で どれだけそ

れに割け るか とい う問題が1っ ある。 テ レビや車 のよ うに80%く らいの人 間、IQが80

以上の人 間が使え る道具でないと道具と して成立 しない。1割 くらいの人間 に しか使 え

ないパ ソコンは、道具 と しては成 り立 たない。

○ いかに して大衆が参加で きるや り方が工夫 され るかが大事 であ って、 ネ ッ トワー クを使

う1万 人 の人た ちで世論が形成 されたので は具合が悪 い。 一

情報弱者への配慮

1.情 報 にアクセ スで きる者 とで きない者の差が決定的な ことになる

2.福 祉 を重視す る観点 か らのネ ッ トワー クを真剣に考 えて い く必要があ る

3.ど うい う条件の人で もア クセスで きるよ うな方法を開発 して い く

4.国 が 目を向 けることで、障害者 も同時に生活で きる情報化社会がや って来 る

5.全 体の中に入れ込んだ中で作業 を してい くという取 り組み は大事だ

6.い ろいろな方 針を進 めて い く中で、 自己チェ ック機能を持たせない と破綻が くる

7.情 報の把握能 力に開 きが出て、社会的な階層化を進めて しま う危険性が ある

8.問 題 はその情報 をいか に分析 し、評価 し、理解す るかであ る

○推進本部か らの行動原則 に、ユニバーサルに誰 もが とい うのがあ る。情報社会 にな って

情報が価値 を持つ となると、情報 にア クセスで きる者 とで きない者 の差が決定的な こと

にな る。 「誰 もが 」は非常 に重要な要素です。

○競争 とい う形で促進 されてい ったときに、福祉 に関 して は切 り捨 てや質の低下が予想 さ

れ る。高齢化社会が進む中で、ユニバーサルサー ビスと言 えば きっ いか もしれな いが、

福祉 を重視す る観点か らのネ ッ トワー クを真剣 に考えてい く必要が ある。

○社会 的弱者 に対す る配慮 では、手話 や自動翻訳 を研究 して いる。 ど うい う条件 の人 で も

ア クセスで きるよ うな方法 を開発 してい く。

○ 障害者 あるいは高齢者分野 を最初 か ら包含 した形での政策 を考えて ほ しい。障害者 だけ

高齢者だ けが住みやすい町などはな く、誰 もが住みやす い町を考え る必要があ る。 ど う

して も障害者、高齢者 は少数なので金がかかるが、 これを実現で きるところが国の 力で

ある。国が 目を向け ることで、障害者 も同時 に生活で きる情報化社会がや って来 る。
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○あ とか ら付 け加え るので はな く、全体の中に入れ込んだ中で作業を してい くとい う取 り

組みは大事だ。そ ういう方 向で今後我 々と して も力を入れてい きたい。

○ユニバ ーサル ・ア クセス とか情報障害者をっ くるべ きで はない とい うことで は、 自己チ

ェック機能が どうして も必要 にな って くる。 いろいろな方針を進 めて い く中で、 どこか

で 自己チェ ック機能を持 たせない と破綻が くるのではないか。

○情報化の過渡期 には、情報を独 占で きる人た ちとできない人たちの乖離が起 こるのでは

ないか。社会的な条件 として情報 が独占され ることも問題だ。情報の把握能力 について

の開 きが出て、 これが社会的な階層化 を進めて しまう危険性が ある。

○今や問題は情報を独占す るか どうかではな い。極端 に言えば不可能だ。大抵 の情報 は誰

にで も手 に入 る。 問題 はその情報 をいか に分析 し、評価 し、理解す るかであ って、い く

らいい情報があ って もその意味が分 か らなければ何の価値 もその人 にとってはない。情

報 にっいて は、モ ノの世界の 「持 って いるいない」を豊 か さを計 る基準にす ることは大

きな誤 りだ。では、 ど うした らいいのかが難 しいところだが、 これ までの財 の分配の平

等化をめ ぐる政策 とは違 った政策 を考えない と、理解力の平等化 は非常 に難 しい。

情報 としてのマーケ ッ ト

1.需 要 と供給のバ ラ ンスをとるマーケ ッ トの形成を意識的 に考 えて作 り上 げる

2.情 報のPL法 とはどうい う形で 出来 るのか

3.既 存の メデ ィアと新たなメデ ィアはどうい う形で関わ ってい くのか

4.イ ンターネ ッ トは情報の普及の場です。 その上にマーケ ッ トが取 り込 まれて い く

○情報の マーケ ッ トは、物 のマーケ ッ トとは違 うシステムがあ るのではないか。需要 と供

給 のバ ランスをとるマーケ ッ トの形成 を もう少 し意識的 に考えて作 り上 げることを しな

ければ いけない。

○情報のPL法 とはどうい う形で出来 るのか。 これは同時並行的 に準備 を しておかない と、

情報 は物 と違 って残 らない部分が あ るので危ない。

○ オ ンライ ンサー ビスはまだ 日本で は ビジネスにな らな い。既存の新聞 と違 う草の根 レベ

ルの情報通信 は、既存のマス メデ ィアを食 うことにな るのか。あ るいは情 報産 業のマー

ケ ッ トを広 げるのか。情報化の時代 に、既 存の メディア と新 たな メディア はどういう形

で関わ って い くのか。

○ イ ンターネ ッ トのよ うな ものは基本的 にマーケ ッ トで はな く、情報の普及 の場 です。 そ

の上 にマーケ ッ トが取 り込 まれて い くとい うか、乗 ってい く形 にな る。 この基盤 な しに

いきな り有料化を考 えて も、商売 になるはずが ない。

情報化による労働環境の変化

1.パ ソコ ンが発達 してい くと、職 とい う観念が変わ って くる

2.ク リエ イテ ィブな能力には、従来の時 間管理の方 法で は行 き詰 まって しま う

3.働 く側 も価値観が変わ って いる。深夜働 くか ら強制労働だ とは思わない

4.み んなで もう少 し豊かにな ろ うとい うことを広げ ることが必 要だ

5.規 制を外す ことで、弱 いところに しわ寄せが行 くことにな りかねない心配 がある
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○パ ソコンが発達 して い くとエグゼ クテ ィブの秘書業が な くな ってい く。 またプロジェク

トチーム ごとに ビジネスが出て くると、そのプロジェク ト単位に人 を集 めて、職 とい う

観念が変わ って くる。パ ソコン通信が もっと発達 して くると在宅勤務 はか な り可能にな

って くる。 そ うなると今 までの労使 とい う概念がかけ離れた ものになる。 たとえば労働

者を管理す るとか能力評 価をす るとかいった もの も変わ らざるを得 ない。労働組 合 も苦

情セ ンターみ たいな形にな って、あ とは個人 の裁判 とか裁判の代理人機関 にな ってい く。

労使 とい うものが今 まで とかな り変わ らざるを得ない。そ ういうイ メー ジを持 っている。

○労基法の関係で は、マルチメディアの時代になって くると、 まさに24時 間365日 、 もう

時間帯 とい う管理を取 り払わ ざるを得 ない。個 々の 自由裁量で 自己管理 をす る方 向でや

らざるを得な くな る。 ク リエ イテ ィブな能力が付加価値の部分 とな って来 ると、従来の

時間で管理 して い く方法 は行 き詰 まって しま う。

○働 く側 も価値観が変わ って いる。 日曜 日出て くるか ら、深夜働 くか ら強制労働だ とは、

新 しい ことをや っている人 たちは思 わない。 これだけ世の中が大 きく変わ ろ うと して い

る し、 また変わ らざるを得な い今の状況の中で、労基法が足 を引 っ張 って しまう。

○全体が少 し豊かにな ったんだか ら、みんなで もう少 し豊 かになろ うとい うことを広 げる

ことが必要だ。

○社会全体の中で強い もの と弱い ものがあ る。た とえば97年 の4月 か ら週40時 間制 と国の

法律ですでに決めた。 これか ら施行 とい う段階になると難 しいとい うことが、過程をい

ろいろ議論 した と して も出て くる。強い もの弱い ものが あ る中で社会全体 がよ り豊かに

なるために は、企業 間で決めた ことを地域 に も波及 させ る とか、そ ういうものの実績 を

積み上げてい くことで良 さが前面 に出る。それが消費者 か らも、 また全体 か らも支持 さ

れ るとい うことで はないか。 やや もす ると規制を外す ことによって、弱い ところに しわ

寄せが行 くことにな りかねない心配があ り、そのへんを少 しで も改善 してい くことが、

こ ういうものの大 きな枠を取 り払 うことに繋が る。

時代にあわせた労働制度の見直 し

1.世 の中の流れ と労基法の現状が乖離 して しまって いる

2.創 造的 な ものを作ろ うとす るところと、今の法律の人の管理 の部分の ズ レがあ る

3.今 の工業化社会の基準で はどうして も割 り切れないところに来 ている

4.経 済原則での動 きと、社会 と しての動 きの二つの方向か ら考 えてい く

5.行 き着 くところまで行かない と実態 は変 わ らない

○女子保護iの規程で深夜労働 と残業規制がある。 ソフ トビジネスになると、男女 関係 な く

個人差能力 とな って くるので、そ こに性差 を持 ち込 まれて しま うと個人の能 力が評価 さ

れな くな って しま う。

有料職 業紹 介。今29業 種 と限定 されている。要す るに市場 に載せて本当に欲 しい情報

があれば、い くら高 くて も働 きたいと思 う人 はその情報 を買 うわけで、そ うプい った意味

で は、国が情報の質 に限定 をす ること自体おか しい。

人材 派遣 の16業 種限定 とい うの は周辺労働の業種のみを許可 して しま った。結局今派

遣労働 で働 いている人たちは、90何%が 女性だ。 この16業 種を撤 廃す ると男性 に も派遣
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で働 く場が確保で きる。 日本の場合、男性 は正社員 と失業者 とい う二者択一の枠 しか取

れない。 それを管理職 とか営業で人材派遣がで きるといろいろな意味で職種の トライア

ルがで きることになる。仕事の トライアル期 間を設け ることは企業側 にとって も、正社

員で雇 うよりも派遣 とい う形で トライアルす る人材を手 に入れ ることがで き、双方 に と

って大変 いいシステムだ。それを不安定 であるとか、雇用の不安が起 きるとか心配す る

よりも、派遣労働者に対す る保険 とかプ ロテク トする部分を国が考え るべ きで、む しろ

流動化 させ るためにどうい う政策を国が作れば いいので あ って、世の 中が大 き くソフ ト

化、サ ー ビス化の方向に流れてい るに も関わ らず、労基法の現状が、工業化社会 の、工

場労働の評価、人の管理 にな って しまって いる。

○ ソフ トビジネスとか、アイディア とかい った感性 云々とい うのはアウ トプ ッ トしたあ と

の評価 に出て くる。 これか ら創造的な ものを作 ろうとす るところと、今の法律 の人の管

理の部分のズ レがあま りに もあ りす ぎて しまっている。 これを変え な'い限 り、い くら企

業が新 しい ものを作 ろ うとして も、 コス ト的 に合 わない。

○働 き方 とい うの は、今までの工業社会の働 き方をその ままルールと して適用 していると

いう状況だ。今の工 業化社会の基準 ではど うして も割 り切れないところに来てい る。元

々その人たちの働 く体系に合わないルールの中で仕事を してい くよ うな社会に これか ら

な ってい く。 この人たちはたとえば100日 働 いたあとで、今度 はチ ャージす るとい うこ

とで しば らくブラブラ して、その矛盾 を解決 している。 こうい う点で も土 日だ と`か、 カ

レンダーに したが って仕事をす るとい うことが確 かに合わな くなって きてい る。

○む しろ自然発生的にあ る形 に収 ま って い く動 きが、一方で は経済原則の中で生 じて くる。

しか し日本の社会 の中で あと10年20年 た った ときに、今のよ うに何 とか現在 の枠の 中で

や りとりを しなが らや って いるや り方で は間違 いな く行かな くな る。そ うい う意味で、

経済原則で動 いて何 とな くあ る一つの形がで きっっあ る動 きと、社会 と してど うい うよ

うにこの分野を再編成 してい くか という、二 つの方向か ら考えていかない といけない。

○今 は新聞の休刊 日は大体毎月1回 はあ るが、 こうな った最大の原因 は宅配の問題です。

24時 間365日 働 かされて いる新聞記者が労働者の権利 意識 に基づいて休刊 日を要求 した

わけで はな く、それ くらい休刊 日増や さない と新聞少 年が集 ま らない、配達 して くれ る

人が集 ま らないか ら実施 した。労働組合 のバ ックア ップ もないことはなか ったが、末端

の現場が もたな くなった。行 き着 くところまで行かない と実態 は変わ らない。
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殊な分野としての医療の情報化

産業界の人が今の医療社会の構図を知 らない

医療は医学の社会的適応なので、社会的な適応をするには遅れて しまう

日本の医療は、社会保障制度というプールの中で泳いでいる

機械化は、どうも患者 さんの都合ではないような感 じがする

情報システムの トライが、将来に役に立つと思 うので続けるべ きだ

0こ れ までの医療社会 に対す る情報通信のあ らゆる トライは失敗 している。理由 は、産 業

界の人が今の医療社会の構図を知 らないた めだ。現在 、67,8歳 か ら72,3歳 の医者が まと

まってい る。 これ は非常 に異常な ことだ。一般の企業 だ と トップへ残 るの は数人だが、
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開業 医 はみんな一 国一城の主 なので、 この団塊が現在で も医療社会の引 っ張 っている。

もう5年 ぐらいは この団塊が支配 してい くとな ると、彼 らに新 しいメデ ィアに参入す る

ことを期 待す るの は相 当無理 だ。要す るに、定年過 ぎた人が主導権 を握 り続 けていて、

それが集 団だ とな って くると、やは り問題 となる。

060歳 以上 の保守的 な世代 にな ると2年 遅 れ ぐらいで ものが動 く。 なんで も医療社会 は2

年遅 れ とい うことだ。現実の医学 は もっと早 く進んでい く。 ところが医療 とい うの は医

学 の社会 的適応 なので、社会 的な適応をす るには、 どうして も遅れて しまう。

○ 日本 の医療 は、社会保障制度 とい うプールの中で泳 いでいる。 この プールの中では、水

上バ イ クみたいな ものを走 らせて は困 る。今 プールか ら海へ出よ うとい う トライが行わ

れて い るが、 プールの中にいる と競争原理があ まり働かないので、海に行 った ときの リ

ス クに耐え られ るか心配 して いる。

○医療社会で一つの トライと してや っているの は、外来予約 とか薬の受渡 しまでの一連の

作業の機械化だが、 どち らか と言 うと病院側の都合でやっているのが多 くて、 ど うも患

者 さんの都合で はな いよ うな感 じがす る。

○今の離島や僻地に対す る情報 システムの トライが、将来は大都市の中の医療情報の取 り

交わ しや、高齢 化社会 の対応 に役 に立つのではないかと思 うので、続 けるべ きだ。

競争が激化す る中で、どれだけ節約するかという競争が出てきた

新 しいメディアにっいての実験的な取 り組みに、かなり力を入れっっある

○競争が激化す る中で、保険を販売す るブ ローカーの販売 コス トをどれだ け節約す るか と

い う競争が 出て きた。ネ ッ トワー クを通 じて消費者 と間を直結 してい こうとい う考え方

が保険会社側 にはあ り、またブローカーに消費者の保険のニーズに関す る情報がた まっ

て しま うので、保険会社 はダイ レク トに情報を集めていこうという考 え方 だ。

○ フィナ ンシャルEDIの 世界で も、国際的な整合性や標準化の問題が検討 されなければ

な らな い。 いわゆ るマルチメデ ィア等の新 しい情報技術に関す る投 資にっいて は、 こう

いう新 しいメデ ィアにっ いての実験的 な取 り組み に、かな り力を入れ っっある。

以 上
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平 成7年 度 第1回 合 同 委 員 会 議 事 録(95.7.27)

1.郵 政省 ・山口通信政策局長からの ヒア リング

【山 口】

マルチ メデ ィアとか高度情報通信社会 とか言 ってい る時 に描 いてい る社会 とはど うい う

ものか、行政 をやる立場か ら考 えておかなければいけない とい うことで、通信 と放送 の融

合 に関す る懇談会を、那須座長 を中心に して、異業種 の トップの方にお集 まりいただ き、

いろ いろな話 を聞かせていただ くことをや ってお ります。1年 や って きて、今まで の議論

を中間でま とめてみ よ うとマルチメデ ィアで皆様方が想定 されて いるフィール ドとして載

せ させていただ きま した。私 どもの整理で は一般産業の分野 と情報産業 の分野、 それ か ら

公共 的な分野、 それに国民 の個人的な生活 にかかわ る部分 とい う形に皆様 イメー ジされて

い るとい うことが判 って きま して、 こうい うことを頭 に置 いて いろいろな施策 を展開 して

いけばいいのかな と思 って お ります。

こうい った分野を縦 に掘 ってみ るとど うか。 これは昨年の5月31日 に電気通信審議会か

ら答 申をいただ き、その中で情報通信基盤 は4つ の層 にな ってい るという提言があ りま し

た。先程の いろいろな フィール ドを下 に掘 ってみ ると、 この4つ の層か らな って いること

が判 るわ けです。一番下(第1層)が ネ ッ トワー ク ・イ ンフラの部分で基盤 をな して いる

部分で、昨年か ら 「光 ファイバー網 を2010年 までに全国の各家庭 をカバ ー しよ う」 と施策

の展開 を してお ります。特 に2000年 まで には弾みをっけ る意味で、政府 と して も一定 の助

成措置 を講 じて取 り組んで い くとい うことです。光 フ ァイバーは伝送容量 か ら考えて も基

幹性 を持 ってい るので、 この整備 はど うして も必要だ と してお ります。 さらに衛星 とか無

線の利用 も併せて進めて いかなけれ ばな らないと思 ってお ります。 技術的には高速化 、

広帯域化 ということが求め られ ると思 ってお ります。ネ ッ トワー ク ・インフラの整備 と共

に、 この部分 での技術開発 も進 めて いかなければな らない。電気通信研究所で はテ ラ ビッ

ト級の速度 を持 つ ものを開発 しよ うと取 り組んでお ります。圧縮技術 は非常 に進 んで きて

お り、かな り支障の無 いよ うにな ってお りますが、例えばX線 の フィルムの ような ものを

送 るとい うことにな ると、 どうして も元画像を送 らなけれ ばいけない とい う要請 があ りま

す。遠 隔医療 をやる時に、あ る部分の影が省略 されて送 られて くるとい うことでは非常 に

問題 があ るため、 どう して も元画像を送 らなければいけない要請があ りますので、 この広

帯域化、高速化の要請 は無限に求め られるのではないか と思 ってお ります。光 ファイバ ー

とい うのはそ ういう ものに も応えて くれ るネ ッ トワー クになるだ ろうと、力を入れて整備

していかなければいけない と思 ってお ります。 これ もNTT等 を中心 に していろいろ研究

され、大体2000年 ごろには今の メタル と変わ らないコス トで引け るよ うにな るといわれて

お り、 そ うい った意味で も2000年 くらいまでに弾みをつ け、あ とは勢 いがついてず っと進

む とい うことにな るので はないか と私 たちは期待を してお ります。

第2層 が、 それにぶ ら下が るいろいろな機器類の分野 です。 ここの部分 はコス トダウ ン

を して い く必要があると思 います し、 あるいはマーケ ッ トと して考え るとなかなかおい し

い ものがた くさん転が って いる分野 なのかなと も思 った り してお ります。 ここの部分 にっ

きま して もいろいろ問題があ り、パ ソコ ン等の普及が低 い とかい った ことにっ いて もいろ
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いろ配慮 してい く必要があると思 う分野です。

第3層 目が、 これか らまさに中心たな って い くア プ リケーシ ョン、あるいはコンテ ンツ

と言 われている分野で、我 が国が これか ら情報化を進 めて い く際に大 きな ネ ックにな って

い る部分で はないか と思 ってお ります。 この部分 は、我 々には非常 に蓄積がない とい うこ

とがだんだんは っきりわか って まい りま した。今、予算で公共事業費を頂戴 しま して市 町

村 と組んで、いろいろな公 的分野で アプ リケー ション開発をや って きてお りますが、従来

の公 共投資のよ うに橋 とか道路 とか い うのは、 その物を作ればそれで 目的達成 とい うこと

にな りますが、情報の世界 とい うの は、物 を作 って、いかに運用 してい くか というアプ リ

ケー シ ョンの部分 に成功 の鍵が あるということで して、そ この部分の蓄積 を して い くこと

が非常に大事だと思 ってお ります。 そ ういった意味で は、量的 な問題 と同時 に、今の予算

の仕組みで はこうい うところにお金が流れてい くの は難 しいとい う状況が一つの課題 だ と

思 ってお り、現在 もこのへんのと ころを何 とか して ほ しい と走 り回 っているわ けです。

それか ら、時 間を追 うごとにいろいろご指摘が多 くな って きて いるのが第4層 と書 いて

あ る部分です。 いわゆる価値観で あるとか法秩序 に係わ る部分です。 この価値観 というの

は、 目に見えない、我 々の意識 の中にあるもの、あ るいは習慣、慣習 とい うものです。例

えば21世 紀の社 会が変わ って くるとい う場合には、 テ レワー クとい うものがか な り大 きな

ウエ ー トを占め るので はないか。 もっと極端 に言 うと、テ レワー クとい うものが成功 しな

い と、社会が変わ るとい う形にな らないのではないか と言 われ る方がお られますが、 この

テ レワー クをいろいろや ってい きます と、我 々国民の中 に、企業 に対す る物 の見方、あ る

いは就労観 とか、企業人間的な価値観が強い とい うことがあ り、 そ ういう垣根 を越えて い

か ないと、 このテ レワー クとい うのは うま く機能 して いかないのかな とい うことで して、

目に見えない部 分で もいろいろ問題が あると思 って お ります。

法秩序 ということですが、今まで マルチメデ ィア社会 とか電子社会を予想 して お りませ

んで したので、従来の物差 しで測 ります と大変 に不都合な部分 が 目立 って きてお ります。

したがいま して、 この第4層 を どう解決 してい くか、高度情報通信社会推進本部で、政府

全体で取 り組んでお ります。第4層 の問題を、各省で これか ら取 り組んでい くとい うこと

が非常に大 きな課題 になって きてい るということです。

第4層 の部分 の模範形で資料 を作 らせていただきま した。基本方針が この2月 に推進本

部か ら出て、 この諸制度の見直 しが非常 に大事 だ とい うご指摘 を受 けてお ります が、 その

中で、当面 は 「書類の電子デー タによる保存 」 と 「申告 ・申請手続 きの電子化 ・ペーパ ー

レス化」が可能 になるよ うに制度 を見直せ と宿題 として明確に この基本方針の中で私 たち

に与え られてい るとい うことです。 この問題 だけで な くて、広 く制度の見直 しを して いか

なければな らない とい うことで、 この推進本部 の中に制度見直 しの作業部会を発足 させ よ

うと、今その準 備を進 めて いるとい うことです。

こういう皆様 方がお られ るところだか ら意味があるのか もしれ ませんが、私 は制度 の見

直 しとか、規制の緩和 とい う言葉 に対 して何 とな く抵抗感みたいな ものがあ ります。 こう

い うものを作 る際に、私 たちは新 しい社会を作 って い くために必要 な制度を構築 してい く

んだ という捉え方のほ うが いいのではないか とい う感 じでお ります。 そのほ うが皆 もまた

スムースに働 くのではないか という感 じです。 例えば、大学相互間で授業、単 位を認 め合

うということは、 まさにそ うい う仕組 みを作 って もらうということで あ り、かな り新 しい
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時代 に即 した形の仕組みを認知 して もらうという要素 もあ るわけで、そ ういった意味では

新 しい物差 しで測 った仕組みを構築 してい く、その障害 にな るもの は当然やめて いただ く

ということにな って い くのかな と考えてお ります。 いずれ にいた しま して も、私た ち もか

な り本気で取 り組んで い こうとい うことで、制度見直 しの作業部会 を部外の皆様方 にお願

いを して進めてい こうと考えているということです。

電気通信審議会の答 申を資料的につ けさせて いただきま した。昨年5月 の時点で電気通

信審議会が問題 だと指摘 された ものをっけて あ ります。今、世間で問題 と思われて いるよ

うな点 は大体網羅 されて いると思 ってお ります。前半の ほ うは、映像 とい うことを意識す

るとこういう点 に問題が あるのではないか、 こういう点 を克服す る必要があ るので はない

か とい うことです。映像 とい うことを除いて も、見直 しを して いただ くと、非常 に情報化

は進むので はないか。

全体の フィール ドは こうで、掘 り下 げると4つ の分野 、層が あって、それぞれに問題が

あるが、特 に第4層 の あた りが問題 だとい うことで、具体 的に取 り組んでい こうとい うこ

とでお話 ししま した。 そ うい った構造の中で、推進本部 か ら政府が これか ら進 めるに当た

って7つ の行動原則 を踏 まえてや って いけ とい うことを言 われお ります。

その1っ は、いわ ゆるユニバーサルに、誰 もが とい う点です。 ゴア副大統領が非常 に強

調 している部分ですが、情報社会にな った時 に情報が値打、価値を持つ ことになると、情

報 にア クセ スで きる者 とで きない者、持てる者 と持て ない者 というのが非常 に決定的な こ

とになるということで、 「誰 もが」 ということが非常 に重要 な要素 だとい うことです。

それか ら、社会的弱者 に対す る配慮 とい うことです。手話 を研究 いた しま して、手話か

らコンピュー タが認識 し、音でそれを表現す るとい うものを今研究 してお ります。あ るい

は音声 を認識 して手話で コンピュータが表現す るとい うことをや ってお ります。手話 に も

表現のよ うな ものがあ るそ うで、その手話の標準化みたいな こと も必要だ とい うことで、

研究者 にこの間お聞 き しま した ら、そ うい うよ うな ことを言 ってお りま した。手話で受 け

た ものを文字で表す ことは もっと簡単ですか ら、そ うい うよ うな こと も当然含 まれ ます。

こうい うことをや って いきます と、 コンピュー タに言葉で話 しかけると、 コンピュー タ

が認識す る。例 えば、新幹線の何時何分の切符を予約 して ほ しいと話 しかけ ると、 コ ンピ

ュータが 「わか りま した」 と受け る。 しば らくたっ と、 「だめで した」 とか … 。簡単

に言 うとこうい うよ うな ことがで きるのではないか と期待 してお ります。 その ほか、翻訳

をや ってお ります。英語 と ドイツ語。韓国語 をこの ごろ始 あま した。英語 は第1ス テ ップ

を終え、かな りの ところへ来てお ります。英語社会 にな った時、言葉が通 じないとい うハ

ンデ ィを克服で きれば と考えてお ります。 いずれにいた しま して も、 どうい う条件の人で

もア クセ スで きるよ うな方法をいろいろ開発 してい く必要があ ると考えてお ります。

3点 目は地域です。1極 集中に対 して問題があ ると言われてお りますので、情報格 差是

正事業 とい うのをや って きてお りますが、 このへんの解決を してい こうとしてお ります。

4、5点 目。情報 の 自由な流通 というの は安全性 とか信頼性 とかプライバ シーの問題 と

い う問題があ ります 。 イ ンフラの総体的な整備 とい うの は、先程 の4層 構造の よ うにな っ

ている ものを、すべて について、全体 として進めて いけとい うお話、特 に人材育成 の問題

が ここでは指摘 されて いるとい うことです。

6点 目が諸制度の柔軟 な見直 しで、先程 申 しま した よ うな制度 の問題。特 にここで とい
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う指摘を されて いるということで はあ りませんが、料金の問題が非常 に大 きな問題であ る

と認識 してお ります。今、郵政省で もこの料金の問題 にっ きま して、料金 とサ ー ビスが一

緒 にな りますので、ユニバーサル ・サー ビス と料金の問題 とい うことでいろいろ検討 して

いただいてお りますが、検討の方向 は、料金が なるべ く安 くということを前提 に、定額制

とい う要素を取 り入れてい くことが非常に決め手になるとい うことです。 そのへんはNT

T等 の電気通 信事業者の皆様方 もそ ういうことの認識を深めてお られま して、一気 に とは

難 しいか もしれませんが、 その定 額制 は徐 々に導入 してい こうとい う方 向をとってお られ

ます。 したがいま して、私 ど もといた しま して は、今研究会でや って いただ いていますそ

うい った ものを踏 まえなが ら、そ うい った方向を加速 してい くとい うことが非常 に大事か

な と思 ってお ります。私 も今、省 内LANと い うことで や らせていただ いていますが、あ

れ は1日 中っけ っ放 しに しておかない と大変不便です。帰 って きて は立 ち上げて とい うの

はなかなか大変な ことで、っけて おいて、受けて、す ぐ見て、す ぐ答えて という よ うにな

ってお りません と、空 間を異 に して も同 じ空間にいるとい う感 じになるためには必要 と思

いま して、私 もこの定額料金 は大事 な ことかな と思 ってお ります。

新聞紙上等でNTTの 見直 し問題が大 きな課題 にな ってお り、平成7年 度 中に結論を得

るということが宿題 とい う形 にな って きてお ります。私たちは宿題を消化す るとい う形 で

の取 り組 みで はな く、将来の情報化 を考えてみたときに、NTTの 存在 とい うのは非常 に

大 きいので はな いか、 これが一番好 ま しい形態 にな って いることが これか らの高度情報通

信社会を推進す る上での決 め手 になると考 えてお りま して、その最適なあ り方 を、電気通

信 審議会の 中にNTT問 題の特別部会を設 け ご審議 をいただいて いるとい うことです。

私 どもはこの問題 につ きま して は全 く白紙 ということで、委員の先生方 に自由な審議 を

お願 い し、 自由な結論を出 して いただ くよ うにお願 い してお りますが、ただ1点 お願 い し

て お りますのは、 「これか らダイナ ミズムのあ る社会をっ くってい くのにど うした らいい

か とい う観点で ご検討 いただ きたい」 とい うことだ けはお願 いを して お ります。 これ はア

メ リカの例を見 ま して も、AT&Tが いろいろな経緯 を経て分割 されてお ります。 ヨーロ

ッパを見 ま して も、まだ独 占ですが 、 自由化の方向に来て いるとい うこと もあ ります。そ

うい う自由化 という世界的な流 れの中で、我が国がその自由化 とい うものの効果 を最大限

に発揮 して、 いわゆるダイナ ミズムを この市場の中に最大限に発揮 して い くためにはどう

した らいいか とい う点で ご議論 をいただ いているとい うことです。海外の情 報等 をいろい

ろ調 べて議論 していただいて います。海外 での問題 につ いての評価その もの もいろいろあ

り、大変 お もしろい議論にな って いるとい うことです。ぜひ皆様方か らもいろいろご意 見

あ るいはサ ジェッションをいただ ければ大変 あ りが たいと思 って いる次第です。

それか ら一番最後 にグローバル と書 いてあ りますが、 これは後 ほど時間が あ りま した ら

お話 しさせていただ きますが、国際的な問題 も非常 に重要 だと思 ってお ります。

次 に、推進本部の中で政府に対す る不信があ るのか どうかわか りませんが、 フ ォローア

ップが非常に大事だ と言われてお り、基本方針の中で実施指針 というのを作 ります と して

お ります。 「年内に」 との基 本方針 を受 けて、各省庁が分野 ごとの 目標 や中期的施策 やそ

の進め方を内容 とす る実施指針を策定 します とお約束 してお ります。 そ して、緊急 円高 ・

経済対策の時、年内ではだめ とな り 「可能 な限 り早期」に早め られま した。 さ らに具体化

・補強を図 るための諸施策 とい うことで、緊急経済閣僚懇談会で 「7月 末 まで」に前倒 し
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になって、今各省ね じり鉢巻 きでや ってお ります。基本方針の中にかな り具体的な ものが

盛 られてお りますが、それを確実 に実施 して い くための実施指針を各省が今作 ってい ると

い うことで、7月 末 とい うのは間に合わないのではないか と懸念 してお りますが、いずれ

にいた しま して も政府 と して一本化 してや ってい こうと取 り組んでお ります。

基本方針 の フォローア ップで は、各省庁 は実施状況を報告す る。 この報告 は公表す ると

と もに、有識者 の皆様にお伺 いを し、その意見に従 って所要の措 置を講 じて い くとい うフ

ォローア ップの体制 も、毎年 やるということにな ってお ります。我 々 もかな り本気 で取 り

組 もうと してい るというところはご理解 いただければ と思 う次第です。

ち ょうど今予算の時期で、郵政省 はこれか ら何を しよ うと しているかをお話 させていた

だ こうと思 います。実は、今 まで高度情報化通信社会を構築 してい く際 どこに突破 口を開

いた らいいか と考え ま した時 に、一番最初の紙の 「公共分野」あた りを突破 口に して い く

のが一番良 いので はないか と進めて まい りま した。それ は、国あ るいは地方 自治体 の分野

とい うの は非常 に多 くの国民が触れ る部分だ とい うこと。 いわゆ る情報化マ イン ドを養成

してい くの に非常に良 いので はないか とい うことがあ ります。 それか ら、 こうい う分野 は

あ る地域 に偏 ることはな く、全体的に進めてい くことがで きるメ リッ トがあ ること。 さ ら

に もう1つ は地方 自治体 とか国 とかが 自らの手で進めることがで きる、間接 的な環境整備

とは違 うとい うことで進 めて きてお ります。地方 自治体 との間で、遠隔医療 とか遠隔教育

とか遠隔行政 とかや ってお ります。 お蔭様で大変な人気で して、先行的に始 め られて いる

ところには非常 に多 くの見学者 が見 えてお られて、関心の高 ま りを感 じてお ります。

最近言 われて ますの は、現在 の経済の閉塞 と言 っていいのか、出 口が見つか りに くい状

況の中で、産業 とか経済 とか雇用 の分野に光 を当てた施策が必要で はないかとい うことが

あちこちか ら言われてお ります。 そ ういった意味で、今年予算づ くりをす る際 には公共分

野だ けではな く、そ うい った ことを意識 した基盤整備 も進 めて いこうと考 えて お ります。

私たちは3っ の柱を立ててや ってお ります。 これか ら新規事業起 こ しが期待 されて いる

マルチメデ ィア、バ イオ、 ソフ トウェア とかが成長 してい く際の基盤 になる部分、 これが

情報通信基盤 ではな いか と考えてお り、 ここの整備が非常 に大事だ と思 ってお ります。

新 たな リーデ ィング産業 と してのマルチメディア産業の育成 とい うことで、産業育成 を

意識 して や って い く必要がある。技術開発 も非常 に遅れが著 しい とい うことを言われてお

り、 ここに力を入れて い く必要があ るだろ うと考えてお ります。

現在の第1種 電気通信事業ですが、料金の値下 げ等 を してお り、 そ う大 き くは伸 びてい

ませんが、8兆5000億 とい うのが今の市場規模です。下の表にあ りますよ うに、8兆5000

億 は成長9.8%と い うことで、全産業が1.6%で すので、9.8%と い うの はかな り大 きく

伸 びて いる。その中でNCCと 言われ る新 しい コモ ンキャ リアの ところが2兆3000億 と、

か な り大 きな分野 に成長 して きている。そ してその中で も、携帯電話等 を中心 に した分野

が1兆3000億 とい う規模 に達 してお り、 これ も年 々56%と い う大 きな伸 びを示 して いる。

こういう成長産 業にな って きてい るということです。他産業 と比較す ると、売 り上 げ8兆

5000億 は鉄鋼 あ るいは造船を抜 いて いるのでかな り大 きい。移動体 も1兆3000億 とい う大

きな産 業にな って きて いることが数字の上 でわか って きています。

それか ら95年 度 に計画 している設備投 資ですが、第1種 電気通信事業者が3兆1583億 と

いう設備投 資を今計画 してい る。特 にNCCが1兆1000億 の投資を考 えて いる。 その中で
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も、移動体関係が8000億 を超え9000億 近 い数字 にな ってお り、大 きな設備投資を しようと

して いるということです。全産業では今年 マイナスの3.5%の 設備投資です。第1種 電気

通信事業の3兆1000億 は前年 に対 して16.7%の 伸 びを示 して い る。唯一大 き く設備投資を

して いるところです。その規模 も電気、機械が2兆8000と か、不動産 とか 自動車が1兆20

00と か、鉄鋼 業が9500億 ということか ら見ま して も、3兆1000億 の投資の規模 とい うの は

かな り大 きな もの と考えて いい と思 います。

特に移動体で今後の予測があ ります。今94年 で42,000ほ どの雇用ですが2010年 に は52万

くらいの雇用 の規模 にな るのではないか、市場 も15兆 円を超え るよ うな規模にな るのでは

ないかと予測 して います。 これ は産業 と して見た時には昔の通信 とい う領域 の話 ですが、

こうい った基盤 の上 に新 しいアプ リケー ションを導入 したいろいろな情報化産 業が育 つ と

な ります と我が国の産業構造 に影響を与えて くるのではないか と考えて います。

「今後取 り組むべ き課題 」 とあ りますが、 これ は今私 たちは4本 の柱を立 てて、 これか

ら予算づ くりに取 り組 んでい こうと考 えて いることです。

1点 目は21世 紀型 インフラの整備です。(1)公共分野への アプ リケーシ ョンとい うことで

ソフ トとか端末 といった部分 にっいて も政府 と して補助 して、厚みを増すよ うに してい き

たい ことと、全国展開を加速 してい きたいこと。② ネ ッ トワークの信頼性 で、災害 に強 い

情報通信 ネ ッ トワー ク、 これ は地下埋設 とい うことも含めてや って いきたい とい うこと。

それか ら放送 ネ ッ トワー クのデ ィジタル化、特 に衛星か らCATV等 、デ ィジタル化 に対

して適切 な措置を講 じて い こうと考 えてお ります。(3に れ らを進 める際には、高齢者、障

害者、あ るいは過疎地、辺地、そ うい った部分 に気配 りを してい くことでの手 当て を しよ

うということです。

それか ら2点 目は経済の産業育成ですが、 これは(1)情報通信 のベ ンチ ャーの振興 です。

昨年 もCD-ROMの 分野 に光 を当て、受番法 とい う法律 をつ くりま した。債務保証 とか

共同で機器を利用す るような施設、 あるいは異業種 とい うところで、放送の世界 とか、 い

ろいろなところの情報が入 りやす いよ うな情報提供 とい った形での支援措置 を して い こう

と、法律を昨年作 り今年か ら稼働 してお ります。 さ らに強化 して、いろいろな分野でのベ

ンチ ャーの振興 とい うことでの手当てを して いきたいと思 ってお ります。 それか ら、光 フ

ァイバ ー網 を引いて いますが、引いただけであ とはどうぞとい うだけで いいのか とい うこ

とも考えてお り、先程の第2層 と言われ る部分 につ いて も、何か手当て して、 ビジネスが

興 りやすいよ うな基盤をっ くる必要があるので はな いか と、今 いろいろ検討 して います。

それか ら、(2)アプ リケー シ ョンの普及。例えば イ ンターネ ッ トと分散型の ネ ッ トワー ク

があ ります が、既 に ビジネスをや ってお られ る方が非常 に多 いとい うことですので、 この

分野 にっ きしまて もその成長 を加速す る必要があ るだろ うと考えてお ります。今、安全性

とか信頼性 とか、 いろいろな部分で二 の足を踏んでお られ ることもあるよ うです。必要 な

手 当てを、特 に技術的な手 当て もしていかなければいけないと、今検討 してい ます。それ

か ら、デ ィジタル放送 が始 ま ります。 これ も上 の ほうの ディジタル化 と も絡 み ますが、地

方 のチ ャンネル格差の解消 に うま く使えないか と今検討 して います。

3点 目は研究開発です。 これは非常 に遅 れてい る分野が多 いとい うこと、あ るい は政府

としての取 り組みの姿勢 に問題があ るということで、電気通信技術審議会か ら非常 に厳 し

い答 申を頂戴 してお ります。その中で、我が国 は政府の科学技術 の研究開発に対 す る取 り
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組みが遅 れてい る、特 に情報通信 にっいて後れてい るということがデ ータで示 されていま

す。最近 、民 間で も景気が よ くないとい うことで、研究投資が落ちて きて いるという環境

があ ります。 しか も研究開発がアメ リカへの キャ ッチア ップか ら、 フロ ンテ ィアの分野 に

挑んでいかなければ いけない。従来のよ うな大体の道筋がわか って いるよ うな研究開発と

違 って、多面 的なアプローチが必要な場合で は金のかか り方 も全然違 うという指摘 に も対

応 しなければいけな いと思 ってお ります し、研究要員 も十分確保 して い く必要 があ る。今

は電気通信総合研究所で500人 にち ょっと足 りない くらいの規模 の研究所でや ってお りま

すが、提言 をいただ いた ものが十分消化 しきれない ということ もあ り、1つ は要員を確保

したい とい うことと、 もう1っ は、ポス トドクターの活用 ということで、 フェロー シップ

を与 えて、研究所へ来てや って いただ くとか、そ ういう仕組みを新 た に創 出 してい きたい

と考 えて いるところです。

4点 目は国際の世 界です。2月 に ブ リュ ッセルの会議が開かれ、 いろいろな原理、原則

が出され ま したが、 目に見える形 と して、11の 国際共同プロジェク トが決定 されま した。

この11の プロジェク トを国際間で、特 に先進7ヵ 国で一緒 にな って や って い くことは、あ

る意味で は国際的に一定 の地位を保つ ことがで きるとい うことに もな るわ けで、 この中で

4つ は日本が リーダーにな ってや って くれ とい うようにな ってお りますが、11プ ロジェク

ト全てに、民 間の皆様方のお力 もお借 り して、 日本 の技術を反映 して い くという努 力を し

て い く必 要があ るだ ろ うと考えてお ります。 そのために必要 な手当て は政府 と して も予算

を確保 してや って いこ うと考えてお ります。

それか ら、 ア ジア太平洋地域が21世 紀 には大事 だということ。先般 韓国で開かれたAP

ECの 会議 に大臣 と一緒 に参加 しま したが、大変 自信 に満 ちた発言 が多 く、 この地域 は重

視 して いかなければ いけないなと実感 しま した。 日本 と韓国の提言 の中で、ア ジア太平洋

版NRENの テス トベ ッ ドだとか、マルチ メデ ィア大学構想 とか、 いろいろな提言 を して

ます。 こうい うことを通 じて アジア地域に貢献 しなが ら、 アジアの皆様方 に我が方 に目を

向けて いただ く。 「ア ジアの中の 日本」にな りに くいよ うな環境 もあ ります ので、 こうい

ったことを通 じてや っていきたい と思 ってお ります。

AICと い うのを作 って、例えばISDNに 技術 的な関心が高 ま って お りますが、ア ジ

ア太平洋地域 の皆様方 と一緒にそ ういった ものの技術開発、技術移転 とい うことをや って

きてお ります。 なかなか 日本のほ うを向いて くれない中で も、 そ うい う地道 な活動で は日

本を信頼 して くれて いると実感で きてお ります。パ ー トナーズとい うのがあ ります。 これ

も細 々ですがETS-Vと い う寿命が尽 きてい るよ うな衛星 を使 って、今 まで5ヵ 国 との

間で遠 隔医療 とか遠 隔教育 を中心 にいろいろや って まいりま した。そ ういった国際版 の遠

隔医療 とか遠隔教育 とい うの も非常 に有効だ とい うことがわか って まいりま したので、 そ

うい った実績を も踏 まえて、 いろいろ新 しい構想をつ くって いきたい。先程、 マルチメデ

ィア大学構想 とかをいろいろ申 しま したが、そ ういった実績の上 に立 って 、それを もっと

大 き く、積極 的にア ジア全域 に向けてや って いこうとい うことです。

私 ど もも通産省 も予算 は大変小 さい役所の ほうです。 しか しなが ら、 こうい う弾みをっ

ける時期 には、 それ相応の ことが必要だろ うとい うことで、量 的に この予算を確保 してい

く必要 があると思 ってお ります。それか ら、今のハ ー ド指 向型の予算のっ くり方 とい うの

はこれか らの21世 紀 の経済構造づ くりには向いて いないので、そのへんの手当て もしてい

一45一



ただ く必要があ ると考えているとい うことです。

2.委 員 との意見交換

【公文】

今 は、官が悪 いとか、政治がだめだ とか、産業界 はどうしてい るか とお互 いに非難 を投

げつ け合 っているときではな くて、 どのよ うに して国を挙 げて、力を合わせて この閉塞状

況 を突破 してい くのか とい う観点 か ら、 もう一度協力の枠組みを考 える、そのための政策

の枠組みを考 えるとい うことが必要 な時期 に本当に来た ということを痛感 してお ります。

アメ リカの場合です と、規制を緩和 し自由にやれ と言えば突破 はや りやす いと思 うのです

が、 日本の場合 にはど うもそれだけでは足 りな いとい うか、違 ったアプローチが必要 なの

ではな いか とい う感 じが して なりませ ん。

自宅 に実験 のため128Kの 専用線 を入 れて24時 間っな ぎっ放 しに して、オ フィスにい る

の とほとん ど同等 と言 っていい くらいの環境が整 ってお ります。 ダイアルア ップで使 うの

とは使 い心地が全 く違 います。 これ こそ我 々の21世 紀に向けての情報生活 にと って不可 欠

の権利で あると言 いたい くらいです。 こうい う環境が手頃 な値段 で使 えるよ うに1日 も早

くな って ほ しい とい うことを、実際に使 って ひ しひ しと感 じます。

ダイナ ミズム とい うことを考えて議論 をす るのに同感です。 ア メ リカの通信法改正は、

去年 は地域電話会社が土壇場で反乱 を起 こし、今年 は長距離が土壇場で また今全面戦争 だ

と言 って いますが 、あのプロセスを見 ると、政治力 と資金力を持 つ独 占体 をた くさん作 っ

て、 しか もア ンダイナ ミックであ る組織 をっ くったがために、却 ってイ ンフ ォメーシ ョン

・グ リッ ドロ ックか ら抜け出 した と言 いなが ら抜け出せ ないとい う状態の中 に落 ち込 んで

しま って いるので はないか。 それに対 してわずかにMCIと かスプ リン トとか メ トロポ リ

タ ンフ ァイバーの よ うな ところが健 闘 しているが、全体 としての電話産業 は新 しい情報通

信 システムの構築 に非常 に乗 り遅 れて しま ってい る、なかなかそ こか ら抜 け出せない とい

う状況をっ くり出 したので はないか。 ああい う状態 を 日本がその後追 いを した らとんで も

ないことにな るとい う印象を持たざ るを得 ません。

【奥出】

ユニバーサル ・サー ビスという、すべての人々に情報の アクセスをつ けるのが基本 的な

人権 にな るとい う感覚は、実 は私 も自宅 に128Kを 引 き込み感 じてい る次第ですが、その

ことと政治的な問題、あるいは政策 的な問題 におけ るユニバーサル ・サー ビスの問題 とは

かな り違 って いるのではないか。 そのユニバーサル ・サー ビスの問題が、先程公文 さんが

お っ しゃったよ うな今のアメ リカの状況 を引 き起 こ して いる。実 際西海岸で はかな り自由

に見え るんですが、東海岸 に行 くと割 と通信環境 において不便 な感覚が あるわ けです。 そ

ういった ことが どう して起 こったのかを考えてみ ると、 その背景 には大 きな問題があ るの

で はないか。予算づけ方 向を考えて みて も、かな り思 い切 った発想 の転換が いるのではな

いか と思 ってお ります。

基本的な、戦略的な技術開発を生 み出す ものが何 か考え ると、ア メ リカの場合 は軍事 技

術であ った とい うことは否定で きない。 ち ょっと前 ですが、 シ リコ ン ・グラフィ ックスの

社長が、今まで アメ リカは軍事技術 がテ クノロジーを引 っ張 って きた、 これか らはエ ンタ

ーテイ ンメン ト技術 にな って い くので、全面的にそ こに投資を してい くと言 って、ハ リウ

一46一



ッ ドにどん どん コンピュータを持 ち込んでい った ときの技術 を使 い、金融、工場のオー ト

メー シ ョンといった分野 にどん どん出て いった。そ うい うことが可能 にな ったの は、従来

型 の軍事技術 とい うの は基本的にオー トメー ションのための技術で あ った。 ところが、エ

ンターテイ ンメ ン トは明 らか にコ ミュニケー ションのための技術 なのですが、 これか ら工

場が新 しい産業にな って い く、あ るいは金融がエ レク トリックコマースで大 きく変わ って

い く時 に基本 になるの は コ ミュニケー ション技術である。そち ら側か らの切 り口で最先端

テ クノロジーをっかまえた者が勝 ちになると予言 して、その とお りにな っている。

多様性 とか標準化 をど うす るか とい う問題 も、効率を上げるために標準化 をす るのでは

な くて、多様性を生か しっっ、人 々が コ ミュニケー ションで きるために何かが必要なのだ

とい うよ うに発想 を切 り換え る必 要がある。 そ うな って きます と、例えば新規産業育成の

問題、雇用増大の問題、公共サー ビスの高度化の問題 とい うときに、打つ分野が変わ って

くると思 います。例え ば医療 においては、遠 隔医療 ということが非常 に持 て離 されていま

すが、実際 に治療 とい うところでの コンピュータの効用 と、医療 に関す るコ ミュニケー シ

ョンにおけるコンピュータの効用 を比べ ると、実は コミュニケー ションにおける効用 のほ

うが はるか に大 きいわ けです。 レン トゲ ン写真の伝送 とい うの は治療 に関係す るように見

えて、実 はコ ミュニ ケー ション問題 なので、非常に象徴的です。そ ういったよ うな ところ

か ら考え直 してみます と、実 はサー ビスとかマーケティングとい う分野 にテ クノロジーが

入 って い くわ けです。ですか ら、情報通信 とかマルチ メデ ィア産業が伸びて いるとい うこ

と自体がその ことの証明 にな って い くと思 うわけです。

そ うな って きます と、っ いっい従来型の産業、 この場合従来型の通信 とか コ ンピュータ

産業の保護 とかの対策 にお金 が落 ちて い く傾 向があ ります。それか ら、従来型の公共体制

の保護 に落 ちてい く傾 向 もあ る。例 えば地域行政情報の情報化 とい うことを考えた時に、

今外国人を どうい うよ うに地域 に溶 け込 ませ るか というので、お金を払 って いると思 いま

すが、観光客が気持 ちいいように情報を供給す るということと、外国人 の労働者あ るいは

生活者が気持 ちよ く暮 らす とい うことにそれ ほど大 きな情報の差がないわけです。そ う考

えた ときに、一体公共サ ー ビスはど うあ るべ きか ということを考え ると、地域情報のあ り

方 は随分変わ って くると思います。

それか らオー トメー シ ョンとか標準化 というほ うが効果が 目に見えがちでお金を落 とし

が ちなのですが、 これ は非常 に難 しい問題があ ると思います。例 えば財団を通 して郵政省

が促進 してい く時 も、 さまざまな分野で コ ミュニ ケー ションを支援 す るところ に積極的 に

お金 を回 して、従来型の コンピュータ産業 とか情報産業の不況対 策に流 さないよ うにす る

よ うな仕組 みを入れ ると、非常 にお もしろ く変わ ってい くと思 います。

それか ら最後 に、技術 の問題、エ ンジニア リングの問題 とい うのは豊かな社会の人間に

は無理 なのです。かっての経験か ら、俺たち は機械テ クノロジーで これだけ頑張 ったんだ

か ら、情報 メデ ィア ・テ クノロジーで もっと頑張れ とい うように若 い世代に言 いたいと思

いますが、 それ は無理 だ と思 います。 というのは、今 シンガポール、台湾 とい った ところ

を見 ます と、 はるかに レベ ルが高い。っ まりプログラ ミングとか の レベルにお きます と、

日本の大学の博士の1年 生 とシ ンガポール大学の4年 生 はほぼ同程度なわけです。ですか

ら、国際的な戦略上、例 えば シ リコングラフィックス社が極東の全部の システムの メ ンテ

ナ ンスをす る時には、 日本 にそのセ クションがあ りますが、雇用 は シンガポールへ行 って
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持 って くる。能力 とコス トを考 えると もう話 にな らない。 では日本人はだめなのか とい う

とそ うではな くて、 この20年 とか30年 の繁栄の中で、テイス トとか感性 というものには非

常 にいい ものがあるわ けです。ですか ら、 これか らはテ クノロジー とい う面で大事 な こと

は否定 しないのだが、 プログラ ミングとかエ ンジニア リングの分野 に対 して は、 む しろ積

極的 にコラボ レー ションを促進 して い くとい う方向が大事 だと思 うんです。 ここの ところ

が踏み切れ るか どうかが とて も難 しいところなのですが、 ここは今の 日本の大学生 にプ ロ

グラ ミングをやれ とい うの はかな り酷な話 なのです。で も彼 ら彼女 たちの感受性 とプ ログ

ラ ミングとい うので コラボ レー ションがで きると、非常 にお もしろい、ダイナ ミックな産

業が これか ら興 って くると思 ってお ります。

【渡辺】

マルチメデ ィアの可能性 とい うところで、産業分野 まで は明 らかに何 らかの格好 で進ん

で い くのではないか。 しか し日本の場合、問題 は生活分野 と社会公共分野 における進 み方

が非常 に遅い し、 ク リエー ションがな いということが ある。特に社会公共分野 にその突破

口を開 きなが ら、国民 の情報ニーズ とい うか使い方 を教育、普及 して い くとい うことは非

常 にいいと思います。

社会公共分野 に情報 が先進的 に発達 していないのは、基本的に この分野 においてサー ビ

スの競争 と、 コス トの競争 とい う市場原理が全 くないとい うことが問題 なのではないか。

教育、医療、行政サー ビスにお いて も、何 らかの市場原理的な基準 あるいは環境 とい うも

のが与え られれば、 これは産業社 会 と同 じようにそ こ自身がや らざるを得な くなる。 ここ

の ところが非常 に日本 の問題点なので はないか。例えば銀行 と競争 のある郵貯 は コンピュ

ー タ化 とか進んで きて い るので はないか
。要す るに こういう公共 的な世界 にどうや って市

場経済を入れるか とい うことが最 大の問題です。 これが ブ レイクスルーされれば、 日本の

社会構造、それか ら意識構造 とい うのはそこか ら大 き く変わ ってい くので はないか。 ロ ン

ドンの投資会社 は全部 ドイツの銀行 、スイスの銀行 に買収 されている。情報分野、金融分

野で も、 日本だ けが ク リエーシ ョンがないわけで はな くて、例 えば ドイツ、スイス もアメ

リカ、英 国に完全に リー ドされてい る。 日本 だけが悲観す ることはないわけですが、 しか

しそれを突破す るには この グローバ ルの中でア ングロサ クソン型の移動性の高 い社会 をっ

くらない と、 日本は閉塞す るので はないか、 これが第1点 です。

移動通信 というの は非常 に拡大 している。 これ は産業に も刺激 を与えてい るわ けで、例

えば1994年 に1兆 何千億、 トラデ ィシ ョナルな通信 と合わせ ると非常 に大 き くな った。 し

か しこれが2010年 に14兆 増え るわ けですが、 これ は一体 誰が コス トを負担す るのか。例え

ば雑誌社 な り通信社な り会社 な り学校が これだけの通信 費を負担で きるか とい った ら、今

の経済情勢で は負担で きない と思 う。ですか らその産業 目的が この通信費をいか に安 くす

るか、それ によって いろいろな波及的効果を上 げる、そ うい う発想の転換を こうい う事態

の中 にも入れて ほしいというのが我 々の意見 です。

【山 口(郵 政省)】

浜松市で は非常 に行政分野での情報化を進 めて ます。情報化 を進め る際は、何を解決 し

よ うと して いるのか市長が しっか り踏 まえていないとなかなか成功 していないのですが、

あそ この市長 は 「お客 さんを待 たせ ないようにす るには どう した らいいのか」 とい うこと

を徹底 してや ろうと しま した。1っ の窓 口で全部の仕事 がで きるよ うに しよ うじゃな いか
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とい うことで、言 ってみれば局 内LANみ たいな ことで処理を した とい うことです。中の

窓 口にそ うい うことがで きるのな ら、 この窓 口を外 に持 ち出 した らどうだ とい う発想 にな

り、今27ヵ 所 にそうい う窓 口が外 に出ているとい うことです。その結果、一番遠 い人で市

役所 まで3キ ロとい うことにな って まいりま した。その うち周 りの市町村か ら、何故 うち

の町 はそ うい うような ことがで きな いのだ とい うことが起 こ って きて、そ してその27ヵ 所

で うちの村の分 もや って もらえな いのか という話が起 こって きて いるということが あ りま

した。ですか ら、 この情報化 とい うの もある程度進む と、市町村相互間でいろいろな意味

での競争 とい う形の ものが現 出され るのではないか とい うことをその ときに感 じて お りま

して、 その競争が大事 だな とい うことは全 く同感です。

この情報化 に伴 う料金 をいか に安 く、 しか も使 いやす い料金 に してい くか とい うの は最

大の問題だ と思 って お ります。先程 ダイナ ミズムとい う形で話 しま したが、端的 には料金

が いか に安 くな るよ うな形の体制を作 るか とい うことと言 って もいいのではないか と思 う

くらいに、国民の皆様方が一番期待 されて いるの は利用 しやすい、安 い とい うことだ と思

いますか ら、そ うい うことには十分留意 してい く必要があ ると思 って お ります。

【三枝 】

今の 日本の状況 は幕末 なのだろ うと思 っています。明治維新が起 こるか起 こらないか と

いうことに も大 き くかかわ っている。農業社会か ら無理 や り工業社会へ変え ることがで き

たのは明治政府だ った。それ と同 じよ うな ことが今工業社会か ら高度情報化社会 に変え る

ことが で きるか ど うか ということにかか って いる。 これは変えな ければ いけないとわか っ

てい るんですが、具体的 にどうした らいいのか とい うことに大 きな蹟 きがあ る。 それか ら

過去 の120年 間の成功 が大 きな障害 にな って いると思います。過去に成功 した ことが今後

非常 に難 しくなって くる。

物の考え方がハー ド指向なのです。要す るに物 をっ くればいいという。ではそ こに何を

流すんだ とい う問題が 大 き く進んで いない。 これは今、奥 出さんがお っ しゃったよ うに、

アメ リカは軍事産業 や航空産業をエ ンターテイ ンメ ン ト産業が今世紀中に超え ることは間

違 いな いわ けです。っ ま り、明治維新 をやれた国 は世界で アメ リカ しかないのです。っま

り工業社会か ら情報社会 に乗 り換 え ることに成功 した国 は唯一ア メ リカであろ う。 ご存 じ

の よ うに、 日本の映画 も今80%く らいが アメ リカの映画 に変わ って しまって ます し、 ドイ

ツ も85%、 フラ ンス も50%を キープ しよ うとして いますが現実には60%く らい、 ヨーロ ッ

パ全体 を見 ます と80%の エ ンターテイ ンメン トは全部 アメ リカに移 って しまって いる。 も

っと恐 ろ しい ことに は、ニ ュースの大半がCNNで 入れてい る。 これは簡単 に言 います と

情報が全部 アメ リカか ら一方 的に流れているということであ り、 同時 に我 々がそ こへ発信

がで きない ということが大 きな問題点、つまり安全保障 とい うもの に関 して も、エ ンター

テイ ンメ ン トを伴 わな い限 り情報発信がで きないだ ろうとい うことにな ります。

例えば、今 ロシアに行 きます と、不思議な ことにソビエ ト製の ウオ ツカよ りア メ リカ製

の ウオ ツカを皆 さん好 んで飲む。 ス ミノフの ウオツカを、 これが高級だ と言 って飲んで い

るんです。そ してサ ーテ ィワンの アイス クリーム、 これは150円 もす るわけです。 ロ シア

で150円 というの は、7000円 平均の給料の中で150円 のアイス ク リームを食べ るとい うの

は大変 な ことです。 ロ シア製のア イス クリームは3円 、5円 で売 っているの に若 い人たち

はどうい うわけか ソフ トアイス ク リームはサーテ ィワンを食べ る。 これ はアメ リカの文化
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の大 きな影響です。 ジーパ ンを履 くとい うことも、 コカ コー ラを飲む とい うことも。私が

非常 に心配 しているの は、 このまま行 くとア メ リカが全部世界の文化 と報道を握 って しま

うのではないか。 この中でア ジアか ら3分 の1我 々が発信で きるよ うな状況をっ くるため

には、間違 いな く新 しいエ ンターテイ ンメン トを開発す る しかないだ ろう。で は簡単 に言

ってそんな ものがで きるか とい うと、 そ う簡単 にで きない。 どうす るか。

私 はデ ィジタル ・ハ リウ ッ ド、つ ま り映像の コンビナー トを 日本 にっ くるべ きだ と思 っ

てお ります。 これ は政府並びに経済会が破格 の金を 出 し、 アメ リカの2分 の1で コ ンピュ

ータが使え るよ うにす る。 これで全世界の能 力の ある映像作家が全部 日本 に集結 して くる

だ ろうと私 は思 います。つま りアメ リカの価格の半分で 出来 るよ うな ものを官民一体 にな

って作 るべ きだろ う。 どれ くらいの お金がかかるのか とい う話 を しま した ら、4000億 円 く

らいあればで きるとい う。我 々の試算 によります と、毎年4000億 くらいの コンピュータの

使用料 で世界の2分 の1の ものがで きるようです。 これ は土地 はただで提供 され るとか、

そ ういうことを含んでの話です。 そ う考えてみます と、 ディジタル ・ハ リウッ ドとい うも

のを日本 につ くれ るか ど うかにかか って いて、 この上 にいわゆ る光通信です とか、そ うい

うものが乗 ってい く。我 々は乗 るものをつ くって しま って も乗せ るものを持 たな いとい う

大 きな問題点を持 って いると思 って います。

私 は、マルチ メデ ィアの世 界 とい うのは間違 いな く来 ると思 っていますが、そ う簡単 に

来 るものではない と思 っています。 それは何故か といいます と、24時 間の時 間の中で どれ

だけそれに割 けるか とい う問題が1っ あ ります。車 とテ レビとい うのはとて も受 け身の道

具です。地方 に行 きます と車がなければ生 きてい くことがで きません。テ レビとい うのは

寝 ころんで ビールを飲みなが ら何 も しないで受 け身 に物 を見 ることがで きる。っ ま り80%

くらいの人間、それか らIQが80以 上の人間が使え る道具でない と道具 と して成立 しない

だろう、その部分が このマルチ メデ ィアの大 きな問題点で、IQが かなり高 いことをいい

ます と、1割 くらいの人間が使 うとい うの は、1億2000万 の うち1200万 人 しか使わない も

の は道具 としては成 り立たないだろ うと私 は思 って います。

今一番 ネ ックにな って いるのは、大変卑近な例で 申 し上 げます と、マ ンション内 に有線

テ レビのケーブルさえ引 けないのです。それは何故か といいます と、反対者が います と引

けな いのです。 こうい うところか らまず直 さないと、 マルチケーブルなんて い うの はとて

も難 しい問題を含んでお り、マ ンシ ョン内の公共の廊下の部分にケーブルを通す ことはで

きな いのです。法律改正 にな って何人反対だ ったか、 それで6割 か7割 の人 間がOKし な

いと通 らないのです。私 はい らない と言 うと、それでお しまいにな って しま うとい う、 こ

ういう問題が まず一番最初に大 きな問題 にな る。

エ ンターテイ ンメ ン トな くして人 間というのは成 り立 たな い、そ して工業社会の次に来

る ものはエ ンターテイ ンメン ト社会で あろう。 これを 日本が構築 で きるか どうか。今 まで

我 々は文化 とかエ ンターテイ ンメン トというのは大 した ことない と思 っていたんですが、

アメ リカを見 るとこれが大変 な輸 出の産業の基盤 にな って いる。通産省の統計 によ ります

と、貿易収支は赤字で はない、100億 ドル くらいの黒字だ ろ うと。 この部分 はよ くわか っ

て いない部分が非常 にあ るわけです。簡単 に言 います と、子弟を外 国の大学へ行かせてい

る方がい らっしゃると思 います。 この送金 は貿易外収支 とい うか、全然 カウン トで きない

のです。今 アメ リカの大学には1割 くらいの 日本人が お り、 このお金 は全部 日本が出 して
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いる。 これが産業 にな ってい るんです。アメ リカの基幹産業の一部 は大学で はないか と私

は思 ってお ります。 日本がそ うい うソフ ト・ビジネスとい うものに本 当に転換 が、明治時

代の農業時代 か ら工業時代に変 え られ るかどうかとい うことは、実は一番大 きな、 このマ

ルチ メデ ィアが成功す るか どうかということ、 この部分が今お っ しゃられた中に、実はど

こに も余 りよ く見え なか った。著作権の問題に しか触れて いなか ったよ うな気が します。

そ ういう意味で、今奥出 さんが お っしゃった意見 と僕 は全 く同 じなのですが、 も しこのデ

ィジタル ・ハ リウ ッ ドが完成 し、世界中の英知が そこへ集 まりま した ら、多分 そ こで我 々

は10年 の うちにマ スターす る、 もう一度 お雇い外人を頼む ことを、残念なが らす る しか な

いだろ うと私 は思 ってお ります。

【山口(郵 政省)】

観念的 にはそ うい うことはよ くわか っているっ もりで いるんですが、アプ リケーシ ョン

の部分が非常に蓄積 がないとは感 じてお ります。私 自身 は意識 して いて も、体質的 にハー

ド的な人間 にな ってい るものですか ら、十分な説明がで きな くて。

最近森本 さんが書 かれ た、 「最新経済東洋事情」という本を読んでいた ら、イ ン ドのバ

ンガロー ドの シ リコンバ レーの話が 出ていま した。あそ こでは道路 もだめだ し、水道 もだ

めだ し、電 力 もだめだ という、基本的 なイ ンフラは全然だあなのだが 、 シリコンバ レー的

にや ってい る。 それ は知性の高 い人間が集 まっている、大学が集 まって いるとい うことで

これか らの21世 紀の社会づ くりは、道路だとか電気だ とか何 とかい うの はそん なに先 にや

ることではないのだ。必 要な もの は衛星にア クセスす る地球局 とコンピュータに必要 な電

力 と、そ うい うような ものが あれば十分 これか らの産業 は育つ。 そ こで金儲 けを してか ら

道路 をっ くれば いいんだ と。 ど うもハー ド指 向の我々は道路を先 にっ くって、何 をっ くっ

て、それか ら地球局 を置いて、工場 を誘致 して、企業 を誘致 して と、 こうい う発想 になっ

ていますが、なかなかあそ こはお も しろいところだな と思 いま した

【山口(三 菱電機)】

三枝 さんのデ ィジタル ・ハ リウッ ドとい う構想 は非常にお もしろい と思 いますが、 これ

を施策 と して政府の金 とか どこかの4000億 とかを使 うとい うことでは実現 しない と思 いま

す。何か 目玉 といいますか、ひ とっ新 しい ことをや ってイ ンパ ク トを与えない と変わ らな

い。その1つ に、前 に椎名 さんが言 ってお られた と思 いますが、郵政省のテ レポー トとか

通産省 のフ リーポー トとか、具体性のある もの として は、例の東京 フロ ンテ ィアを 自由都

市 にす る。規制緩和 とかい うことで はな くて、初めか らフ リーの、 いわゆ る ドルが通用 し、

ち ょうど香港みたいな もの。 そ うい うものをあそこへっ くってみた らどうか。 その 中か ら

先程の ディジタル ・ハ リウッ ドもそ こにで きるか もしれ ない。 自由に、全 く日本のすべて

の規制が初めか ら無 い別の国をっ くる。そん な ものをひとっの目玉 と して、 この情報新世

紀の提案 と して出せれ ばなとい うよ うに思 います。

【堀内】

三枝 さんの話、全 く同感だなと思 いなが ら伺 ってお りま した。実は私、山口通信政策 局

長 が現在幹部で一生 懸命や って い らっしゃい ます通信政策 に関連 して、電気通信審議会で

お手伝 いを してお る立場であ ります。三枝 さんか らのお話だ と、それがハー ド寄 りに感ぜ

られ るとお っしゃる。 これは郵政省サイ ドの今 までの ものが一般 に非常に浸透 して しま っ

て いて、一生懸命 ソフ トの ことをや らなければいけないと言 って いる文章 その もの全部が
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ハ ー ド的に感ぜ られ るとい う感想 を述べ られた と思 ってお ります
。 、今三枝 さんがお っ し

ゃ った し、(三 菱の)山 口さん もお っしゃったよ うにソフ ト中心 であ るべ きであ る し、 こ

の情報新世紀会議 もそれ に対 して ど うしよ うかということを皆 さん衆知 を集めて考 えてい

かれ るとい う立場であ りますので、 これにっ いての郵政省 サイ ドのほ うの報告 で言 えば、

これを全部そ うい う文言で書 き直 した ほうが よろ しいのか もしれないなと感 じてお ります。

私 自身 は、情報通信の技術のほ うで一生懸命 ど っぷ りと浸か ってまい りま した人間か ら見

ます と、ハー ドがそ こにあ るか らソフ トが今 ここに出て くるとい う時代であ ります ので、

そち らにっいての功績だけは一応認めておいていただきたい。

階層構造で言 います と第4層 の 日本人の文化その ものの変革が これか らの大 問題 にな り

ます。第2層 、第3層 以下の ところでの今 までの技術的 な、あ るいは物理的な実績 の上 に

でないとアプ リケー シ ョンは出て きません。 しか し、 それ以上 の ことを進 めなけれ ば政府

の電子化だ とか行政 の電子化 も出てまい りません し、そのへんを中心 に考 え直 しを全国で

進 めて いかな くてはな らないと思います。ただ、技術面での話がなか った らこの ことはな

か ったわけで、それ にっ いて は一言 だけ言い訳 をさせて いただ きた いと思 います。

【佐藤】

たとえばポス トドク トラル とい うことで、研究 に関 して も基盤の整備 とい う点が あ りま

した。研 究をハー ド的な視点で、かっ ソフ トとい うの はハー ドの裏腹の立場で とい うこと

でや ってまい ってお りますので、 ち ょっと古 いか もしれ ません。 ソフ トの世界 をいろいろ

な方 にお伺 い します と、 これはハ ー ドと違 ってある種才能 の世界、あ るいは天才の世界で、

そ ういう意味ではハ ー ド的な視点 とは違 うよ と指摘 されてまい りま した。

それか ら、英国、米国流の リーダー シップのと り方 、そ こには流動性が あるとい うご指

摘があ ったわけですが、その研究開発の視点で、例えばポス トドク トラルということでい

ろいろ整備を して いただいて大変結構だ と思 うのです が、 日本的な社会の中で は、 はっと

気 がっ くと、やれ退職金の問題であ るとか、 あるいは年金の問題であ るとか、 これが勤務

の年 限と密着にかかわ ってお ります。途 中で動 いて しま うと、その根本か ら切 られて しま

う。 こういうよ うな視点 です と、若 い時ポス トドク トラルとか整 備 して いただ くのであ り

ますが、年を取 った時には っと気 がっ くと、何だ俺 は損 した じゃないか と、 これは非常 に

俗 な話で 申 し訳あ りませんが、そ うい う視点 とい うのが あるように思 います。 したが って

研究者 は流動的であ るべ きだ言いなが ら、実際 はど うも流動性が ほかの ところで大 き く阻

害 されて いる。 このへんの ところをお考え いただか ないと、あ る種才能を発揮 で きるよ う

な研究 といいますか、本来エ ンターテイ ンメ ン トをおや りにな られ る方 は多分 そん な こと

は関係な くおで きになるんだ と思 いなが ら、全体的 にはそ うい うことがひ とつ研究開発 に

関連 して はあるかな と思 ってお ります。

【高村】

私 も視覚障害者 で、全 く視力が ないのですが、情報化社会 とい うことに対 して は とて も

期待を持 って いる1人 です。 まず郵政省を1っ 誉めてお きたいと思 っています。私 はアメ

リカ、 ヨーロ ッパ等の視覚障害 に関 してのア クセス ビリテ ィに関 していろいろと調べて い

るつ もりです。 日本の郵政省が持 って いるキ ャッシュ ・デ ィスペ ンサー、お金 を引 き出 し

た り入 れた りす るものですが、全国すべてに点字で見なが らイヤホ ンで音 を聞 いてや ると

いうことがで きて います。 これは日本がいろいろな面で情報化社会のア クセスに関 して は
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遅 れている と言われ る中で、唯一世界に対 して誇れる ものではないか と思 ってお りますの

で、ぜ ひ皆様 も何か機会があ りま した ら宣伝 していただ きたいと思 います。

ユニバ ーサル ・ア クセス とか、情報障害者をっ くるべ きではないとい うことがかな り強

くうたわれて いるとい う気が しま したが、 自己チ ェック機能 とい うのが どう して も必要 に

な って くると思 います。膨 らんで い く中で、あ るいはいろいろな方針を進 めてい く中で、

ど こかで 自己チ ェ ック機能 を持たせ ません と破綻 が訪れて くるので はないか。 この 自己チ

ェック機能 に関 しての システムを もう少 し提言 してい く必要があ ると思 ってお ります。

【椎名】

本当 にハー ド時代 は終わ った とは言 いませんが、 ソフ ト、 コ ンテ ンツの時代 だ とい うこ

とは長年言 ってお りますので、そ うい う点 では これか らの行政の力をぜ ひ期待 したいと思

います。それには、行政が真面 目にというと言葉が悪 いんですが、真剣 に、 こうい う道具

を うま く使 うことをどん どんや って もいいので はないか。民 間 も、プ ロフ ィッ ト・インセ

ンテ ィブその他 あ りますが、同時 に トップがやれ とい うか ら仕方 ないか らや って いるうち

に、 これは使え るね というのが コ ンピュータ リゼー ションの発展の過程 にあ ります。 トッ

プが強 引に命令す るということは非常 に必要なのですが、行政の場合 にはそれがほ とん ど

見 られ ないとい うことが残念だ と思います。行政 の情報化 とい うの は我が国の情報化 にと

って重要だ と思 いますので、内閣でそ ういう ものを統合 して いただ きたい とい うことを我

々はお願 い し、それ は一応 この間2月 に出 された分 には入 ってい るんですが 、まだ姿が余

り見えて いな い。企業 では専務 クラスがチー フ ・イ ンフォメー シ ョン ・オ フィサーという

ことで情報担 当でや ってお ります。閣僚 レベルとは言いませんが、その くらいの機能があ

って もいいのではないか と感 じて います。

今後 の進 め方ですが、高村先生のお っ しゃったようなことと同 じだ と思 いますが、情報

化 とい うと影 とい うのが一種 のホラース トー リーみたいに出て くる。雇用だ とか、個人 の

プライバ シーの侵害 とか、いろいろな もので 出て くるのですが、 この会議の これか らの視

点 と しては、情報化、マルチメデ ィア化 は 「光 と影 」の光ばか り強調 されて いるが、影の

部分 にスポ ッ トライ トを浴 びせて、 とことんや って もいいので はないか。ただ恐れおのの

いて いるので はな くて、影 というのは確か にあ る。 その影 をどう克服すべ きか とい うこと

を真剣 に討論 して もいいので はないか とい う感 じを持 ってお ります。

【鷲尾 】

マーケ ッ トを考 える際 に、発想が物のマーケ ッ トと同 じに考えてい るので はないか とい

う気 がす るんです。情報のマーケ ッ トとい うの は恐 らくまた違 った システムが あるので は

ないか とい う感 じが強 くしてお ります。渡辺 さんが競争 とい うキー ワー ドを出され ま した

し、一方で は ソフ トあ るいはエ ンターテイ ンメ ン トという形で、情報 にっ いての供給 をど

うす るか とい う話があ りますが、それ では需要 と供給のバ ラ ンスを とるマ ーケ ッ トの形成

とい うのを もう少 し意識的 に考えて作 り上げ るとい うことを考えなければ いけない。別 に

規制をっ くるという意味で はないのですが、マーケ ッ トを作 るための法 的な準備 も必要で

しょう し、社 会的な環境条件、フ ァンダメ ンタル も作 らな ければいけない とい うことにな

ります と、 マーケ ッ トを どうい うように作 って いった らいいか とい う議論 も してお いたほ

うがいいので はないか と最近っ くつ く感 じてお ります。

物の場合 にはや っとPL法 が出来たのですが、情報のPL法 とい うの はど うい う形で出
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来 るのかな と考えてお ります。 これは同時並行的に準備 を しておかな いと、情報 の場合 に

は物 と違 って残 らない部分があ ります か ら、 きっち りとそのへん を予あ準 備 しておかない

と危ないなという感想 を持 ってお ります。

(終 了)
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平 成7年 度 第2回 合 同 委 員 会 議 事 録(95.9.11)

1.情 報新世紀会議 ・亀井議長 の挨拶

【亀井 】

VICS(道 路交通情報通信 システム)の 関係で は、 これ は ドライバ ーに交通 の渋滞状

況、あ るいは道路の利便性を知 らせ る情報 システムで、警察が交通 の状態をモニ ターで把

握を して いる情報を整理 しま して、そ して道路に ビー コンを設けて、 あるいは衛星放送で

ドライバ ーに道路の状況を刻々に知 らせ るとい うシステムです。 これは今 まで数年来 いろ

いろな案が あ ったのです。 ところが、警察 は自分の ところが交通 は所轄であるので離 さな

い。 あるいは郵政 は電 波の関係 は郵政の仕事 であ ると離 さない。 それか ら建設省 は道路の

関係が あるか ら許 さな いとい うことで した。 これが先行 きのニーズに対 して三者が一体 に

な ってや ろ うということで情報セ ンターを設立 したわ けです。 こうい う恰好が、 これか ら

の高度情報化を進 め る上では大事 ではないかと思います。

政治の方の縄 張 りとい うの は大分今 は流動化 してお りますが、行政の縄張 りあ るいは各

産業間の縄張 りとい うものが この情報化社会を実現す るのにいろい ろな障害 にな る点 もあ

るので はな いか と思 います。

2.通 産 省 ・一柳機械情報産業局次長か らの ヒア リング

【一柳 】

今一 っ この 日本経済 は足踏み状態 とい う中で、円安のいいチャンスを利用 して一気呵成

に勢いをっけ るよ うな対策を と頑張 ってお ります。 とりわけその中で非常 に重要 だ と思 い

ますのは、ア メ リカの場合 にはGNPの 成長を上回 る非常 に高い伸 び率の情 報化投 資が行

われてお ります。例え ば92年 です とGNPの 伸びは2.6で すが情報化投資 は13%、93年 は

3%の 成長 に対 し情報化投資は28%増 という具合です。他方、 日本の場合にはバ ブルまで

は割 と情報化投資 も高か ったのですが、その後GNPは ほぼ0に 近 くな るとい う中で情報

投資は92年9.5%の マ イナス、93年 もマイナス2.8%と い うことで、民間設備投資 に占め

る情報化投資 もアメ リカの場合 は34%く らいですが、 日本の場合 には15%程 度 であ る。そ

こで暗示 され ますの は、情報化投資 というのは非常 に景気波及効果があ りそ うだ とい うの

が1点 と、構造改革 はいずれ に して もな さねばな らぬ、 その構造改革に非常 に貢献をす る

ものであ ろ う。 さらに同時に、そのベース としての産業の効率化を上 げ るの に非常 に寄与

して い くものだ と推察 あ るいは想定 されます。そ うい うことで、情報化投資 に対す るいわ

ば新社 会資本の投資 を増 やすよ うに努力 して いるところです。

この情報化投資 とい うの は、企業分野、産業分野で は当然知的生産性の向上 とい うこと

と同時に、国民生活 の面か ら見て も生活が高度化 し豊かにな ってい く、 そ うい うものに寄

与 してい くことが非常 に期待 されてお ります。 同時に、最近の状況で は非常 に失 業率が高

止 まり し、 さらに潜在失業率 は3.2を 超えて実態的に はもっと高い と噂 されてお り、実際

我々が接す る大企業の 中にあ って も過剰雇用 をどのよ うに今後 ス リム化す るか、どの会社

にとって も大 きな課題 にな って いるよ うに思います。新 しい雇用の受 け皿 と しての新規産

業を育てて い くとい うの に、情報化 はまた寄与す るとい う認識 も当然持 て るものだ と期待
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されるわ けです。

通産省で も、昨年初めに 「新規市場創 出プログラム」で12分 野の成長 しそ うな分野を出

しま して、その中で情報通信関連の産業 は市場 規模が2000年 には今 の倍以上、60兆 か ら70

兆 くらいになるのではないか と推定 したことがあ ります。 このよ うな期待 は何 も日本だけ

で はな く、世界の各国で非常 に この情報化に対 して積極的な展開を図るよ うな姿勢を明 ら

か に してお ります。 その ような中で通産省は全 体の中のある部分で、情報化の進展の役割

を担 っていると思 ってお りますが、 まずそのスタ ンス、それ にかかわ る問題、対応 とい う

ものを ご説明 させて いただ きたいと思 います。

高度情報化 とい うの は、 この近年の 目ざま しい技術革新を背景 に して進んで きて いる。

非常 に情報化の裾野が広が って きた と思 うわ けです。 この さまざまな形の情報を 自由に取

り扱 って活用す る道を どうやってい くのか、多様なニーズに対応す ることを どのよ うに可

能 な らしめてい くのか とい うのが非常 に大 きな課題 にな っている と同時 に、 この情報化の

力を用 いて産業、家庭、社会のあ り方 その もの まで変 えて い くよ うな素地が生 じて きて い

るので はないか という問題意識 も持 っているわ けです。 これ らの分野の多様なニーズ こそ

今後の高度情報化社会のあ り方 を決定 して い くもの と考えてお りま して、 これ までの供給

サイ ド・オ リエ ンテ ッ ドな ものか ら需要 サイ ド・オ リエ ンテ ッ ドな ものへのパ ラダイム ・

シフ トを してい くと思います。

このパ ラダイム ・シフ トは情報化 の供給サ イ ドに も当然変革を もた らす ものだ と考えて

お ります。今後 はこうい うパ ラダイム ・シフ トの中で、多種多様なユーザー ・ニ ーズに対

して技術 を駆使 して、その活力と創意工夫を もって的確にニーズ に適応 してい く。 その中

で また新 たなニ ーズを発掘 してい く。 そ うい った方 向への展開が求 め られているので はな

いだ ろうか。 そ して、 この中で供給 され るハ ー ドや ソフ トの中か ら、ユーザーが最 もニー

ズに合 ったと思 って選択す ることによ ってユーザーの変革が加速 され、また新 たなニ ーズ

が広が って い く。 この よ うなダイナ ミズムによ って高度情報化 は推進 されて い くものであ

り、 またそ う持 って い くべ きものだ と考えてい るわ けで、そ うい う形 の高循環の ダイナ ミ

ズムをどの よ うに うま くっ くり出せ るのかが非常 に大 きな課題 だろ うと思 ってお ります。

残念 なが ら、 日本の情報化の現状 は主要国 と比べて も非常に後れ を とって いると言わ ざ

るを得 ない状況にあ ります。我が国の情報化の後れ は将来 に向けて ひ とっの非常 に心配 な

懸念 の種であ ると思 うわけです。で は、その情報化の後れ とい うの は一体何でそ うな った

のだろ うという原因を分析 してみ ま した。高度情報化が需要サイ ド・オ リエ ンテ ッ ドに進

みっつあ ると考 えます と、我が国 とア メ リカな ど諸外国の間で格差が広が りっっあ る理 由

と して、需要 サイ ドの質的、量 的な差が ひとっの大 きな要因だと思われ るわ けで、我が国

の公的分野における情報化の後 れが1っ 挙げ られ ると思 います。研究、教育、行政 、そ う

い う分野における情報化 の後れ とい うのは非常 に明 らかで して、 この分野 は政府 自 らが主

体 となる大 きな需要分野であ ると同時 に、民間分野 の情報化 を先導す る役割 を も担 って い

ると思いますので、 ここを何 とか強力 に進めてい くのが ひとっの大事な点 であろ うと思 う

わ けです。研究機関で高度高速 ネ ッ トワー ク整備が進め られてお りますが、ア メ リカの研

究機関高度 ネ ッ トワー クが引 き金 にな ってイ ンターネ ッ トが発展 して きた例 を とって も、

公的分野 の情報化 は非常 に重要であ ると思 うわけです。

2番 目は、情報化に対す る民 間ユ ーザーの どち らか と言 えば低い価値認識 とい うことで
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して、我が国で はホ ワイ トカラーの生産性な どに対す る認識が必ず しも高 くあ りません。

オ フィスで電子 メールやデータベースを利用す るとい った知的支援分野で後 れをと ってい

るので はな いか。 これか ら頑張 らなければいけない点で あろうと思 います。

3つ 目が、情報化推 進に向けて民間の活力ある取 り組み に支 障を来 たす ような諸制度 の

存在、需要サ イ ドの情 報化を進め るためにはさまざまな制度的対応が十分 に図 られていな

いという点があ ると思 い ます。例えば取引などを紙による帳簿で保存 しなけれ ばな らない

とか、官 公庁 に申請す るときは紙でや って くれとか、広範な分野で各種制度 の中には情報

化を想定 していない制度 がかな り存在 してお りま して、 そうい うよ うな諸制度の存在 自体

が情報化 の支障にな っていると思 うわけです。

さて、以上 のよ うな需要サ イ ドの問題点 のほかに、供給側の後れ というの も原因が指摘

され るべ きだ と思 います。具体的には情報通信分野 にお けるさまざまな規制が存在す ると

いうことで、 これが いろいろ自由な市場 とい うことを難 しくして いて、そ こになかなか技

術革新が起 こって も入れ ない、あるいは起 こりに くくな って しまうとい う因果関係 がある

と思 います。 さ らに はソフ トの世界で もさまざまなコンテ ンツやアプ リケーシ ョンを提供

す るための能力や経 済性を持 つ、 そ うい う意味で イ ンフラ整備、通信 イ ンフラの未整備 さ

とい うよ うな もの もあ ります。ベ ンチ ャー ・ビジネスが育っための社会的環境が まだ十分

成 り立 って いない、 ソフ トウェアの価値が適正 に評価 され るマーケ ッ トが まだ十分育 って

いないとい うところの供給 サイ ドの問題点 もあると思 います。以上の ような課題、問題 が

ある中で、それでは通産 省 として何をや ってい くんだということにな るわけです。基本 的

に通産 省あ るいは政府 とい って もいいんですが、 これ は我々の役割 と しては経済活動 のあ

らゆる分野 における先進 的な情報技術の導入拡大、産業分野の情報化、あ るいは公的分野

の情報 化、そ してサ プ ライ ・サイ ドとしては、情報技術、 これ は広 い意 味でハ ー ド、 ソフ

トを含 めての高度化 を図 り、その推進を図るような施策、環境整備 とい うのが重要であろ

うと考 えて お ります。

さて、 その需要サ イ ドの対策 として、まず産業分野の情報化です。 日本 は92年 に非常 に

成長が低 くな って、会社 もバ ブル崩壊の悪影響 も受 け、研究開発投 資あるいは情報化投資

がマイナスに落 ち込んだわけです。その点で 日米の比較をいた します と、民間の設備投資

に占め る情報化投 資 はアメ リカは34%、 日本 は15%と な ってお ります。量的ばか りではな

く、質的 に もア メ リカの情報化投資 は各産業の設計、製造、流通 など、 さまざまな経済分

野 にお いて大 きな変革 を もた らす ような戦略的投資が集 中的に実施 されてお ります し、各

企業単位で見 て も リエ ンジニ ア リングというものを進 めてお りますが、その推進の ための

ひとっの手段 として情報化 を位置づけてや ってい ると理解 して お ります。

先進 的な情報技術 を経済活動全般 に導入す ることは、 まず企業活動 あ るいは組織の効率

化 で生産性が上が り、企業間取引や流通 の間にあ って透明性の向上が で き効率化が進 む、

そ して全体 と して産 業全体の生産性が上が り、構造改革を進め る鍵 に もな って くると理解

して いいので はないか。 この産業分野 の情報化 とい うのは、 もちろん基本的 には企業対効

果 とい うことで、民 間企業 自身が一義的 に取 り組む問題で あると思 ってお りますが、 ただ

将来の我が国の産業 の共通 イ ンフラとして、エ レク トリック ・コマースを実現す るとい う

ことを考 え ます な らば当然 そこに問題 とな る暗号 とか認証技術に代表 され る、業種 を超え

て取 り組 むべ き課題が数多 く存在 して いるわけです。 アメ リカで はコマー ス ・ネ ッ トに代
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表 され ます ように、政府が民間を支援 して さまざまな実証 プロジェク トを実施 してい ると

ころで して、通産省 と しま して も、 この産業分野の情報化投資を呼び水 と して何 とか民 間

事業、情報化投資への先導役をで きない ものか と、 この春補正 予算でエ レク トリック ・コ

マースの実証事業 に100億 円をいただ きま した。 この事業 は、実証 プロジェク トを実施す

ることによ ってエ レク トリック ・コマースを進めてい く際の技術 的課題だけでな く、制度

的な課題にっ いて も解決の方法 を見つ け出 して将来 の我が国産業 の情報ネ ッ トワー クの共

通の プラッ トホームを構築 して いきたいと考えている もので して、7月 末か らプ ロジェク

トについてのアイデア募集 を行 いま した ところ、100億 円の予算 に対 して300件 近 い応募

があ り、総額だけで4000～5000億 の応募要請 であ り、非常 に幅広 い産業の方 々が この情報

技術 の活用 とい う観点か らエ レク トリック ・コマースに強い関心を持 ってい ると感 じてお

ります。 これはまた従来 とち ょっと違 い ます のは、従来はどち らか と言 えば コンピュー タ

・メーカーがそ ういう提案 を して くることが多か ったのですが
、今回はむ しろこれを使 う

流通 や製造業の方 々か ら出されてい るとい うところが特徴です。我々は今後、繊維、電子

部 品、 自動車、鉄鋼等 々多 くの業種 において、下請 け、中小企業、中堅企業 も含めた幅広

い分野での情報化を進 める実証 プ ロジェク トを実施 して いきたい。 そ うい う形で産業界全

体 にこ うい う情報技術の導入の促進 を応援 して いきたいというのがまず1点 です。

2点 目は公的分野の情報化です。公 的分野で何 故情報化をや るかにつ いて は、公共 サー

ビスの質の向上 とい うのが1つ の 目標 です し、2っ 目には民 間の情報化の動 きの先導 的役

割を国 自らが負 って、呼び水 とな って民間を誘導 してい くとい う意識で通産省 も関係各省

と協力 しなが ら取 り組んでいるわ けです。

研究の情報化にっ きま して も、科 学技術庁等 々 と協力いた しま して大学や各研究所 にお

いて超高速 コンピュータの導入を推 進 して研究環境の整備 を進 めて いるところです し、 ま

た研究所間の高速 ネ ッ トワークによ る研究者 間の研究データの交換あ るい は共 同研究の促

進 とい うことで、研究用 の高速 ネ ッ トワー クの構築やギガ ビッ ト ・レベルのネ ッ トワー ク

に関す る研究 を始めているところで す。

医療福祉にっ きま して も、厚生省 と共 同 しま して遠隔医療の実現 に向けて医療画像やデ

ータの交換 をモデル的 に行 ってお ります し
、本年度か らは北海道 において医療施設9ヵ 所

を専用線 で結んで地域医療支援実験 を行 うということもや り始 めてお ります。

行政分野 は、 これは総務庁 と協力 しま して行政庁への情報 システムの導入を計画的に推

進す るとい うことで、通産省の場合1人1台 とい う目標を掲 げてパ ソコン導入をや ってお

りますが、政府全体 と して導入計画を実施 して もらう。それか ら政府の統計 白書 や刊行物、

審議会の答申あるいはいろいろな行政データ と情報、 これをで きるだ け電子化 、データベ

ース化 して広 く公開す る
。 これを9月 か ら一部実施を し始 めてお ります。

そ して もう1っ は、国会図書館 と協 力 して図書館の電子化 とい う実験を してお ります。

これはいろいろな紙 で保存 された文献 がた くさんあ りますが、その保管を効率化す ると同

時に、国の内外のネ ッ トワー クを利用 して電子パ イロッ ト図書館 システムを構築 いた しま

して・9月22日 か ら運用を開始 し、 国会図書館 と連携 し、 それが うま くいけば世界の博物

館、図書館 と連携 を して い くよ うな システム開発をや って い くところです。

なお、 この今申 し上 げま した公的分野の情報化 とい う問題 は昨年8月 に内閣 に高度情報

通信社会推進本部 とい うものがで き、 そ こで政府の情報化の推進 のための取 り組みがかな
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りな されて きたわけです。 この2月 に高度情報通信社会推進 に向けた基本方針が作成 され

発表 され ま したが、その中で6っ の公的分野、教育、研究、医療福祉、道路、公共輸送、

防災 のそれぞれの分野 にっいてそれぞれの関係担当省が実施指針を7月 末にま とめたとこ

ろです。 この実施指針 とい うの は各省が担当省 に協力 しなが らっ くったわけですが、今後

は この実施指針をで きるだけ早 く具体化 して実施す るということが重要ですので、本部長

が総理、通産大臣と郵政大 臣が副本部長ですが、我 々 も担当省 と協力を しなが らで きるだ

け加速的 に推進 して い きたいと思 ってお ります。

そ して また、我 々は情報化 には光 もあれば影 もあるとい う問題意識を持 ってお ります。

今 までの行政 の情報化で は情報提供 を目的と したデー タベースに重点が置かれた り、あ る

いはハー ドウェアだ け整備すればいいとい う傾向があ ったよ うに思 います。 より重要 な こ

とは、 この情報技術 導入 に伴 って行政のあ り方が変わ ってい くので はないか とい う問題意

識です。 もう1っ の重 要なポイ ン トは、情報化が進展 して制度 も変えなければいけない と

な ると、電子化 した ときに国税庁 はどういうよ うに して税務計算をや るのだろ うか、ある

いは遠隔医療を した ときで も今の医師法でお医者 さん はどこまでやれ るのだろ うか とか、

従来想定 して いなか ったよ うないろいろな諸制度が ございます し、書類の保存義務、あ る

いは役所 に許可、認可 を もらう申請 を電子化で きないか、そ うい うよ うな問題が ございま

す。 これにっ きま して は、 この高度情報推進本部で制度見直 しのための作業部会を設置 し

ま して、そ こは鋭意検討 してい くとい うことにな ってお ります。

以上 、需要 サイ ドの問題について いろいろ申 してまい りま したが、供給サ イ ドの施策 と

して、我 々は質の高 い ソフ トウェア、 コンテ ンツの充実が必要だ と思 ってお りま して、 そ

の多様化す る需要 に対 して情報技術のイ ンフラを使 って、国民や産業界が何を得 たい と思

い、何 を行 うことが で き、 どうや って 自らの レベルを引 き上 げてい くのかが重要 なテーマ

だ と思 います。ま してマルチメデ ィア ・ソフ トにな ります と、今度 は音声、映像 による豊

かな表現力が出て きて、従来 とは比較 にな らないほど幅の広 い発想 を具現化 した り、それ

を利用す る者に変化 に飛んだ効用を与えて くれ るもの と思 ってお ります。 これは非常 にっ

くる者の独創 力を直接形 に した ものであ るために、 この優れた ソフ トウェア、 コンテ ンツ

を世の中 にどうして生み出 してい くか、あるいはその環境 をっ くるか、そ して独創性 を ど

ういう環境 の中で伸ば してい って もらうのがいいのか とい う意味で、非常 にこれが大事 な

ポイ ン トになると思 うわけです。

しか しなが ら、 この ソフ トの供給力 というのは我が国で は残念なが ら極めて力は弱 い も

ので して、 もともとそのマーケ ッ トが非常 に狭 い、あるいは優れた ソフ トを製作す るため

に コス トをかけて もマーケ ッ トか らの回収が不十分で十分な資金や人材 を投入 し得 ない、

優れた独創的な人材が育つ環境が乏 しい等々いろいろな理 由があ るわけですが、 これをだ

か らと言 って放置 して いて いいわけがあ りません。そ うい う中で我 々通産省 と して は、何

とか して国 自身が刺激を し、元気 を与え、そ してそ うい うやる気 を起 こさせ る、あ るい は

環境 を整備す るよ うな こととい うことで、創造的な ソフ トウェアの開発 とい うものに180

億 円の予算 をいただいて、いわゆる現時点では技術が余 り市場性がない、 しか し非常 にそ

こにはアイデアとい う技術要素があ って、それを うま く仕上げれば今後 それがベ ンチ ャー

に も結 びつ くか もしれ ないとい う想定の もとで、ベ ンチ ャー企業、学生、大学 の研究者、

シンクタ ンク等 か ら応募を しま した ところ、まだ応募を始めて10日 くらいですが、今総額
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で180億 円の予算 に対 して1200億 円の公募 なり打診が来てお ります。 これは9月 下旬 まで

応募 を受 け付 けますので、 さ らに大 きな金額になるか と思います。1点 だけ ここで 申 し上

げれ ば、今 までの国のプロジェク トとい うの は大体 国が皆 自分 で こうしたいか らとい うス

ペ ックを決めて、 これをや る人 はい らっしゃい、そ してあなたに委託 してあげるとい うこ

とだ ったんですが、今般の もの は従 来のそ ういう枠 を超えた 自由な発想でアイデア、技術

か ら応募者に出 して もらう。非常に独創 的、先端 的であれば トライ して もらお うとい うこ

とで非常 に大 きな反響 を呼んで いるわけです。

また、 この9月5日 、長野県の丸子 町にマルチ メデ ィア研究 セ ンターを開所 いた しま し

て、そ こでいろいろなマルチメデ ィアの ソフ ト開発、あるいは人材育成をや ってい くため

の整備を行 ったところです。 さ らに地 域 と中央 との格差が開 きす ぎて は困 るので、地域 の

住民企業が容易 にマルチ メディア ・ソフ トを製作、作成 した りす る、そ ういう地域振興 な

り地域 の中小企業者が利用で きるよ うなマルチメデ ィア情報セ ンターを全国 に6ヵ 所整備

した いとい うよ うなことも進 めて いるわけです。

それか ら、今後 の取 り組 みは、情報技術者の育成、人材の育成 とい うところは当然 力を

注 ぎ込んでいかなければな らないと思 います し、通産省全体 と してベ ンチャー ・ビジネス

の振興のたあの環境整備、今ス トック ・オ プシ ョンとい うものを法務省 といろいろ調整 し

て お りますが、そのほか金 融債務保障等 々の事業支援の拡充 に取 り組んでお ります。

他方、 この情報 化を進め るときに影 の部分が ど うして も出て くるわけです。 これ はセキ

ュ リティの確保、 ウイルス、ハ ッカー等の対策、 プライバ シーの保護、知的財産権のあ り

方、 これ は権利保護 と利用の円滑化 の適正なバ ラ ンスを どうす るか とい う問題意識ですが、

こういう影の部分を きちん と守れ るよ う、あ るいはル ール化 して情報化を進 めるとい うこ

とをやる対策等についての検討を進 めているところです。

さらに、国際的な連携で は途上 国へ のいろいろな情報技術協力、G7あ るいはAPEC

の通信情報産業大臣会合で決 まった11の 国際共 同プロジェク ト、 その中で特 に通産省 と し

ては中小企業のための グローバルマーケ ッ ト・プロ ジェク トと電子図書館、 このへんの幹

事役 とな って国際共同プロジェク ト開発 を進めていきたいと思 って いるわけです。

最後 に、供給サイ ドにおける重要 な課題があ るか と思 います。一言で言います と規制緩

和 であ りま して、我々 として はこうい う需要サ イ ド・オ リエ ンテ ッ ドな情報化社会 を推進

してい く観点 か ら、ユーザ ーが 自由なニーズに合 ったイ ンフラやサー ビスを低廉 な料金で

選択 し享受で きることが基本であ ると思い、 この環境 をっ くるための規制緩和 が重要で あ

ると思 ってお ります。通信 イ ンフラの整備 にっ きま して も、高度情報化が需 要サイ ド・オ

リエ ンテ ッ ドに進む とい うことか ら、多種多様なニーズに最 も適合 した ものがそれぞれの

需要サイ ドで選 ばれ るべ きものであ り、 もちろん光 ファイバー も重要ですが、無線 、衛星

通信、同軸 ケーブル等 々、複合的で シーム レスなネ ッ トワークを形成 して い くことが望 ま

れ るわけです。 そ して民 間事業者が競争の もとでニーズを踏 まえ、技術開発の成果を生 か

しなが ら、 その整備を進めてい くべ きものだ と思 ってお ります。

今 日、企業が国を選ぶ時代 に入 った と言われてお ります。 日本政府全体 と して総合的な

政策の展 開によって、魅力あ る質 の高 いマーケ ッ トを 日本 自身がっ くり出 して、 それが供

給者 を刺激 し、その結果生み出 され る革新的な技術が さらに新 しい フロンティアを広げて

い くという、先程 申 しま した高循環 のダイナ ミズムを創出で きるような、そ うい う高度精
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報化社会が実現 され る ことを非常 に期待 して いるわけです。情報 システム、 ソフ トウェア

とい うの は、産業分野 は もちろん、広 く社会全体 の基盤であ り、 その新たな展開を切 り開

いて い く牽引力になる ものだ と思います。 さらに長 い将来を見れ ば、人間の知的活動を支

援 し、 それを活性化 して、人間の能 力をより高い次元へ飛躍 させ る鍵を握 るもので もあろ

う。資源 もエネルギー も軍事力 もない 日本が、21世 紀 に何で生 きて行 き、かっ良 い生活を

維持 し、 そ してそれ な りの国際貢献 がで きるのだろ うか。基本 的には研究開発、あ るいは

情報化、 そ うい うところの努力を今か ら怠 りな くや って いかなけれ ばいけないと考えてお

ります。情報化の問題 を考え る時に、そ うい った大 きな視点 とい うものを忘れて はな らな

い と思 ってお ります。

3.委 員 との意見交換

【公文 】

今 の情報化投資は陳腐化が極めて早 く、1年 か2年 もすれば、事実上意味のない ものに

な って しま う。です か ら、 どん どん償却を して いかなければな らない。 しか し、物理的に

は使 えますか ら、あ るいは下手をす ると日本列島は本 当に粗 大 ゴ ミ列 島にな って しまうお

それが近 い将来あ ると思 うので、それを避けるためにア ップ グレイ ドが非常に しやす いよ

うな システムを考 えて いただ く必要 があると思 うんですが、それは別 に して、と もか くど

ん どん償却 してい くとい うシステムをっ くらなければいけない。 しか し今の税制の もとで

はそれは非常 に難 しい。考えてみ ると、本来 どれだけを償却 しどれだけを利益 に回すか と

い うのは企業が 自己責任で決め るべ きことであって、あ る事実 の もとで は多少の客観的な

基準 はあるとい って も、一定の仕方 を押 しつけるとい うのはおか しい。そ こまで考え ると、

そ もそ も法人の利益の よ うな ものに税 を課す とい う考え方 自体 に、今の情報化 と馴染 まな

い面 があるのではないか。 こういう利益 とか所得 とい うものに対 して課税をす るとい う考

え方 は考え直 してみなければな らない ことではないか ということを、ぜ ひ通産省 にもお考

えいただ きた いと思 います。

コンピュータ産業の流れ は、大 き く見て分散化か ら協調化 の流 れへ入 った と見 ることが

で きる。 その協調化 の基盤 はコ ミュニケーシ ョンであ り、その コ ミュニ ケーシ ョンをベー

スに した コラボ レー シ ョンです。そ して コ ミュニケー ションを可能 にす るためには標準化

が必要不可欠であ り、 アメ リカでエ レク トロニ ック ・コマースで どん どん流れが進んでい

ったのは、 まず標準が あ り、そ してその標準化をベースに して、企業 その もののあ り方 を

変 えなければな らない とい うことで リエ ンジニア リングの思想が 出て きて、そ してその リ

エ ンジニア リングによ って生 まれ変 わ った企業が新 しい形 の コ ミュニ ケーシ ョンとコラボ

レー ションの システムを探す ことによ って企業統合 というコンセプ トがで き、さ らに はバ

ーチ ャル ・コーポ レー ションとい う形で、 これ までとは違 った企業の あ り方になるとい う

よ うに議論が進んで、 その線上 にエ レク トロニ ック ・コマース とい うコラボ レーテ ィブな

システムのあ り方 自体が電子的に行われ るよ うにな った と理解で きます。それ は多分に欧

米的 な、初めにその言葉あ りきで、 コンセプ トがあ って、それ を もとに して現実をっ くり

変えて い くと出て くるところか ら見 ると、非常に自然な流れ だろ うと思 います。果た して

我 々はそ うい う流れ に対 して どれだけ馴染み深いのか。標準化 もほ とん ど本気 にな ってや

らないで、 リエ ンジニ ア リングも流行だか らと関心 は示 したが実際 は何 もや らないで、エ
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レク トロニ ック ・コマースにな って色 めき立 って大変 だというの は、何か順序が逆で はな

いのか。 それ とも、 日本 だか らまさにそれで いいのか。

【一柳】

1っ は情報化の後 れの問題、 これ は事実、 どうして も年を取 られ た トップ経営者 とい う

のは情報化 と聞 くだけで、 なかなかよ く俺 はわか らん とお っ しゃって、素地 として難 しい

環境 にあるのかな とい う感 じが します、 これ は一般論ですが。

ただ、今般のエ レク トロニ ック ・コマースが これだ け関心 を持 たれて きた背景 というの

は、企業が生 き残 って行 くにはどうす るか とい う瀬戸際に きている。そ して、 コス トダ ウ

ンを図 っていかない と、極端に言 うと本社を閉めて皆外国へ行 くしかない という、 ものす

ご く切羽詰 まった気持 ちの中か ら、何 とか合理 的にコス トダ ウンを図れないか とい う気持

ちの現れです。本格的 な リエ ンジニ ア リング、 これ は日本 の場合 には レイオ フ して までや

るとい うことはで きない。 いかに雇用 をソフ ト・ラ ンデ ィング しなが ら会社 ど しての競争

力をどう出すか とい うところでいっ も悩んでお られ るわけで、 日本の風土か らい くと、 ど

うも企業内な どでや るのが精一杯 とい うことで、何 とかそれを我 々の場合 は産業構造 の変

革 という分野 にまで広げて、ひ とっ の呼び水、考え るきっかけを皆でそれぞれ取 り組んで

いきたい。 これが いい具合にタイ ミングが合 った。 これか ら不況か ら回復す るとい う期待

が あるわけですが、そ こへ頭が行 ったときに情報化 とい うもの に、アメ リカの例 を見 た場

合 に取 り組んでいかなければいけな い。そ ういう気持 ちが起 こっていると見てお ります。

【堀内】

日本の場合 は、情報 通信にっ いて はかな り世界的な レベ ルの中で先進国 と して の実績 を

上 げて きて いるが、情 報に関 して はまだ先進のあ とを追 いか けているという くらいの立場

で、非常 に弱みを感 じる。 これが これか らの高度情報化社会へ向けての基盤 としての研究

開発を進めてい く上 で非常 に自分た ちが不満を持 って いる部分です。

それが一体何でそ うな って いるのかを考えてみ ると、 日本全体の中 に常に先進的 に先導

的 に情報化社会を どん どん進めてい くだけのユーザ ー ・サ イ ド・オ リエ ンテ ッ ドの雰囲気

が まだな くて、それが特 にソフ トウェア関係の技術開発に対 して牽引力にな って いな いと

い う感 じを持 ってお ります。 これは国を上げてその方面 への需要サ イ ド・オ リエ ンテ ッ ド

の方面のプ レッシャーが高 まって こないと、学術的 に もそのへんが弱 いままで過 ご して し

ま って いるということがあ る。今 のままで行 くと、本来の通信技術の ほうもこれ に応 じて

進展 しそ こねますか ら弱 くな ります。 このへん は非常 に危機感を持 ってお ります。

【三枝】

郵政省 と余 り変わ らないな と実 は思 って、違 う場所が ないんだな とい う感 じが しま した。

通産省 と しての、大 き く産業構造を変え るとい う具体 的な意味がよ くわか らない。機械化

して い く上 において、社内の人間を減 らす ことはわか ったんですが、産業構造 の改革 には

それ はな らない と思い ます。 ソフ トの ことに関 して、具体的な例 がよ く見えない と思 いま

す。最近 アメ リカの放送局が大合併を始めて、デ ィズニ ーがABCと 、 それか らCBSが

タイムアナと合併 して、恐 らくNBSも 多分同 じよ うなことを行 う。 これ は日本 でい きま

す とどういう形 にな ってい くのだ ろ うか。今のテ レビ局 というのは大体5000億 くらいの売

上げでや っている会社ですか ら、 これが2っ 合わ さると1兆 円になる。つ まり数兆 円規模

を持たないとソフ トがで きない時代が来ている。 これ に対 してNHKは どう対処 して い く
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のだろ うか。私 は、銀行 と同 じよ うに再編が始 まるので はないか と思 います。 っま り、テ

レビ局 とい うのは今の よ うな状況の規模でや ってい って は世界 に勝て るだけの力を持てな

い。 テ レビ業界が大 きく再編成を始めてい く。つま り空気 のよ うな ものを売 る産業 という

もの に対 しての認識 をど うして も持てないという、我々の持 って いた頭 の構造で はいまだ

に払拭で きないで いるのではないか。

ディジタル ・ハ リウ ッ ドとい うものを もう1回 っ くり直 さなければな らない。 これをっ

くれ るかっ くれないかが、21世 紀 に日本が新 しい産業を持 て るか どうかに掛か って くる。

っ ま り通信 だけを持 って いて も仕方がない し、そ して会社 の中の省力化をす る ことだけで

は解決を しないだろ うと思います。根本的 に産業構造を変 えるため にはどうい うことをす

る気持ちがおあ りになるので しょうか ということをお聞 き したい。

【水野】

供給 サイ ドの問題 と して、独創的 ソフ トウェアの教 育支援180億 、 これ に対 して1000億

の応募 があ ったとい うお話ですが、大変 いい ことだ と思います。 この中で、独創的な ソフ

トウェアとい うことを判断の重要な基準 にされ る。創造性 とい うことも重要ですが、私 は

日本の ソフ トウェアが もっと伸びてい くためには市場性 を徹底的に考えて いかなければい

けない と思 います。 こうい った ソフ トのプ ロジェク トの選定の ときに、市場性、ユーザー

のア クセサ ビリテ ィとい うものを もっと重要視 していけば、 これか ら若 い人た ちが もっと

立派 な ソフ トウェアをっ くる時代 に進む ことがで きるので はないか。

【湯浅】

日本が こ ういうよ うに遅れたとい うことにつ いての危機感が感 じられない。何故 なのか。

日本が後れて しまった原因 に、国の責任 とい うの もあると思います。その中に は通産省の

責任 もあ ると思います。 この点 にっ いてど うお考 えになるのか。

それか ら、 これか らの情報化 に向 けて他省庁 といろいろ協力 して いきたい。 しか し現状

を見 ると、各省庁 間の縄張 りみたいな ものがあ り、その調整、協 力とい うものは必ず しも

うま くいかない。世 の中が期待 してい るよ うな ものは、 もっと大胆な仕組み をつ くってや

って もらいたい とい うことが国 に対す る要望 と してあ ると思 います。単 なるお題 目で はな

くて、具体 的に もっと進めてい く決意 というような ものを期待 したい。

【矢内】

この新 しい時代、情報化時代 と言われ るような時代を迎え るに当た って、 ソフ トあ るい

はコンテ ンツ側の ウエ ー トが小 さす ぎると考 えて います。 ど うして もハ ー ド中心型、ハ ー

ド先行型で考えて きて しま って いることは、10年 前のニ ューメデ ィア ・ブー ム以降ず っと

そ うで あろ う。 ソフ トあ るいはコンテ ンツが もっとバラ ンスの取れた大 きさで、ハー ドに

対抗、拮抗で きるよ うな状態にな って いかなければいけないと思います。

この ソフ ト ・コンテ ンツ側の ウエ ー トを大 き く持 って い くためにど うした らいいか とい

うことですが、公 的分野の情報化 は大変 いいことだと思 います。 これ は民用圧迫 もあ りま

せん し、逆 にこれ がいろいろな意味で牽 引 してい くことの効果 は大 きい と思います。昨年

など も、 いろいろな試 みが行 われ ま したが、例えばコ ンピュータ ・アーテ ィス トを中心 と

した、 アーテ ィス ト集団が 自由に使え る施設をっ くろ うとい う発想 は割 とよ く出て くると

思 います。 しか し、 もっとは っき りとわか る形の ものを大 き く2っ っ くるべ きだと思 いま

す。1っ は、大 きな シンボルになるものが欲 しい。 これは先程のデ ィジタル ・ハ リウ ッ ド
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構想 もその1っ として考えていい。 そ うい うシンボルが1っ 欲 しい とい うことと、 もう1

っは、産業 と しての下支えをす る部分 をきちん とっ くってい くべ きです。つ ま り、 もっと

広 く情報化時代 を産業 と して支え る人材育成を して いかなければいけない。CGの アーテ

ィス トを育て ることよ りもっと地道 な形で、新 しい時代 における、例え ば情報編集技術や

情報表現技術、 こうい う当た り前の ことをきちん とや っていけるノウハ ウが蓄積 されてお

りません。 この ことを進めて い く上 で も、公的分野の情報化は大変大 きな意味 を持 ってい

ると思 います。

今 までです と、 いわゆ る広報誌 とい う紙の媒体が市民 に向けて は中心の メデ ィアだ った

わけですが、 この紙が電子化 され、マルチメデ ィア化 されてい くことを考 えてみ ただ けで

も、相当 日常 的に も大 きな広が りを持 って くる。県や市や町村 といった レベ ルまで広が っ

てい きます と、ある種の紙 の上の情報 の広報の仕方で はな くて、電子化 とい うところでの

訓練が行われてい きます。 これ は人材 の育成 にっなが ります。同時に これ はベ ンチャーの

育成 にっなが ってい くとい うよ うな意味で も、産業 としての下支え、人材 を育て るとい う

ことを、 アーテ ィス トを育てることではな しに、 きちん と もう一方で進 めてい く必要があ

る。 シンボル と下支 えということを考 えお ります。

【高村】

人口の比率を考 えるとかな りの障害者が トップ レベルと して働 いていて もいい とい う気

が しますが、残念なが ら日本での状況 はそ こまで は至 ってお りません。 これは、いかに し

て情報が得やすい環境 にあ るか(の 違いである)。 アメ リカではADA法 あ るいは リハ ビ

リテー ション法が効 力を持 って いま して、 国 として買 うコンピュータはあ らゆ る障害者 に

アクセスで きる もので なければいけない とい う法律が あ りますが、 ど う考 えて も現在の状

況でその よ うな コンピュータを生産す ることは不可能です。 しか し、そ う掲 げ ることで、

多 くの企業がそ うい うものをつ くろうとい う努力を して いるとい うことは間違いないよ う

に思 います。 日本で も、 これか ら高度情報化社会 に追 いつ いていこ うとい う動 きの中で、

情報が電子化 され ることによ って障害者が多 くの情報 を得やす くなるだ ろ うとい う希望 は

強 く持 って いるわけですが、今の状況を考 えます と、アメ リカが通 って きた時代を一切通

らず に、最初か ら障害者 にはアクセ ス不可能 な時代が や って くるので はな いか とい う危惧

を抱 いて います。障害者対応 とい うことにな ります と、何かあ とにな って障害者 の ことを

考 えて い くという状況が多いよ うですが、 あ とで とってっ けたよ うな障害者分野あ るいは

高齢者分野 という形で はな くて、最初か ら包含 した形 での政策を考えて いただ きたい。障

害者 にとって どんな町が一番住みやすいのかを考えてみて も、 とて もシンプルな例 えば電

柱 のない町、あ るいは道路の広 い町が とて も住みやす い町であ って、障害者だ け高齢者 だ

けが住み やす い町などはな く、誰 もが住 みやす い町を考 える必要が あるので はないか と思

っています。そ うい うもの は後 にな ってつけ るのではな く、最初 か らの政策の中 に盛 り込

んでいただければ と考えています。 ど うして も、障害者、高齢者 といいます と少数 です の

で、お金のかか る部分が多いのですが、 これを何 らかの形で実現で きるところが国の力で

はないか。国がそ うい うところに目を向け ることで、障害者 も同時 に生活がで きる高度情

報化社会がや って来 るよ うに思 います。

【椎名】

企業が リス トラをや るときには仕組みを変え ると同時に企業を律 して いる価値観 も変 え
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なければいけない、そ うい うもの に苦労 しなが らや るわけですが、国 も同 じよ うな状況 に

今達 していると思 います。 その時 に、例えば税 の問題、公共予算の配分の問題 、各省 間の

縄張 り争 い、協業 とか仕組 みに関す る問題、即 ち我 々が今 まで高度成長期 には当た り前 と

思 っていた仕組みが もう軋 みを生 じている。新 しい仕組みに移 らなければ いけない時に、

もっと大胆 な政策提言を特 に通産省には期待 したいと思います。特 に規制緩和な どがそ う

ですが、ぜ ひお願 い したいのは、た とえ それが従来の考 え方でい くと通産マ ターではな く

て、よその省のマ ターか もしれないが、 こ うい うもの は打破 していかなければ いけない と

い う確信が あれば、 もう思い切 って踏み込んだ政策提言、発言、あるいは他省 とのオープ

ンな、ヘル シーなデ ィベー トとい うもの をぜひ大胆 に していただ きたい。 またマ スコ ミの

方 も、 ともすれば今 までの取 り上 げ方 は垣根の論争で通産 と郵政の喧嘩 とか い う次元 で取

らないよ うに、ヘ ルシーな、それが政策的な論争で あった ら、真面 目にそれを取 り上 げて、

大 いにエ ンカ レッジす るような姿勢 もぜ ひ取 っていただ きたいと思 います。

【渡辺 】

政府 における情報化が言 われま したが、そ こに大蔵省関係が除かれてい る。教育 、医療、

防災、交通 とい うことは出ているわけですが、公的の情報化の まず最初にや って もらいた

いのは大蔵関係の税務 とかです し、それか らCALSで も、防衛産業におけ る政府調達が

CALSを 発達 させて きた とい うことなので、何かそれを避けて通 ってい る面 も非常 にあ

るのではないか。規制緩和 などは、通産省が産業構造変革 とい う意味か ら規制撤廃 とか緩

和 とい うものを横串にや るべ き時 に来て いるので はないか と考 えてお ります。ぜ ひ もう少

し、ダイナ ミックに主 体 とな ってや って いただ きたい と思 ってお ります。

【諸井】

さきほどの公募の件 で、どれ に割 り当て るかの決定は誰が どうい う基準 でや るのか、 こ

の点 を併せて ご説明願 いたいと思 います。それで は通産省機情局代表ではな く、我が 日本

政府 を代表 してお答 えいただきたい と思 います。

【一柳】

通産省 は今 まで霞が 関イ ンベーダーとい うことで、他省庁か ら要警戒 の役所 だ とよ く言

われてお りま した。 しか し、 こ うい う事態にな って まだそうい うことを言 っていて いいの

かねとは、個人的に も思 ってお ります。一番恐 らく通産省がほかの役所 に も嫌 われ る理 由

とな ったの は、新社会 資本をや るべ きだ とい うことを平成4年 度の景気対策で13兆2000億

円の総合経済対 策にま とめ た時だ と思い ます。従来の公共事 業を見直 し、新 しい社会 資本

とい うこれか ら伸 び る分野、その必要な分野 に資源を変え るべ きであ るとかな り説得 して

回 ったわけです が、従来の公共官庁か ら猛烈 な抗議が来 ま した。実際公共事業の予算 を見

ます と、過去20年 くらい建設省68%、 農林省22%、 運輸省6%、 厚生省3%、 その他官庁

1%、 これは動 いてお りません。結論か らいいます と、役所 の縦割 りの権限争 いと同 じで

すが、 自分 の ところよ りもちょっと1%伸 び率が高 いと、 これ は将来 ものす ごい差 に広が

って しまう。 そ この危機意識 はす ごいものです。 これ は会社で働 く人 々 も同 じよ うな認識

だ と思います し、 プ レスの方 も似 たような感 じで 、各社 と競争 されてお られ るとい うの は

そこが根源 だと思 ってお ります。

まず、三枝 さんか ら産業構造 は変わ らない じゃないか、郵政省 と言 って いることが変わ

らない とい う話があ りま したが、 まず こう理解 して いただければいいと思 います。郵政省
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はいろいろな陸海空の通信道路な りを整備 して くれ、その上 を走 る車、 トラ ックは通産 省

が原則担当す る。 その積み荷 はそれぞれ各省、病院関係や教育関係の省が担 当す る。そ う

い う中で、我 々は、その コンテ ンツ、アプ リケー シ ョンの分野 にっ いて は原則 として通産

省が いろいろ産業分野 中心 に頑 張 らなければ いけないと思います し、 それに載 る積み荷 は

各省 それぞれの分野でさ らにうま くや って いかなければいけない。そのや り方 を、従来ば

らば らでや って いた。 その とお りですが、内閣に情報通 信社会推進本部が設置 され、基本

方針が出、そ してそれぞれの分野 の実施指針が出て きた。 これ は従前か ら見 ます と非常 に

大 きな進歩 であ りま して、その中でで きるだけ全体 を把握 しなが ら、それぞれの分野を ど

う位置づけ、ど う関係省を調整 してや って い くか という動 きにな ってお ります。 その動 き

をぜ ひ強めてい くのが、私 は非常 に大事だ と思います。

それか ら産業構造 と情報化の問題ですが、通産省 はかって12分 野が これか ら伸 びる分野

であ り、そ こを伸ばす よ うないろいろな施策の ツールをや らなければ いけないとい うこと

で、法律 を通 し事業創造法 とか事業革新法等々をつ くって、そ こには税制、金融 あるいは

いろいろな予算の補助 、出資等 々を盛 り込んだわけで、俗 に言 います カキ クケ コ産業、 こ

れは12の 伸び る分野です。 カは環境 、エネルギー関連産業、 これ はまだ まだ伸 びる産業。

キ は規制緩和 関連産業 と言 ってお りますが、い ろいろな分野 で規制緩和が起 こる ことによ

って非常 に新 しい産業が伸 びるであろ う。 クは暮 らしに関係す る産業で、住宅関連か ら余

暇、旅行、豊 かな暮 らし、そ うい うものを支え る産業 はさらに伸 びて い く。 ケは健康、医

療、福祉関連 の産業で、 コは高度情報通信産業。 こういう産業 を伸ばすために、政府 と し

ていろいろな施策、重点環境整備 をや って きてい るわけで、その中の ツールの1っ が情報

化 の推進 とい うことだと思 います。

例えば、 この情報化 を進め ることによって、例 えばエ レク トリック ・コマース、CAL

Sを 進めてい きます と、 いわゆ る企業の垣根 がだんだんな くな って くる。 あ るいは中小企

業が 自分 の得意技術 をイ ンターネ ッ トで出す ことによって、そ こにほか との組み合わせの

会社が集 まれば、いいバ ーチ ャル ・コーポ レー シ ョンがで きて大企業 と伍 して頑張れ る。

あるいはエ レク トリック ・コマース等で商売 の透 明性が高ま り合理的な取 引になれば、 自

ず と商取 引 も皆変わ って しまう。 いろいろな産業構造の変 化が起 こって くるのだ と思 いま

す。その中で、 ひとつの促進す るツールと しての位置づ けではないか と思 います。

それか ら三枝 さんがお っ しゃって いる、 日本は ソフ トが弱 く、例えばCNNと か スター

テ レビとかを見て も、 日本の文化 を世界 に送 るのが安全保 障の1っ で もあ るとの ご意見。

全 く私 もそ うい う認識 を持 ってお ります。 その変形が、先程 ご紹介 しま した長野県丸子町

の マルチ メデ ィア ・セ ンターで、 マルチメデ ィアで いろいろな製作をす る、あるいは人材

育成をや るとい うことにな ったわけですが、大胆 な発想 でそれを実現す るのは、 そ う容易

で はあ りません。ただ趣 旨は全 く同感です。

それか ら水野委員の創造的 ソフ トウェア、市場性を考 え るべ きと、 これは私 も全 く同感

です。ただ、 ど うして も国の予算で何かす るとな ります と、そ こには共通基盤的 な ものや

標準的な もの、あ るいは市場 に遠 い もの ほど国の方で見 う となる。市場性が あ りそ うな ら

それ は融資で いい じゃないか、何で国が補助 をす るんだ とい うひとっの予算 の与 え方 に し

ん どさがあ ります。努 力 して ここはや っていかなければな らないと思 います。

それか ら湯浅 さんの、国 にも責任が ある、通産省 に も責 任が ある、先程大蔵省 も非常 に
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後れて いるとい うこと もあ りま した。 これは私 自身の反省 もあ りますが、技術の進歩 とそ

れ を理解す る意識、 そ こに非常にギ ャップがあるので はないか。 恐 らく我 々の役所 は役所

の中でかな り進んで いると思 いますが、それで も情報化 という本当の中身が何かをわか っ

て いる人 は非常 に少 ない。 これは ま してや大蔵省に行 くと非常 に少ない と思 います。 そ う

い う意識が少 しずつ、先程の内閣の推進本部がで き、 そ して全体 的な動 きにな り、意識 レ

ベルが高 まり、若 い人 たちによ って さらに このギ ャップが埋 め られてい くので はないか、

そ うい う環境整備をや らな ければいけない と思 ってお ります。

それか ら、矢内 さんの コ ンテ ンツ、 アプ リケー ションな ど、そ うい うソフ トのバ ラ ンス

の とれた大 きさにな るべ しと。 お っ しゃるとお り、今 までハ ー ド指 向が強か った と感 じて

お ります。 ソフ トは確か に見えに くいのですが、最近非常 に ソフ トの脆弱性、 日本が他国

に後 れて弱い と同時 に、ハー ドだけ整備 されて もただの箱であ りま して、そ こは最近の政

策で も力を入れてい るところです。

それか ら、椎名委員の通産省 は大胆な政策提言 を しろとい うことですが、全 くその とお

りで して、む しろ我 々の政策 は、で きるだけ日本経済全体 を見渡 した中で政策展開 を し、

関係 の ところと協 力 してや って い くとい う方向で力を入 れて いきたいと思います。

それ か ら、渡辺委員 か らソフ トが後れて いて、公的分野、大蔵 は大変後 れている、政府

調達 において も云々 とあ りま した。例えば政府調達 その ものを どの よ うな電子化の中でや

って い くかという問題 につ いて は、 まず通産省 自 らや ってみ ようと、価格 だけで はな く技

術 その他の要素を考慮 して調達を してい く総合評価落札方式を、 いろいろな ソフ トウェア

の関係 か らいろいろな方が集 まって、検討会を開いて評価基準を策定 しま した。 こうい う

ことで、我 々をまず突破 口に して、政府全体に広めていければ と考えてお ります。

それ か ら、高村委員 か らの100校 プロジェク トで も、 いろいろ視覚障害 を持 たれている

人 との学校 もっなぎ上 げるとい うことで、私 ど もで も高村委員 の ご指摘 の とお り、そのあ

とか ら付 け加 えるので はな く、全体 の中に入れ込ん だ中でいろい ろと作業 を して い くとい

う取 り組みが大事だ と思 います。 そ ういう方向で今後我 々と して も力を入れて いきたいと

思 いますので、今後 と もよろ しくご協力をお願い したいと思 います。

最後 に、諸井委員か ら、創造 的 ソフ トは誰が どうい う基準で選ぶ のかにっ いて。 これ は

情報処 理振興協会 とい う協会 の事業ですが、審査委員会 は学者先生 、いろいろな専 門家、

そ うい う中立的委員を中心 に構成 いた しま して、そこでの基準 は新 しい技術基準、新 しい

アイデア、 そ うい う ものを中心 にテーマ ごとに、 これ はお もしろそ うだというところを柔

軟 に幅広 く選んでい きたい と考えてお ります。

(終 了)
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平 成7年 度 第3回 合 同 委 員 会 議 事 録(95.11.1)

1.各 委員か らの リー ドス ピーチ

【公文】

なぜ ここへ きてデ ィジタル革命 なんてい う言い方が広が って きたのか。その本質 はコ ン

ピューターのネ ッ トワークが、 これ までアナ ログの技術を中心 に して きた通信 と放送の領

域 に進出 しそ うにな ったことへの脅威、 これがデ ィジタル革命 とい う言葉 にな っている。

そ う見てみます と現在、 これまでの電話や放送 に対 して三つの方 向か ら大 きな競争の圧 力

というか、 これ までの基盤を揺 るがす脅威が出てきている。

その第1が 無線です。アメ リカでは、 ここにきて衛星放送 、特 にデ ィジタルの衛星によ

るテ レビが これ までのケーブルテ レビの基盤を大 きく揺 り動 かすので はないか という脅威

観念が 出て きて いる。電話の ほうは携帯電話がデ ィジタル化 し、 さ らに低軌道衛星、静止

衛星 を使 った グローバ ルな電話 の システム、世界中同一料金でのサー ビスが提供 され るこ

とが遠 くな い将来 に見えて きている し、 さらに広帯域無線通信が非常 に安 い費用 で可能に

なると、場 合によ って は光 ファイバー も要 らな くなるとさえ言われるよ うな大 きな技術革

新が次々に起 こって いる。

2番 目は コンピューターその ものの進出です。た とえば放送 あるいは映画の よ うな コン

テ ンツ産業、 ここでの制作費、編集費、あるいは配給等々の費用がデ ィジタル コ ンピュー

ターやディ ジタル編集 機器を導入 することで非常に安 くな って いる。 ソフ ト面で もハ ー ド

面 で も、 これ までの何分 の一、何十分の一の費用 で番組が作れ るようになって きた ことが

大 きい し、電話 も交換機 はコンピューターと言え るわけですが、 この価格低下が著 しい。

今年 日本で はパ ソコンが600万 台 ぐらい売れ るので はないか と言われてお ります。 この コ

ンピュータ、今 は1台 せ いぜい20～30万 ですが、10年 前の値段で評価 します と1台1億 円

とか2億 円の価値が あると思 います。 とすれば、10年 前の実質価 格で評価すれば、 コ ンピ

ューター産業 だけで今年の経済規模 は600兆 円 もしくは1200兆 円 とな ります か ら、他の部

門のGNP合 計の倍 とか3倍 の規模の ものを作 り出 して いるとい う、べ らぼ うな実質経 済

成長が起 こ って いることになる。 この点で も、放送や電話の施設 の価値が急激 に減価 して

い ると言わ ざるを得 ない。

3番 目には光 ファイバ ーを典型 とした広帯域通信の可能性 は、 コ ンピューターのネ ッ ト

ワークを世界的に普及 させて、 この上で放送や電話の機能が融合 してい く。 ここで極 めて

安 い価格で提供で きるよ うになると、 これ までの電話 と放送の産業のあ り方 自体が大 き く

揺 らいで くる。

そ うい う中で、い ろいろな競争の可能性が出て きてお ります。 それ は5っ ぐらいの レベ

ルに分 けて考え ることがで きる。 日本で もそ うです し、アメ リカで も同 じよ うな レベルの

議論が行われてお ります。 まずその第1は 、電話 で言 います と既存の電話会社、 日本 で言

えばNTT対NCCを ど うす るのか とい うレベルです。現在のNTTの 経営形態論はほ と

ん どこの レベルでの市 内網独 占をど うす るか とい った形で議論が行われてお ります。

第2の レベ ルは、既存の電話サ ー ビスとは技術的に異 なる、新 しいタイプの電話サ ー ビ

スがい ろいろな形で提供可能 にな って きた。携帯電話 やISDNが そ うであ ります し、 ケ
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一ブルテ レビ用の線 を使 って電話サー ビスを行 う、 さらにはイ ンターネ ッ ト上 で電話サ ー

ビスを行 うということが可能 になって きている。 このよ うな競争、つ ま り新 しい技術の導

入 による競争を どう考え るか。 これを、 これまでの言わば静態 的なスタテ ィ ックな競争 に

対 して、ダイナ ミックコ ンペテ ィシ ョンと呼ぼ うとい う提唱 もあ ります。そ して これか ら

の競争 の中心 は、む しろこうい う新 しい技術、新 しいサー ビスが出て くることによるダイ

ナ ミックコンペテ ィションであ って、その事態 を前 提にすれば、 これ までの独 占を独 占と

見 る考 え方 は成立 しな くな るか もしれない。む しろこれまでの独 占は、弱点 に転化す る可

能性 さえあると思 います。

それか ら第3の レベル はマルチメデ ィア とい う言葉に代表 され る、電話やその他 の放送

も含めた様 々なサー ビスの提供が統一的に可能 にな る。 アメ リカの場合です と、 コンテ ン

ツ産業 とパ イプライ ン産業 との間の競争があ り、た とえばディズニーがABC放 送 を買収

す るように地上波系の放送会社が どん どん買収 されてい って しま う。パ イプライ ンでは、

今度 は電話会社がケーブルを どうしよ うか とい う買収 ・合併が起 こってお ります。電話会

社 は双方向テ レビ、 ビデオ ダイヤル トー ンとい った ビデオ送信サー ビスが電話線の上 で可

能 になるとか、光 ファイバーを使 うとかを考 えて いたが、そ うい うのはなか なか技術 的に

面倒 なので取 りあえず無線を使 ったテ レビサー ビスを導入す ることで市場の確保 は したい

とい った、(中 期的な)5年 、10年 先の ことではな くて、2、3年 先 にど う対応す るか と

いう競争が急速 に起 こって いる。 日本で もこの レベルの議論がないわけで はあ りません。

4番 目はもっと大 き くグローバ ルな情報 イ ンフラの形 はいか にあ るべ きで あ り、 これを

誰がどの ように、あ るいはいかに分担 して作 ってい くのか、言わば情報通信産業全体のあ

り方 に関す る問題 も大 きなイシューであ ります。 アメ リカの場合、双方 向テ レビ対 イ ンタ

ーネ ッ トとい った考え方が大 き く二つの軸 に分かれて、そ して既存の情報通信業界 は基本

的に これ まで双方向テ レビで走 って きた。 しか し実際 には爆発的 に拡 大 して い るの はイ ン

ターネ ッ ト型の コンピューターネ ッ トワー クのほ うですか ら、 ようや くここへ きて イ ンタ

ーネ ッ トサー ビスが巨大 なマーケ ッ トなので ここを取 らなければな らない とい う考え方が

出て きて いる。 しか し日本で は、たとえばNCCに こういう観点があ ったか とい うと、 ほ

とん ど皆無であると言 わざるを得 ない。

それか ら最後 に、 こうい う新 しい産業 も出て くることを考 えた上で、既成 の枠組みを ど

のよ うに考えて い くのか という問題が あ ります。 たとえば通産省 と郵政 省に分 かれて いる

仕組みを、韓 国の ように統一化す るとか、あ るいは政策 当局 と規制当局 は別立 てにす ると

か、第三者的な独立の機 関を作 るとい った タイプの議論が考え られ ます。 ア メ リカで はN

TIAは 事実上解体 され、FCCに っ いて も解体論、廃止論が根強 く共和党 の中にはあ り

ます。 というわけで、 この既成の枠組 みにつ いて も考 え直 さなければな らない機運が 出て

きています。去年、 ちなみにゴアは通信法改正の中で、通信法第7章 に言わば イ ンターネ

ッ ト型の広帯域 ネ ッ トワー ク産業 とい うもの を考えて、 その規制の枠組みを作 っては どう

だ とい う提案を してお りま しだか、 これは実現 していない。今度の通信法 はそれにっいて

はオープ ン、む しろFCCと して はイ ンターネ ッ トの規制 は しない ことを明言 してい る。

こうい った点を考えてみ ます と、 日本 の場合 は、それがお互い有機的 に関連 し合 ってい る

のです。特 にこの4番 目の レベ ルの議論 を中心 に据えて、3や2や1を 考えて い くとい う

問題意識が少ない。 あ らゆ る議論がNTTの 分割 に賛成 か反対か とい う1点 か ら捉え られ

一70一



評価 されて踏み絵で分類 され るとい うのは甚だお もしろ くないと思います。 また分割だ っ

て いろいろな分割の仕方があ るのに、分割 と言 えば地域 分割 だけで、あたか も賛成 か反対

かが二つに区分 され るという現状 も甚だお もしろ くない と思 います。

最後 にそ うい う中で、 日本 も含めて新 しいタイプの通 信事業が爆発 して いる。 日本で も

携帯電 話 とかポケベ ルというよ うな積極的 に発信す るタイプの コ ミュニケー シ ョンを、消

費者が求め始 めた とい う事実は紛れ もないところです。 こうい う点では北欧が世界 で最 も

進んでい ると思 いますが、いわば個人主義的な生活様式 、電話 は1人1台 持っのが当然で、

どこで も持 って いるのが当た り前。それが さらに高度な通信機能を持つ ようにな るとい う

方向に行 くのだ ろうと思いますが、その中でイ ンターネ ッ トへの関心が非常 に高 まって き

て いて、 しか しなが ら現在の問題 はそれ に対す る供給がいかに も不十分であ る。 日本 は非

常 に不十分ですがア メ リカで もそ うです。その結果 と してどんな問題が起 こってい るか。

その第1は 、本来イ ンターネ ッ ト型のネ ッ トワー クは専用線で24時 間っな ぎっぱな しとい

う形 で使 うのが当然 だ と考 え られ ますが、それがなかなかで きな いものだか ら取 りあえず

今 あ る電話線を使お う。 しか し、っなぎたい時だ けっないで とな ります と、情報 を提供 す

るほ うが非常 にや りに くい。 メールを送 るに して も自分のサーバーを置いて公開 します と

い うわけにはいかない とい う非常に深刻な問題があ ります し、料金の問題 も発生 します。

それ か ら2番 目は、大手の電話会社等々が特にイ ンターネ ッ トバ ックボー ンのサ ー ビス

に乗 り出 してお り、 自分 たちに逆 にアクセスチ ャージを払え と言 っています。 また電話 と

同 じよ うな相互精算、 セツル メン トをやれ とか、 さらにはイ ンターネ ッ トは これ まで電話

型のギ ャランテ ィー ドサー ビスではな くてベ ス トエフ ォッ トと呼 ばれ るサ ー ビスで料金的

に も安 い し定額 とい うのを実現 して きたわけですが、そ う じゃないギ ャラ ンテ ィー型のサ

ー ビスを導入 しろとかの さまざまな要求 出 して、既存のイ ンターネ ッ トサ ー ビスプロバ イ

ダーとの間にア クセ ス ・ウォー と呼ばれる対立が今起 こり始 めてお ります。 この点 はイ ン

ターネ ッ トがお い しいマーケ ッ トであ ることで、いろいろな企業が参入 して くることは不

可避であ るし、大 き くは結構 な ことであるに して も、その結果 と して課金の方式 がイ ンタ

ーネ ッ ト型で はな い ものにな って しまうとすれば問題なのかなという危惧を持 ちます
。

それか ら3番 目に、そ うい う中で特 に日本は非常 に顕著ですが、イ ンターネ ッ トの全体

の システムの アーキテ クチ ャーが これまた電話 とほとん ど同 じような階層的な ものにな っ

て しま って いる。バ ックボー ンがあ り、1次 プロバイダーがあ り、その下 に2次 がぶ ら下

が り、 さらに3次 とい うことで、そ こは全部 スター型の連結 にな ってお ります。 これで は

イ ンターネ ッ トは本来 ローカルネ ッ トワー クを相互に連結 した もので、連結 の仕方 は ピァ

トゥピアであ り、相互 に対等だ とい う話 は成 り立 たない。神戸の震災の後 でイ ンターネ ッ

トが活躍 した ことが高 く評価 されたわ けですが、なぜあれが可能であ ったか とい うと、神

戸で は実 はイ ンターネ ッ トは未発達であ ったか ら可能であ った と言います。 あそこが発達

して いて、ポ ップな りノ ックがで きていて、 これが ボ ンとや られて、そ こにみんなが スタ

ーでっなが って いた と した ら壊滅 したはずだ。 そ うでなか ったおかげで、あれ は使 え たの

であ ると。 そ うであ るとす るな らば、そ ういうスター型 の方式 をどんどん コマー シャル に

作 ってい くことが適切であ るのか。あ る程度は止むを得 ないに して も、 それだけでい いの

か ということは改めて考えて見 なければな らないとい う点で も、 この全体のアーキテ クチ

ャーを どう作 るか とい うのは非常 に大 きな、真剣 な議論 を要 します。特 にバ ックボー ンと
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ローカルなネ ッ トワークの関係 も考えて見なければな らない ことだ と思 います。 これが イ

ンターネ ッ トの商用化が急激 に進んで い く中で出て きた問題点の一つだ と言え ます。

それか らもう一つの傾向はイ ンターネ ッ トの大衆化で、 これ まで は研究者が使 って いた

のが、 さらに企業、一般市民が使 うよ うにな って くる。一般市民が使 うよ うになると、今

度 は専 らイ ンターネ ッ トの上のお もしろい ものを見に行 くことがで きればいい。電話線 で

ダイヤルア ップでアクセス して、 ブラウザーを使 って あち こち見て歩 く。場合 によって は

注文 もす るという程度で十分楽 しめ るとい うのがイ ンターネ ッ トの主流 になると考え ます

と、 これ はまたイ ンターネ ッ トは双方 向的な情報の受信、発信を中心 に して いるシステム

な はず なの に、そち らで広が ってい ったので は何のための イ ンターネ ッ トか分か らない じ

ゃないか という嘆きが出て くる。つ まりこれ までの研究者 コ ミュニテ ィは、 イ ンターネ ッ

トの商用化でまず シ ョックを受 け、商売 に使 うのかで驚 き、 この次は大衆化で シ ョックを

受 けてお りますが、私 はそ うい った ものが一切あるべ きでない と考 え る『の はおか しいと思

います。あ る意味で は普及 に伴 う不可避的 な現象ですが、その結果 と して、そ ういう方 向

にスタ ンダー ドがで きて飲み込 まれてい って しまって、研究 目的の利用であ るとか、あ る

いは相互の コ ミュニケー ションの利用が著 しく不便 にな るとか料金が高 い もの にな ってい

くとすれば情 けない ことです。そ うな らない、言わば共存共栄 の形で相互補完的な仕組 み

に どうや って作 っていけるか とい う知恵を 出 していただ ければあ りが たいと思 います。

それか ら最後 に、今試みて大変 自分で も感動 して いるんですが 、 こうい う議論をイ ンタ

ーネ ッ ト上でやろうと思 いま して
、公開 とい う形で呼びかけてネテ ィズ ン ・フォー ラム と

い うのを作 り、情報通信政策の問題 あるいはNTTの 問題 を議論 を してお りますが、 もう

何百人かの方、 それ も非常 に多 くの専門家が国内在住だけではな く集 ま って、あ る意味 で

は結構専門的な議論を非常に細 かい論点 にわた って克明にや って お ります。率直に言 って

雑誌での議論 よ りは遙か に レベルの高 い現場にいる方たち とか担 当者の方が実名でや って

いる。 こうい うことがで きるのかと思 ってお りま したが、や ってみ るとかな りで きる。非

常 にお も しろい経験であ って、感動 してお ります。それか らもっと大 々的な ものにイ ンタ

レステ ィング ピープルという情報通信の専門家の メー リング リス トがあ りま して、現在1

万5000人 ぐらいの人が加入 してお ります。っま りここに投稿 して載せて もらえば、 自分の

意見 はほぼ世界中の、 まさに意味のあ る人には通 じます。 あるいはそ こで疑 問を投 げか け

ると、立 ちどころに非常に細 かい話が返 って きます。 た とえば先 ほどのア クセス ウォーに

っ いてど うなっているのか とい う疑問を書いた ら、数 日でMITの 研究者 やバー クレーの

人 とかいろいろな方か ら、内幕 とか見通 しにっ いて細 かい情報を送 って もらうことがで き

ま した。 こうい う使 い方 はイ ンターネ ッ トの非常に価値 ある使い方の一 つで して、 これが

萎んで しま うことのない システムに したい とい う感 じを強 く持 ってお ります。

【西】

NTTを め ぐる電気通信事業の行 き先みたいな ものをまとめてみ ま した。 まず最初 に、

時系列的 にどうい うことが起 こったのかを辿 ってみたいと思い ます。最初 に言 えることは

、1985年 の民営化 というのはNTTを 株式会社 には したが民間の会社 には しなか った と言

うことです。ですか ら我 々が今問われている ことは、本当の民 営企業 と してNTTを 一 本

立 ちにさせ ることがで きるか ど うかではないか と思 うわ けです。民営化 して非常 におか し

い と思 うの は、民営化す る時 に政府 が保有株式を放 出 してキ ャピタルゲイ ンをやること も
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で きま したが、 ここで新株を発行 して資金をNTTに 注入すべ きで はなか ったか。つま り

政府が 莫大 なキ ャピタルゲイ ンを得て赤字の解消に一役か った り新 しい投資財源を作 った

とか とい う事 は評価で きるか もしれないが、 ドイツテ レコムの よ うに株式を発行 して新 し

いお金 はNTTに 入れ るべ きで はなか ったか。そ うすれば、 そ こで調達 したかな り大 きな

お金が全部NTTの 血 とな り肉 とな ったとい う感 じがす るわけです。

89年 に電気通信審議会の答申は分離をす るとな った。長距離通信の分離 と市 内通信 は引

き続 き検討す ることにな り、移動体通信を分離する。そ うい うことが答 申されま したが、

3月2日 か ら3月30日 の この1カ 月の間にいわゆる政治的に先送 りとなったわけです。 で

すか ら、 ど うも審議会が どう言 って も、その上の レベルでの ひっ くり返 しの判断がいつ も

あるとい う感 じです。 それで5年 先送 りにな ったとき、 この5年 間 に起 こった一番大 きな

ことは、NTTが ニ ューヨー クとロ ン ドンに株式を上場 したことです。っま り、世界 的な

企業 に資本関係 はな りつっある とい うことです。

それで95年 に もう一 回見直す ことで今 や っているわけです。2月 に答申が 出ることです

が、そのあ とに予測 され る政治的な番狂 わせ というのは必ずいつ もくるわけで、今回の政

治的な番狂 わせ にっいては、新聞な どを読む と選挙を もう一 回や って、今の 自民党の体制

がひ っ くり返 って新進党 になるとかいろいろなことが言われてい る。ですか ら政治判断が

どうい う形で行われ るか とい うの は、全然見えないわ けです。 それで も判断があって、そ

れで分割 とか分離をす るとなれば、おそ らく次のよ うな プロセスになるのではないか と思

います。分割の場合 は閣議決定を して、それか ら郵政省が法案を作 って国会に提出 し、一

番 プライオ リテ ィを高 くや ると思 います。それで法律が公布 されて、それに基づいて株主

総会 に議案が提 出 され る。株主総会への提案の仕方 は2っ あって、会社が提案す るの と株

主が提案す ることです。特別決議 は3分 の2以 上 の賛成 がいることにな ってお ります。 そ

の決議が終わ ってか ら分割にな る。 そ うい う手続 きになろ うか と思 います。ですか らこの

一連のNTTの 問題の一番のヤマは
、我々が民間で議論 をす るとか、郵 政省の審議 会が答

えを 出す とかのプロセ スの後 に来 る政治判断であろうと思 います。 その政治判断 も、政権

を取 って いる党 の政治判断が一番重要にな って くる。 それ に関 して は自民党だ とい うこと

ですが、 これはひっ くり返 るか もしれない。それで全然先が見え ませ ん。

先 ほどNTTは 株式 会社 にな った とい うことなんですが、分割 問題 とい うのは国 の1部

門の分割 とい うロジ ックを使 うので はな くて、株式会社であ ることを正面 において考えな

ければいけないと思 います。っ まり株主が170万 人 いる会社。 これ を株主の利益 を損 なわ

ない形 で分割、あ るいは分離をす ることが果 して可能か どうか、 いわ ゆる法学的、経営学

的、経済学的な検討 を しなければいけない。 そうす ると、一部上場会社の社長が恐 いの は

株主 と労働組合 とい うの は もう決 ま って いるわけで、 まずNTTが 上場を3回 して います。

日本 とニ ュー ヨー クとロ ン ドン。 この三つの上場の ときのプロスペ クタスに何が書かれて

いるのかをチ ェックす る必要 がある。そ うす ると、東京 に上場す る時に は分割問題の こと

は時間的に も昔 だったわけで1行 も書 いていない。それか らニ ュー ヨー クとロ ン ドンに上

場す る時に経営形態に関す る議論があ ることは書かれて いますが、 こうい う大 きな分割 に

っ いて は書 かれていない。 アメ リカの弁護士によると、 グ レー とい うことは必ず訴 え られ

ると言 いますが、 これ は説 明義務違 反に当た ると思います。 とい うことで、株主代表訴訟

の可能性 があると、大方 の人 は言 うわけです。
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それか ら株式分割 に際 して、分割の仕方が いろいろあ りますが 、分割 して株式 を配布す

るというや り方 につ いて は分割 した会社がいきな り公開上場す るのは難 しいですか ら、株

式の換金性 とか流動性 に問題が 出て まいります。それか らこの株式 を売却を して株主 にお

金 を送 ることは、継続保有を したい株主に対 して株主権の侵害に当たるだろ う。 それか ら

株式配布 を して端株を持 っている人 にお金 を送 ることも問題があ るだろ う。

3番 目に、分割会社 に資産 を移動す るとか株式 を配布す るとい うことに関 して は、新 し

く税金が発生いた します。 この問題 は特別立法を して無税 にすれば解決す るわけですが、

もしこれが持ち株会社を使 って分割をする ことになれ ば、 これか ら持 ち株会社が許可 にな

ってい くときに、 ほとん どの会社が この特例 に関 して 自分の ところ も認めてほ しいという

動 きが出て くるだ ろうと思 うわ けです。

それか ら、労働協約に基づ いて会社の形が変わ るときに労働組合 の合意 が必要 にな りま

すが、NTTの 労働組合 の賛成を得 ることはおそ らく無理 じゃないかと思います。

そんなことをいろ いろ考 えると、分割が可能か不可能か とい う議論 は、分割 をす るのが

いい悪いという議論 とは別に存在 して いて、 いきな り分割す るのはおそ らく無理 だろ う。

とす ると、 このNTTの 経営形態の議論を長引かせ るよ りも、NTT以 外をどの よ うに再

編成す るかが、取 りあえず の大 きな問題になって くるだ ろ う。NTTそ の ものをど うす る

か に関 しては、す ぐで きるよ うな アクシ ョンを取 るべ きだろ うと思 うわ けです。

理想案 は、今持 ち株会社 を3年 以内 に見直す と言われてい ます が、 この持 ち株会社を使

ってNTTを 分離す るのがいいので はないか。それで、 これか らの リス トラクチ ャ リング

に も備え られ るだ ろうと思 うわ けです。で も現実問題 と して持 ち株会社 は今認 め られて い

ないわけですか ら、事業持 ち株会社を使 って分離 を して、それで持 ち株会社 とほぼ同等の

結果が得 られ るだろ うと思 います。

8社 というの は、地域分割で はな く事業で分離 をす る。長距離 と、市内 と、 マルチ メデ

ィアのイ ンターネ ッ トと、大企業向けのソ リュー ションとい うこと。あ とは通信機器の販

売。 これ は日電 とか富士通 とかそ うい う通信機 器会社 とコ ンビー トす るわけですが、生産

設備 を持 ってお りません し、 しか し全 国に非常 に大 きなサー ビスネ ッ トワー クが今存在 し

てい るわ けです。です か らこれを生 か さな い手 はないと思 うわけです。あ と、 クレジッ ト

カー ド会社。 これはテ レショッピングとかエ レク トロニ ックコイ ンを考えた場合 に、 ク レ

ジッ トカー ドの金 融会社 というのは非常 に重要 な意味を持 ってまい ります。 あ と電話帳1

04、 電話帳の ほうは黒字で104の ほ うは赤字ですが、 これ を合 わせて他 の通信会社 と

一緒 に合弁 の会社 にす る
。あ と持 ち株会社。分割 によって研究開発が弱 くなると言われて

いますので、持ち株会社の下に基礎研究所を作 る。 ここで考え なければいけない ことは、

持 ち株会社 に株式 を保有 していて、 それで投 資会社の ような形 に して、いわ ゆる株主総 会

の議決を経 ないで も分割 も可能 にオプ ションとしてい くのが いいだろうと思 います。それ

か ら研究所 にっいては、共同研究所 を作 ると結果が出ない とJRの 社長がお っしゃってい

ま した。共 同研究所 をやめて、それ ぞれのオペ レー シ ョン会社が独 自に研究所 を持 ち始 め

た ときに結果が直ちに出始めた ことを聞 きま したので、研究所 はそれぞれの サー ビス会 社

ごとに持 ったほうが いいのではないか と思います。そ うす ると基礎研究がで きな くな ると

い う議論が出て きます。ですか ら基礎研究をやるような雰 囲気 とい うのは、総売 り上 げの

一定額を長期的に持 ち株会社 の下で使 ってい くのがいいだろ うと思 うわけです
。
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っ まり、 こうい う感 じのスキームがあるの じゃないか。今年 の3月 に規制緩和 の一部 と

して持 ち株会社 の議論 が出て きた ときの新聞報道 によると、3月21日 と25日 、経 団連 と通

産省が持 ち株 会社 をや りま しょうとい う。28日 になると公正取引委員会がいい と言 った。

29日 にな って、閣僚 の間に反対論がある。 ここで反対 された もので3年 以内に見直 しをす

るという政治判断が あ ったので はないか。 ここもNTT問 題 と同 じよ うに政治判断が効 い

て くるみた いです。 で もこれで はっきり3年 以 内に見直 しというか、3年 以 内 には政治判

断で持 ち株会社 はOKに なるだろ うと思え ます。

NTT以 外の通信 会社 を小 さい まま、 この まま置いてお くのか とい う議論があ ります。

郵政省のNTTを 規 制 しよ うとい うロジックは、 こうい う会社が小 さい会社だか ら伸 ば し

て いかな ければいけない。 こうい う小 さい会社 を伸ば して い くためには大 きなNTTを 規

制 しな ければいけない とい うのが、過去何十年 ものNTT規 制論 のベースで はなか ったか

と思い ますが、それ で どうい うことが起 こったか と言 うと、NTTを 規制す ることによ っ

てNTTの 活動範囲 が 日本だ けに制限されて、世界的に 日本の電気通信産業の存在感 は弱

くな りっっあ るわけです。

こうい うところをNTTの 規制を外 して、外すだけで はな く小 さな会社 を大 き くす るこ

とによ って、将来の 図式が描け るだろ うと思 いますが、それを組 み合わせてい くときに、

いろいろ考 えなけれ ばいけない ことがあ ります。一つ は電力系の通信会社 があ りますが、

これを全部一っ にす る必要があ るのか どうか。 これは通産省は もちろん賛成 しているわけ

ですが、関西電力 は関西の雄だか ら反対みたいな雰囲気があ るし、東京 と関東、 中部、関

西が黒字 で、あとは赤字 という資料があ りますが、東電 は東京圏 だけ ビジネスが あ った ら

もういい とい う雰囲気があ るよ うな感 じが します。 それか ら、第2電 電 とテ レウェイは無

線 と光 ファイバ ーで補完関係にあ りますが、両方 ともオーナーが い らして、 それ ぞれキ ャ

ラクターをお持 ちの方ですか ら仲良 くうま くい くかと言 った ら無理だ ろうと、 みんなが言

うわけです。 セル ラー も同 じです。NTTとKDDが 一緒 になる ことについて は、おそ ら

く強者 が二つ一緒 になることで は反対 となるのではと思い ます。IDCがNTTに 合 うの

では とい う感 じが個人的 には します。あ と電力系は資本系列が似て いるので 、ITJの ほ

うが うま くマ ッチ ングす るだろ うという感 じです。体制 と して は、 シナ リオは3っ ぐらい

あ ると思 います。全部が1っ になる。 これ はよほどの ことを しなければ実現で きないとい

う感 じです。2社 体制 は、1っ は電力 とその他。電力が2っ に分かれて東京 と関西 とい う

分 け方が あるだ ろう。3社 体制 というのはいろいろあ りますが、東京、関西、 あと経団連

とかの、 そ ういうグループで はないか という感 じが します。 それで現在 は、NTTを どう

こうす るという問題 ばか り言われていますが、私 はそれ も含めて 日本の電気通信事業 をど

うす るとい う議論 があればいいとい うよ うに思 います。

こ うい うことを 日本 が 日本の中だけでや っています と、間違 いな く文句を言われ る筋が

で きま して、アメ リカ とイギ リス とヨーロッパの、いわゆるAT&Tと ブ リテ ィ ッシュテ

レコム とフランスと ドイツの グループと、 このNTTと その他 の グループを どう位 置づ け

るのか とい うことをは っきり決めなければいけない。小 さい会社 を小 さいまま放 ってお く

と、 こうい うところに全部や られて しまう。や られて もいいと言 う人 もいます が、そ うい

うもので もないと思 います。

新 体制でのNTTで の経営事業課題 とい うことで は、放送事業へ進 出 しケー ブルテ レビ

ー75一



をNTTが や るのかや らないのかを はっきりす る必要がある。それか ら衛星電話事業。 こ

れは世界中をカバ ーす る衛星電話 で、 これが存在す るとKDDが 吹 っ飛ぶ とい う話です。

これ は京セラが イ リジウムをや ってい ますが、 イ リジウムと もう1社 ぐらい世界的 に事業

が うま くい きそ うな可能性があ ります。ですか らイ リジウムの次に うま くいきそ うな会社

に コ ミッ トす る必要があ るだろう。 これは結構お金が要 ります。 それ か ら電話帳 と104

(番号案内)の 会社を電気通信事業会社全部の合弁会社 に して、サー ビスセ ンター に して

しま うとい う構想。 これ もなかなか した くない。 というの は電話帳の情報 に非常 に多 くの

営業情報 など も含 まれていますか ら、誰 もオープ ンに した くない。で もユ ーザーの便利 を

考え るとや らないといけないだろ う。 これ は一番最初にや らなけれ ばいけない。

あとNTTの 海外戦 略 とい うことでは、AT&Tの 場合 には2000年 に売 り上げの33%が

海外の事業 だと、国際事業で はな くて言 って いるわけで、2000年 にNTTの6兆 円の うち

の3分 の1が 海外、2兆 円を海外 で売 ることはNTTが で きるはず もな'いわ けで、で もそ

うい うよ うに しない と、株式を世界 に上場 して いる会社 と しては真剣 な海外戦略が要 るん

じゃないか。 そ うい うことを考 えたわけであ ります。

【山田】

NTT問 題、10年 間議論を されて きてお りま して、いよいよ来年の3月31日 を リミッ ト

に、NTTの あ り方 について結論 を出す とい う状況 に至 っています。私 ど も、情 報労連 は

名前の とお り情報通信産業労働組合連合会 とい うことで現在28万 人を組織 しています が、

この ほとんどが情報通信産業部 門の企業の労働者であ りますので、 日本の情報通信産業の

将来 に当該 ユニオ ンとして一定の考 え方 をまとめて問題提起を し、大 いに議論 を して もら

う社会的責任 もあ るとい う立場で、意見提供 させて もらっています。

この際徹底的 に広 く議論を して もらって、 さらに先送 りをす るとい う事態 はもう今 の国

際的な流れか らして も許 されないと考え ますので、徹底的な議論を した上で、来年 の3月

31日 まで には、 きち っと した結論 を出 していただ きたいと思います。

私 どもはNTTの 分離 ・分割問題 は確かにNTTの 経営形態の問題であ ることは間違 い

ないですが、 これか らの 日本の情報通信産業 の行方 を大 き く左右す る問題であろ うと考え

て います。NTTが1社 体制で 日本の フラ ッグカ ンパニー と して イ ンフラを責任 を持 って

担 ってい く、そ うい う観点で 日本の情報通信産業の将来を考え るのか、あ るいはNTTを

分割 して地域 に、たとえば電 力方式の よ うな形 で切 り刻んだ中で21世 紀 の高度情報化社会

を展望す るのかによ って は、大 き くその政策 のスタ ンス も変わ って くると思 います。 そ う

い う点で はこのNTTの あ り方 とい うの は、 日本の情報通信の将来の問題で もある とい う

立場 で議論を進 めてお ります。

政府 はNTTを 民営化 し、分離 ・分割を し、 そ して新 規参入を促 す ことによ って 自由化

を進 めたいとい うのが10年 前の出発点であ ったわけですが、その中で今 日まで残 って いる

のがNTTの 分離 ・分割問題であ るわ けです。 この問題 につ いて、私 ど もは一貫 して分離

・分割 につ いては反対を して きま した し、今 回の議論に当たって も、今 までの立場を変え

る必要 はな いと思 ってお ります。私 ど もではNTTを 分離 ・分割 した場合、8っ の デメ リ

ッ トが想定 され ることで意 見を集約 してお ります。

その1っ は、NTTを 分割 した場合 は高度情報通信のイ ンフラ整 備の地域間格差が生 じ

て、 日本全体のサー ビスの低下 にっなが る。2っ は、経営状況の違 いによ る地域 間格差が
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生 じて、サー ビス とか料金 に格差が出て くる。3っ は、高齢化社会 におけ る国民福祉あ る

いは国民生活の向上 とい う観点か らも大 きな阻害要因にな って くる。4っ は、災害時 と危

機管理 にお ける統一的 な対応 を困難 に して、国民のライフライ ンを守 る防災体 制確立の点

か らも阻害点 が出て くる。5っ は、マルチメデ ィア時代にます ます重要 とな る通信 のエ ン

ド・エ ン ド、 このサ ー ビスの提供 に支障をきた して くる。6っ は、国外の 巨大通信事業会

社 との対抗力を失わせて、わが国の情報通信産業が国際競争か ら取 り残 され るとい う懸念

が強 まる。7つ は、研究開発力の弱体化を招 いて くる。そ して8つ は、仮 に分 割す るよ う

な ことにな った ら膨大 な分割 コス トの発生が予想 されて、そのツケは利用者、国民 に回 っ

て くる。 これは今の局面では決 して プラスにはな らない とい う、だ いたい8点 のデ メ リッ

トに集約をいた しま した。

特 に労働組合 の立場か ら申 し上 げます と、先般連合の大会で新 しい方針を決 定いた しま

したが、その第1番 目に今後の連合な り労働組合運動の基本 と して、成熟化社 会へ の挑戦

とい うことを正式決定 いた しま した。 日本の現状 や将来を捉え る中で、成熟化社会 という

社会の捉 え方 を して、それに労働組合が挑戦を して い くとい う方針を決めたわけですが、

その成熟 化社会 とはなんぞや とい う中で、連合 と しての考え方を整理 いた しま した。 これ

か らは物量 的な発展 は望 めない。む しろ質的な問題を重視 した取 り組みが必要 になって く

るだ ろう。 そ ういう点では工業化社会か ら情報化社会への流れの中で、今の 日本の システ

ムとい うもの を基本的な観点か ら見直 しなが ら、 そこで労働組合 の果たす役割 な り取 り組

みを考 えて い こうじゃないか。 高齢化社会 とか 日本の少子社会 とか、そ して分配の問題 に

っ いて も質の問題をかな り重視 した形での取 り組みを決 めたわけですが、 その 中で も、 こ

のネ ッ トワー クの活用 とい うことをかな り重視 を した方針 にな っています。

このネ ッ トワー クを重視 した、あるいは国民福祉に寄与す るよ うな情報 ネ ッ トワー クを

どう作 って い くのか。 あるいは来 る高齢化社会 にな ったときに、 日本の社会が さ らにゆ と

り、豊か さが享受 で きるような社会 にす るために、社会 システム と しての情報 ネ ッ トワー

クを どうす るべ きか とい う議論 も提起を されてお りますが、そ うい う議論の中で、我々情

報通信産業を担 う者 として、 この今 あるNTTの 一元的なネ ッ トワー クをどの よ うに将来

に向けて活用す るの か。 これは当該労働組合 と して積極的に ものを言 い、 あるいは経営 を

チ ェックしてい く、 そ ういう責任 は負わ されて いるとい う観点 で、 ここに1項 目と して高

齢化社会 におけ る国民福祉、国民生活の向上を阻害す るを挙げていますが、 この問題 を真

剣 に考えて いったときに、 どうして も競争 とい う形で どん どん促進 されて いった ときに、

福祉 に関 しては切 り捨てや質の低下が予想 され るわけであ って、 この未曾有の高齢化社会

が進む中で、その部分での福祉が弱 まった り切 り捨て られ ることにな った場合、 どうい う

社会 にな ってい くのか と考え ると、情報通信の立場か ら、 この部分 をユニバーサルサー ビ

スと言えば きっ いか もしれませんが、福祉を重視す るとい う観点か らのネ ッ トワー クとい

うものを、真剣 に考えてい く必要があるだ ろう。

それか ら当該産業の働 く者 と して非常 に自ら危機感を持 って いるの は、海外 の メガキ ャ

リア、AT&Tと かBTあ るい は ドイツテ レコム、 フランスな どが、海外 国際ネ ッ トワー

クの強化 を図 って きているわけで、 イギ リスのBTを 中心 に した合弁会社 コンサー トの動

きや ドイツとフランスあるいはアメ リカのスプ リン トが提携 してや っています ア トラスと

いう海外の グループ、それか らAT&Tを 中心 とするワール ドパー トナーズとい うグルー
[
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プ。今 この3っ が大 き く海外の メガキ ャ リア とい う形 で、 グローバ ル化の中で シェア争 い

を している。 そ して どんどんア ジアあがけて動 きを強あて きている。 これに 日本 はど うす

るのか とい うのが迫 られて いるわけで して、今の ような国内、国際という形 で事業を分 け

る、あ るいは1種 、特別2種 あるいは2種 とい うような形で事業 区分を行 う、 こうい う今

の体制で ほんとにこれか らの21世 紀 に向けて 日本の情報通信 は世界で生 き残 れ るのか。そ

うい う危機感 を私 どもは感 じています。

それで は どうす るのか。今 このNTTの あ り方問題 を単 にNTTの 経営形 態の問題 と捉

えず に、 日本の情報通信全体の中でのNTTの あ り方 を、今の事業法の規制の問題や事業

区分の問題 も含めて、基本か らこの際見直 して い く観点が必要にな って きてい るだろ う。

そ ういう意味で は、国際部門、国内部門 とい う垣根を取 っ払 うよ うな議論 も、我 々は敢え

て避 けて通れ ないと思 ってお ります。ただそのや り方 や方法や時期 とい うのは慎重 にや る

必要がある と思 いますが、そ うい うスタンスに立 った、世界を意識 したあ り方論 を是非 こ

の際詰めていかな くてはな らない と強 く感 じて お ります。

我 々当該産業労働組合 としては、 この際広 く議論を起 こしていただ いて、最後 は万機公

論 に決 してほ しいとい う立場で意見提供 させて もらお うと思 ってお ります。

2.委 員 との意見交換

【大槻】

これか らの情報通 信のあ り方を考え る場 合に、 まず前提 として、 マルチ メデ ィア とい う

時代を迎 え、 さらに産業の国際化、空洞化を迎 えて、 日本での新 しい産業の育成を考えて

い く。そ うい う観点 か ら見て、 これか らの情報通信のあ り方 はどうあるべ きかを根底 に置

いて考えていかない といけないと思 います。

社会イ ンフラの整備が 日本 は非常 に遅れていると思います し、また公共投 資 とい う点で

見 ます と道路 とか橋 とかが非常に多 いわけですが、今やネ ッ トワー クの時代 とい う新 しい

社会 インフラを整備 していかない といけない ところです。 そうい う中で、NTTの 問題 も

そ ういう前提の下で考 えて いかないといけないと思います。NTT問 題を考え る上で も一

番大事なのは、消費者 の立場 に立 った形で考 えるべ きです。 どのよ うに国民、あ るいは利

用者のみな さんの生活 の向上 に役立 ってい くのか。そのために情報通信が どうあ るべ きな

のかを徹底 的に議論 を して、その上で この姿 をど うするのかが一番大事で はないか。

銀行をは じめオ ンライ ン化が非常 に進んで きてお ります。 こうい う情報通信 が、我 々の

生活の中に本 当に密着 して きてい るよ うに思 うわ けですが、災害 とかが起 きた ときに社会

パニ ックが起 きないネ ッ トワー クとはどうあ るべ きなのか、情報通信が どうあ るべ きなの

か も、非常 に大事な ことであ ると思 ってお ります。 こうい うネ ッ トワー クは、エ ン ドトゥ

エ ン ド。受 ける側、送 る側 に一気通貫の形 で整備 されて ないといけな いところがあ ります

ので、その途中のある地域でデ ィジタル化 が遅れ るとかにな ると完全なサー ビスがで きな

い ことも出て くると思 ってお ります。

国際的 な動 きにつ いて も非常 に大事だ と思 ってお ります。国際的 にはメガキ ャ リアの動

きが非常 に大 きいわけですが、そ うい う点 での検討 も大事だ と思 います。西 さんの最後の

話題にあ った放送事業 の進 出の問題 とかNTTの 海外戦略 とい う点 は、 また一方 での規制

の問題で、規制があ って取 り組 めないとい うことだ と思 いますので、そ うい う規制問題が
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非常 に今 は重要ではないか と思 ってお ります。

それか ら研究開発の あ り方 ですが、西 さん研究のところで見 ます と、 これか ら異分野 間

の交流や技術の融合が ます ます非常 に重要なときに、それぞれ分 けた ところでの特化 した

研究で本当 にいいんだ ろ うか と思 います。 こういう面で技術 は 日本が本当に進 んで いるだ

ろ うか。技術の遅れが非常に最近 目立 って きて いるのではないか。 コ ンピューターで言 う

とソフ ト、OSの 問題 に して もアメ リカが中心 になって進んで いる。それか らプラ ッ トフ

ォームに重要 なプロセ ッサに して もアメ リカが中心 にな って いる。 これか らの コンテ ンツ

産業 とい う面 では、 ます ます遅れて いる中でこうい う面への投資 も非常 に国 として重要で

はないか。 国の基礎研究の投資 とい うのはまだ まだ非常 に少 ない。GDPで 比較 します と

欧米の半分 ぐらいで はないか と思 いますが、 こういうもの をど うす るか もある。

こうい う面 では特 に、大学の研究機関の活性化が非常 に必要で はないか と思 っています

が、我 々 も国 とい うより民 間だ けで集 まりま して今後 のマルチ メデ ィア時代 に向けて、 た

とえば情報倉庫、 イ ンフォメーシ ョンウエアハ ウスとい う非常に巨大な ものが必要にな っ

て くる。 その開発が非常 に遅れて いるので、 ス トレー ジリサーチ コンソー シアムとい うも

のを民 間だけで作 りま して、大学の先生方 に応募をお願 い して、それにマ ッチす るところ

にお金を 出 して研究 して もらうとい うや り方を始めたわ けです。今度通産省で取 ったの も

それ に類 した形 にな って いるわけで、産業界あるいは消費者 の求 めて いる方向 と大学のそ

うい う研究 というものの一致、そ うい う点で も非常 に重要 な点が これか ら日本 と して取 ら

ないといけな い施策 と してあ るのではな いか と思 ってお ります。

【奥谷】

こ うい う世界戦略 と情報通信産業 と して捉えてい くとい うの と、我 々利用者 、生活者 と

い う部 分 との乖離が あまりに もあ りす ぎているような感 じが します。結局私 たちか らしま

す と安 くて便利で使 いやすい とい う、それが一番 であ って、秋葉原で買 うと携帯電話15,0

00円 とか言 っているの に、NTTで 買 うと10万 円 ぐらいす る。 この差みたいな もの は納 得

で きない。 そ こで結局NTTの 分割だ とか何 とか って出て くるんで しょうが、西 さんが先

ほど世界戦 略 としてNTTが もっと海外戦 略をや らないといけな いみたいな ことを言 われ

ま したが、今の こういった規制緩和を含 めて、NTTの 分割 とか持 ち株会社 とか に時間を

かけて今の世界の潮流に乗 って いけ るんで しょうか。 もう諦めてギ ブア ップ したほうが い

いのか とい う、 もっと時 間がかか って しま うよ うな(気 が して)、 そ うい う中で議論 を し

て もマスターベー シ ョンで終わ って しま うような、そ ういう気 がす るんですが、いかがで

しょうか。

【西】

ビジネス している人 って何か新 しいことを始め るときに、で きるか もしれないか らや っ

てみよ うと考 えて始め る人はほ とん どいな くて、で きる前か らで きると思 った こと しかや

らない と思 います。ですか ら私 は、NTTは 日本で一番大 きな、キ ャプタライゼーシ ョン

が一番大 きな、時価総額が一番大 きな会社 なわけです。 その会社の資本 力を うま く使 えば

、アメ リカ とか ヨー ロ ッパ は難 しいか も しれないけれど、 アジアとか ラテ ンアメ リカ とか

ア フ リカの電気通信事業の一角 に食い込 む ことは、十分可能だ と思 う。で も今の経営環境

でで き るか と言 った ら、 それ は違います。だか らそ うい う意 味で持 ち株会社を作 って、買

えれ ばいいと思 うんです。買 うとい うの は誰かが持 ってい る株式 を買 うとい う発想の買 い
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方 じゃな くて、新 しいお金 を入れ る。新株を発行 して、 そ こで事業を して、そ こに積極 的

にお金 も技術 も人 もつけていけば、ぼ くはで きるの じゃないか と思います。

ぼ くが言 って いるのはNTTの 分割ではあ りません。NTTの スケールエ コノ ミーを生

か しなが ら組織を活性 化す る方法があ るだ ろ うとい う話。ぼ くは分割 には反対です。で も

分割す ると言わな い限 り、今のNTTは 動かな い。 だか ら、右手 に分割、左手 に持 ち株会

社みたいな、 そ うい う感 じでNTTの 活性化 をみんなが迫 る しかないと思 います。

【奥谷】

こうい った論議が国民か ら乖離 しているよ うな、 なんか違 うところの次元でいっ も話 さ

れているよ うな感 じが して いるのですが。

【西】

最後に行 き着 くところは、NTTが ちゃん と リス トラ して くれ た ら、間違 いな く株主 に

対 して リター ンがあるはずであ って、競争が起 こって第 二電電がで きて長距離が安 くな っ

たの は事実だか ら、 これを もうち ょっと進 めれば、た とえばいわゆる加入者線の競争が起

これば電話料金 とい うの は基本料金だ けにな って、市内料金 はただにな るか もしれ ない。

そ ういう競争を新 しく作 らなけれ ばいけないん じゃないか と思 います。

【山口】

NTTが 世界で この ままい った ら孤立 して い く。 日本 は どうして遅れるか と言 うと競争

が ないか らです。 そ して最終 的に競争 は世界的 な レベルで行 われて、 このイギ リスのBT

とMCI(ア メ リカ)と 、 ドイツテ レコム、 フラ ンステ レコムにスプ リン ト(ア メ リカ)

の1っ です。 もう1つ ここに 日本。 この2つ が必要 だ と思 います。 どうして も2っ はなけ

ればいけない と思 います。

西 さんの案 は非常にいいのですが9対1な んです。他が い っぱい集 ま った と して も、今

はまだNTTが85%ぐ らいにな るのではないで しょうか。 アメ リカは もうAT&Tが 半分

です。標準化で一番遅 れて いる。だか らそ うい う点で はヨーロ ッパ と結ぶべ きだ と思 いま

すが、 どうして も日本 だけが別にな る。そ うす るとメー カー と して は世界で競争 で きない

ことにな ります。 だか ら少な くとも世界の この3っ の グルー プの競争の中に入 る1つ1つ

が あるべ きじゃないかと思 ってお ります。だか ら西 さんの案で、 もし他が全部1社 体制 に

な った らいいか も しれ ません。 そ うで なか った ら、NTT2分 割だ と思います。世界 と競

争 していけるには、少 な くとも2っ というのが いいと思 っています。

【堀内】

NTTが なぜ高 いか と言えば、世界中の技術開発の総責任者みた いな もので、 これ まで

の責任を全部背負 って きた ものだか らその分の コス トが ものす ごく高い。現在 はむ しろN

TTが 世界の中心で あ ります。 日本 には唯一残 されてい る、幸 いに残 されて いるNTTの

研究所を どう して くれ るんだ とい うことを皆 さんに申 し上 げたい。

日本は基礎研究が非常に弱 い。NTTな ど も基礎研究 に対 してかけているお金 は、正式

に言 うと88億 で あるという言 い方を してお ります。本 当に基礎研究や って いる人た ちとい

うのは非常に少 ない成果 しか上が ってない。基礎研究 とい うの は元々そ うい うものであ り

ます。 ところがNTTを 中心 とす る産 業界が いろいろな研究実績を上 げてお ります。今や

ってお られ る世界の トップ クラスのいろいろな研究 は、ほん との基礎研究をそ こでや って

いな くてなんで 出て くるものですか。 したが って、-NTTと 言え ども1000億 円 ぐらいの
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お金 は基 礎研究 という形で使 ってお ります。 その分だけお金がかか って いる。 それを関係

な しに、そ うい うことをや った ことのない人 たちがNCCと して新 しくいいことをや って

は安 く提 供す るとなれば安い もの は出て くるわけです。 じゃ安 い ものだ けでいいか とい う

とそ うはいかない。だか ら、そ こにお金のかか っている分 まで誰が負担す るんだ とい う問

題 はこれか らの問題 です。 これ は通信政策 な り、 日本の産業経済政策の問題であ ります。

だか ら安 い ものだけで済 ませ るとい うな らばそれで いいです。 どこかの国のよ うに安 い も

のを どん どん集めて、それで商売す ると言 うな らそれで済み ます。 しか し世界の中でそ う

い うものを進展 させた い人間か らで きている集団 として 日本が、世界での ステイ タスを言

うのだ った ら、NIIを 中心 に して発展 させ た ものがGIIに 行 くよ うにす るためには、

日本 はそれだけの コス トを誰が負担す るのだ とい うことを、全体 と して は考えてほ しい。

【白石】

新 しいメデ ィアの開発 とい うことで、イ ンターネ ッ トによる情 報発信 と電子新 聞の開発

とい うの を進めてお ります。既存のマ スメデ ィアである新聞企業に とって も大変 な課題で

す。 デ ィジタル革命 の中で ディジタルホーム レスにな らないように新 聞 も対応 しなければ

いけないと、 イ ンターネ ッ トでの情報 サー ビスそれか ら光 ファイバ ーや通信衛星 を使 った

オフライ ンとオ ンライ ンのニ ュースサー ビス とい うものを どうい う形 でやるか を勉強 してい

るわ けです。そ うす る と電子新 聞の開発 とかイ ンターネ ッ トの開発 とい うの は、だ いたい

今の既存の 自分たちの足元をす くうことをや っているの じゃないか。 おれ たちは紙の新聞

を一部 売 るのに相 当労 力と金をかけて いる。それなの に電子新聞 などを研究す るの は共食

い じゃな いか と言われ ま した。 同 じことを社 内で販売局の責任者か らクレームがっ く。販

売店 のおや じさんか ら、電 子新 聞なんてで きると飯が食 い上 げにな って しま う。 こ うい う

誤解 と危機感があるわ けですが、 さはさりなが ら、 このマルチメデ ィア時代 に新たな情報

サー ビスを どう展開す るか とい うのは既存のメデ ィアにとって も非常 に今 は大事な ことで

して、特 に新 聞とテ レビの中にあ る新たなネ ッ トワー クで情報発信 をす ることは可能 かど

うか。 また必須で はな いか と思 います。

アメ リカでは、オ ンラインサー ビスの現状 とその将来性 につ いて は非常 に厳 しい。要す

るに ビジネスにな らない と言 ってお ります。 アメ リカの情報通信産業の イ ンフラの整備の

状況 と通信料金の低廉 さとい うの は日本 と比較にな らないほど安 いわ けですが、それで も

オ ンライ ンの ビジネス はなかなか難 しい。 アメ リカの新 聞社 もオ ンライ ンサー ビスをや っ

て いますが、 これは活字離れが アメ リカの若 い人の間で も進んで いる。それか らCATV

や ラ ジオに広告収入 を奪 われつつあ る。 こうい う危機感か ら研究開発を し、かっ実 際に情

報発信 をや っているわけですが、 ビジネスにはなっていないと言い ます。 日本 の場合 は も

っとイ ンフラ も遅れて いるわけで、おそ らくオ ンライ ンサー ビスをや って も課金 システム

が稼 働す るまでにはな らないと考 えてお ります。

情 報のセ グメンテー ションと言 いますか、非常に区別化 とか差別化 とい うの は当然 出て

くるだ ろ う。既存の新聞、我 々の一般紙 と違 う草の根 レベルの情報通信、発信 とは、既存

のマス メデ ィアを食 うことにな るのか、あ るいは情報産業のマーケ ッ トを広 げるのか。か

つてテ レビが登場 した ときに新 聞は食われ るとい う話があ りま したが、 そ うな らな くて、

当時 の新 聞の規模か らす ると倍近 くにまで膨れ上が った。今後 も1000万 部 とか800万 部 と

い う新 聞が この まま生 き残 れる とは思いませんが、21世 紀の恐竜 にな らな いよ うに、既存
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のマスメディア とい うの はどうい う形 で生 き残 るか。情報化の時代に、既存の メデ ィア と

新 たな メディア とい うの はどうい う形で関わ って い くか。 ご意見があ った らお聞かせ願 い

たいと思 います。

【鷲尾】

情報化を考 える際 に、情報 の階層化 とい うか階級化 とい うか、発展のあ る時期 には、情

報を独 占で きる人た ちとそ うで ない人たちの乖離が起 こるのではないか と思 います。 その

意味か ら言 うと、 この情報 の大衆化 ということを段階的に、 それ は商売にす るため に もそ

のステ ップが速 くな らない といけな いとい う。商売上の問題 もあるで しょう し、文化 と言

い ますか社会的な条件 と して情報が独 占され ることに対す る問題点 もあ るので はないか。

どうもアメ リカで も情報 の乖離が ものす ごくあ って、社会的 な問題 と しては人種問題な ど

いろいろあ りますが、 それ以上に情 報の把握能 力についての開 きが ものす ごくあ って、 こ

れが社会的な階層化 を進 めて しまうよ うな状況 が常 にあると思 います。 したがづて、そ う

した トータルの社会問題 と しての情報 をどのよ うに扱 うか とい うことと、技術的な発展 と

、 商売、仕事 と しての情報化の段階 的な発展 とい うものを うま く組み合 わせて いかない と

危 険なことが起 こり得 る可能性 がある ことを非常 に心配す るわ けです。

いかに して大衆的 に参加で きるや り方が工夫 され るか ど うか とい うことが非常 に大事 で

あ って、 さっきの公文先生のお話の1万 人 とい うの は ものす ご く感動的 なんですが、我 々

にと って見れば1万 人の人たちで世論が形成 され たので は、 とて も じゃないけれ ど具合が

悪 いと思 います。 その点 にっいての ご意見を伺 いた いと思い ます。

【公文】

イ ンターネ ッ トの ような もの は基本的にマーケ ッ トで はな く、情報の普及 の場で あ りま

す。その上にマーケ ッ トが取 り込 まれてい くとい うか、乗 ってい く形 にな る。 これ は非常

に 巨大 な、いわば無料 で情報や知識を普及 させ るベースが あ って、そ こでまた無料で配布

され るソフ トウェア とかが 山のよ うにで き、 また逆 に古 くな った情報 はそ こへ ただで入 っ

て きます。 っまり今 日の新聞 は有料 で売れ るが、明 日の新聞 はただで このベ ースの中へ入

ってい くとい う関係が シーム レスに作 られてい くことで、 その上 に有料 のいろいろな情報

サー ビスが乗 るよ うになるだろ う。 この基盤 な しにいきな り有料化を考 えて も、 これ は も

う商売になるはずが ないという感 じが しています。

それか ら鷲尾 さんのお っ しゃった問題 は、今 や問題 は情報を独 占す るかど うか というこ

とで はないのです。極端 に言 えばほ とん ど不可能です。た いていの情報 は手に入 ります。

逆 に個人の情報で も暗号化すれば、取 られないよ うに守 ることは非常 にや さ しくな って き

たとい うところがあ ります。問題 はその情報 をいか に分 析 し、評価 し、理解す るかであ っ

て、い くらいい情報があ って もその意味が分か らな ければ何 の価値 もその人に とってはな

い。そ ういう情報の分析 力、評価力を どうす るか とい うことが む しろ今後の問題 で、情報

にっいて はhaveshavenot'sと いう、あたか もモ ノの世 界の持 って いる、持 って ない こと

で豊 かさを計 る基準 をそのまま適用す ると、 これ はとん で もない間違 いです。 そ うで はな

くて、む しろそうい う分析 し、理解、評価で きるか どうか。 これ は少な くとも今の経済的

な階級 とか、価値 の分配 とはあま り関係がない、別 の関係 によ ります。 しか し、 これで平

等で あるとは申 しません。そ うではない。で は、ど う した らいいのか とい うのが大変難 し

い ところですが、 これまでの これまた、財の分配の平等化 をめ ぐる政策 とは非常 に違 った
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政策を考えない と、 そ うい う理解能 力の平等化 は非常 に難 しかろ うと思 います。

【本林】

要す るにNTTの 分離 とか分割 とかとい うの は方法論の議論だ と思 います。 これか らの

情報化社会 とい うの は、生活者の利便性だ とか技術水準を高めるとか、 いろいろな理屈が

大切だ ろうと思います が、その中で一番重要 なの は、人が どん な楽 しい生活を しているか

とか企業が どんな国際 的な環境条件の中で仕事を して いるとかい うみんな に分 か るよ うな

グラ ン ドデザ インが ない と世論は全然分か らないとい う感 じが します。分か りやす いグラ

ン ドデザイ ンを、 日本 の国で早 く作 ることが一つです。

それか らもう一つ は、 よその国や方 々でで きた動 きを見て加工 して いいところを取 って

情報化を してい くとい うの も一つ の方法か もしれ ませんが、今非常 に重要な ことはス ピー

ド感覚 とい うものだ と思 います。各国でいろいろ起 きま したプラクティカルな蓄積 とい う

のは、それが標準を支配 してい く世の中になって きてい ます し、それか ら情報 を知 るとい

うの は、使 って いて国民の生活が情報の中で生 きる知恵が出て くるだ ろうと思 います。そ

ういう意 味では、 ス ピー ド感覚 とい うのは非常に重要で、規制を排除 した り、 コ ンテ ンツ

をク リエイ トす る人間 を育成 した り、 この国の グラ ン ドデザイ ンに向か って何 をす るべ き

か とい う要求 を もう一つ整理 して進めてい く。それでス ピー ドを遅 くす るもの とい うのは

少 し気 をっ けて見ていかない と、時間を空費す るのではないか とい う気が します。

(終 了)
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平 成7年 度 第4回 合 同 委 員 会 議i事 録(95.12.8)

1.行 政改革委員会 の報告

【椎名】

(規 制緩和)小 委員会 というの は、飯 田行革委員会の下部組織で今年の4月 にで きま し

た。14人 の参与 とい う名前で呼ばれ、 ほん とにバ ッチをはず し、 たとえばIBMと か コ ン

ピューター屋 とか外資だ とか、あ るいは労働界の代表 とか中小企業の代表 とかい うよ うな

バ ックグ ラウン ドを一切 はず し、飯 田委員長の言われた 「猪突猛進、聖域な し」でや りま

した。我 々の狙 ってい る社会 は、お上依存の既得権益 に守 られた社会 か ら、 自由闊達 な競

争社会 にど う移行 してい くか提案 しよう じゃないか、 ということです。結果 として はまだ

ち ょっと物足 らない と評価 いただ いたよ うですが、なん とかま とめま した。

その内の一つが情報通信で、我 々の基本的なスタ ンスは、情報通信 にはまだ規制の縛 り

がず いぶんあ る。特 に参入 とか退出 とか、い くら公共性 があると言 って も、他の経済分野

で は自由闊達 にや られて いるところに規制の縛 りがあ る。 それか ら行政指導その他不透明

な所 があ り、たとえば区分、海外 とか国内 とか、長距離 とか地域 とかい うような区分が、

法律 をよ く見 ると書 いてな くて もまか り通 っている。 この ような ことも含めて議論 す ると

同時 に、 巨大 な企業体 の存在 とい うのは、 これか らの自由闊達 な競争社会で、 ものす ごく

発展 して グローバルに展開す るというよ うな ところで、 どうあ るべ きか。

正直言 って、いろん な意見があ りま した。い くら規制緩和論者で も、NTTを ど うした

らいいか ということに対 して は、 ものす ごい議論があ りま したか ら、なん とな くホワ ッ ト

した よ うな表現 にな ってお ります。電気通信委員会 に、やや下駄 を預 けたよ うな形 にさせ

ていただいたのは、 この ような非常 に重要な ことを何十項 目もや って いる我 々が、踏み込

んで結論 を出すべ きでな いとい う結果で、あとは皆 さま方含 めて、幅広 い議論をたまわ り

たい とい うことで、あのよ うな格好 にな ったとい うことです。

2.各 委員か らの リー ドス ピーチ

【村瀬】

今 まで昭和40年 代の 中頃か ら、医療社会を情報通信が一番入 りやす い世界で はないか と、

いろいろなアプ ローチを された きた と理解 してお ります。特 に画像通信であるとか、医学

の進歩 とかに対 して、情報を提供す ることは非常 に意味が あると こられたよ うに思 います

けれ ども、私 の知 る限 り、あ らゆる トライは全部失敗 して いる。成功 しているのは一般社

会で行 われて いるよ うな、病院の経営の中での何か とい うことで、医療 に対するアプロー

チ とい うの は現在まで失敗 して いるん じゃないか と思 います。

その失敗 している主 な理 由とい うの は、産業界の人が今の医療社会 の構図を知 らないた

めで はな いか と思 って ます。私 は日本 医師会の会長を して ますが、 日本医師会 には地 区医

師会 といって、県の下部、市の医師会 とか、東京都であれば23区 に、医師会がだいたい10

00あ ります。 その1000の 医師会 はそれぞれ一つ一つが別 個の法人格を持 ってお り、 その法

人格 を持 っている1000の 医師会が県 ごとに集 まり県医師会 とい うのを構成 し、それが全部

集 ま って 日本医師会 にな る。3段 階の法人があ るわけで、 日本医師会 とい う法人 と、県医
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師会 とい う法人 と、それか ら市 町村 医師会 とい う法人があ る。それで、末端 の市 町村 に行

きます と地区医師会 は、小 さい ものは、岩手 県等 に10人 ぐらいの単位の ところ もあ ります

し、東京の世田谷 とか杉並のよ うに約700人 か ら800人 ぐらいの会員 を抱 えて いて一つの

県医師会 より大 きい地区医師会 もあ ります。

私が慶応大学の医学部へ入 りま したのは昭和14年 ですが、昭和14年 に全国で 医学部 に入

学 した数が1900人 です。その当時 の医学部は7年 制 の教育で、昭和21年 には、1900人 前後

の医者が卒業す るとい う予定で した。実際には昭和16年 の国民総動員法で医者 の急増が図

られ、昭和21年 に1万2000人 の医者が卒業 しま した。7年 間に1万 人の急増が行 われ たと

い うことです。その後 昭和26年 まで、少 しず つ減 らしなが らもそれが続いてい き、 だいた

い昭和26年 まで は、8000人 か ら1万 人の間の医者が参入 して ま した。大学 を卒業す る年齢

は、だいた い20歳 か ら21,2歳 ですので、現在67,8歳 か ら、72,3歳 。 そこへ医者が ま とま っ

て いる。 これは非常に異常 な ことです。 しか も平均寿命が延びたために、その集 団が その

ままスライ ドして、現在大 きな団塊 を作 ってい る。一般の企業です と、だんだん上 に行 く

に したが って振 るい落 とされて い って、 トップへ残 るの は数人い うことにな りますが、開

業医 はみんな一国一城の主 です ので、 この団塊 とい うのが、現在で も残 っていて、医療社

会 の医師を相当引きず ってい るとい うことです。

それか ら26年 以降昭和45年 まで の間は、3000人 の医者が年間出 され るようにな って続 い

て きま した。 この うちの1500人 は、いわゆる診療所 の開設者。1500人 は病院の勤務 医 とい

うことで、大学 の教授 とか、医局長 とかいった役職 の方が多 い。 昭和40年 代 か ら50年 代 に

かけて、よき勤務医 とい う時代が あ りま したが、 これ は数が3000人 しか いないか らよか っ

た ということなんです。昭和45年 以 降、新設 の私立 医大がで きると共 に、48,9年 か ら、 い

わゆる1県1医 大 とい う形の政策 が取 られ現 在では約8000人 の医者が毎年医療社会 に入 っ

て くる。現在は、45歳 以下の大 きな団塊 と、67歳 ぐらいを中心 に した大 きな団塊 と、二つ

の団塊があって、その中間に20年 間の谷間があ るとい うのが、現在の状況であ ります。

そ うい う状況で、年寄 りの団塊 とい うのは、なかなか リタイヤ しないので、当分、 もう

5年 ぐらいはこの団塊が支配 して い くということにな ります と、 この団塊に新 しい メデ ィ

アに参入す ることを期待す るのは、相 当無理 だ と私 は思 ってお ります。多 くの ところで情

報産業の方 と、 いろい ろなスタディをやって い る地域 はあ ります が、 それ は先 ほ ど申 し上

げま した1000の 地区医師会の中の、 ごく限 られた ところ。そ こに、 こういうことが好 きな

人が いて、 しか も政治的な能 力を兼 ね備えてい ると起 きる。医療社会での政治 の力が ない

人がそ ういうことをや ります と、 その人 は次 の選挙で落選 して しま うというよ うな ことが

現実 に起 きている。ですか ら、非常 にお金 をかけて も難 しい社会 であるとい うことを理解

した上で入 って こない と、成功 しないん じゃないかなという気 が してお ります。

医療情報、たとえば感染症情報 みたいな ものにア クセ ス して、それ を日常診療 に生 か し

て い っている人 というの は、 ご く稀 です。特殊 なイ ンフルエ ンザの流行 とか、そ うい うも

のが東京の どこで流行 った と。 だか らおれの ところへ来 るん じゃないか とい うよ うな形で

情報を利用 している方 は、私 の知 る限 り、 ご く稀 な人だ と思 って ますので、情報 が医療社

会 に入 って くる入 り方 について、何 か今の医療社会 をか いかぶ っているん じゃないか。

要す るに、60歳 以上の団塊 の世代 とい うのを ターゲ ッ トに して も無理なん じゃないかと

思 います。定年過 ぎた人が主導権 を握 り続けてい るとい うの は、よ っぽ どえ らい人な らい
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いんですけ ど、それが集 団だ とい うことにな って くると、や っぱ り問題になるので はない

かと思 います。

私 もレセプ ト、診療報酬の請求明細書を コンピューター に入れて プ リン トア ウ ト。昭和

46年 か ら私 はや っていて、医療社会で は一番早 いほうだ ろうと思 って ます。 その 当時、一

番問題 にな りま したのは、 コ ンピューターでそ ういう請求をす ると、薬の さ じ加減 とい う

のがで きな くな るん じゃないか とい う笑い話の ようなエ ピソー ドがあ りま した。 その後5

年 ぐらいた って、薬が ほとん ど錠剤 にな って しまいま したので さじ加減なんて い うもの は

ま った くな くな った とい うことです。その ころか ら、 コ ンピューター によ る請求 はや って

ま したけ ど、 これ もプ リン トア ウ トしな きゃな らない。そのプ リン トアウ トした ものを ま

た並べ 直 して、組合別 に並べてい くという作業があ り、今で も厄介な仕事の一つ にはな っ

てお ります。

それか ら国の金が絡んで ますので、審査があ ります。一番端的 にはス トライクゾー ンを

決め、 その ス トライ クゾー ンに入 った ものは無審査 とい うことにすればいいわ けです けれ

ど も、 国の税金が入 り保険料が入 った ものをそ う簡単にはで きないい うことであ ります。

大病院で は一般企業 と同 じよ うな ことで、薬 品の在庫管理 とか、事務処理 とか、人事管

理 、財務管理 などを コ ンピューターでや ってい るの は当然ですが、医療社会で一 つの トラ

イ と して今現在や ってお りますのは、外来予約 とか、薬 の受渡 しまでの一連 の作 業をカー

ドでや って い くとい うや り方をや ってお ります。 これ もどち らか と言 うと、病 院の、 それ

か ら医療側の都合 でや っているのが多 くて、ど うも患者 さんの都合で はないよ うな感 じが

す る。現在、患者 と して慶応病院にかか り親 しい教授 に見て もらって ます。予約 はす るん

ですが予約の時間に行 ったんでは見て もらえない。少 な くと も数時 間前に コンピューター

にカー ドで予約 をイ ンプ ッ トしな きゃな らない。そのためにうちの看護婦が2時 間 ぐらい

前 に行 ってや って い るよ うですが、その時期 には患者 さんがた くさん来て並ん で る。 この

間 もその並 んでい る患者 さんが倒れて救急外来へ行 ったというエ ピソー ドが あ りますが、

4000人 ぐらいの外来患者が来れば、 当然そ うい うことが起 きて しま うとい うことで、 どう

も患者 のためにな って ないのではないか という気 が して ます。

現実 に医師相互間の交流 とか情報を伝達す るのに、今一番利用 さてい るの はフ ァクシミ

リのネ ッ トワー クで、 これ は日常茶飯事 に使われてます。現実 には我々のほ うが もっと早

く使 うべ きで あ った ものが、一般社会のほ うが先に使い、後追 いでや って い くとい うよう

な ことで、60歳 以上の保守的な世代にな ります と、2年 遅れ ぐらいで ものが動 くのかな と

思 って ます。なんで も医療社会 は2年 遅れ とい うことです。現実の医学 は もっと早 く進ん

でい く。だ けど、医療 とい うの は医学の社会的適応にな りますか ら、社会的な適応を され

るときには、 どうも遅れてい くのではないか。

日本医師会 もイ ンターネ ッ トの接続を して、 い くつかの都道府県医師会がイ ンターネ ッ

トを使 いたい とい うことで、 日本医師会の ドメイ ンを使 ってやる形で組み立 てています け

れ ど、本当にア クセスをす るのは、 ご く好 きな人がいるところです。その人 たちが 中心 に

な って、医療社会が動 くようにな らない といけないので はないか。遠 隔医療 とい って画像

を送 るとい う問題 も、離島 とか僻地 とかが対象ではな くて、東京の中で、私の家か ら慶応

病院 にア クセスで きるとか、そ ういう形が完成す るほうが好 ま しいのですが、離島みたい

な ところでパ イロ ッ トスタディをや らなきゃな らないとい うのが現状 だと思 います。
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14,5年 前に難病 というのが ありま した。特定疾患。 これ はだいた い一つの病気 が、原因

が不明で、治 し方が不明で、 しか も病 人が5000人 ぐらい しかいない。代表的な例 はスモ ン

ですが、難病の患者の在宅ケアを中心 に、研究事業を十数年間や った ことがあ ります。 そ

の時、私が共同研究者に言 ったのは、必ず今 に高齢社会が来 る。年寄 りの面倒 を在宅で見

るには、 この難病でパイ ロッ トスタデ ィをやれば、その手法が生かせ るん じゃないか。高

齢者の処 遇の ところで、その十数年 間の難病の仕事 は非常 に役 に立 って いると思 ってます

ので、今の離島や僻地に対す る情報 システムの トライ というのが、将来 は大都市 の中の医

療情報の取 り交 わ しに非常 に役に立 つのではな いか と思 って、それ はそれな りにや ってみ

るべ きだ と思 ってお ります。

日本の医療 とい うの は、社会保 障制度 とい うプールの中で泳 いで いるわ けです 。 このプ

ールの中で は、水上バイ クみたいな ものを走 らせて は困るとい うことです。今プールか ら

海へ 出よ うとい う トライがいろいろ行 われてお りますが、 プールの中 にいると、競争原理

とい うのがあんま り働 きませんので、海 に行 った ときの リスクに耐え られ るかな とい うよ

うな感 じが してます。 これ も21世 紀 の世代、今 申 し上 げた我々の大東亜戦争世代 が終 わ っ

てか ら、そ うい う トライがあちこちで行われ るので はないか とい うよ うに思 って ます。

【奥谷】

先週、ニ ュー ビジネス協議会 とい う通産省が主催 して いる社 団法人の会で メ ッセを2日

間や りま した。昨年8700人 の入場者 が今年 は1万3000人 で、約5割 ア ップ し、 ほとん どが

マルチメディアの音楽出版 とか映像を出す とか通信 とか放送 とかイ ンターネ ッ トに関す る

ビジネスとかパ ソコンの ソフ ト開発、そ うい った会社がか なり出て ま した。名前 を聞けば

何をや って いるか分か らないような、経営者 もほとん どが30代 とかの若 い経営者 の集 まり

があ ったんですが、たいへんパ ワフル と言 うか 日本の経済がかな り厳 しいと言われてい る

中で もマルチ メデ ィアに関 して はす ごい、 日本の経済を引っ張 って い く原動力 にな ってい

くのかな とい う感 じが しま した。

高度通信社会 になってい くとどう変 わ って い くのか、我 々の ビジネス見て思 いますが、

パ ソコンが どんどん発達 して い くとエ グゼ クティブの秘書業 とかとい うものがな くな って

い くんで はないのか。例えば、スケ ジュール管理や電子 メール とか い うの は、エ グゼ クテ

ィブが 自分でや って しまうと今 までの秘書業 は旧世代 の職業にな って しま う。 また プロジ

ェク トチーム ごとに ビジネスとい うのが出て きます と、 そのプ ロジェク トごとに人を集 め

る、職 という意味合 いの観念がかな り変 わ って くるん じゃないか。パ ソ コン通信が もっと

もっと発達 して くると、在宅勤務 はかな り可能 にな って くるんで はないか。そ うな ると、

今までの労使 とい う概念がかけ離 れた ものにな って くるん じゃないか。 たとえば労働者 を

管理す るとか能 力評価をす るとか、そ うい った もの も変わ らざるを得 ないん じゃな いか。

これは もっと先の話か もしれ ませんが、た とえば組合は今の ような組合機能 は必要な くな

り、苦情セ ンターみたいな形 にな って、あ とは個人の裁判 とか裁判の代理人機関みた いな

ものにな ってい くので はないか。労使 とい うものが今まで とかな り変 わ らざるを得な いの

で はないのか、そ うい うイメージを してお ります。

今一番大事な ことというのは、労基 法。昭和22年 にで きて、ず っとそのままにな ってい

る。規制緩和の部分で もいろんな提案を して いるのですが、マルチ メデ ィアの時代 にな っ

て きます と、 まさに24時 間365日 とい うか、 これ は もう時 間帯 とい う管理 を取 っ払わ ざる
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を得 ないんで はないのか。24時 間365日 とい うの は、個 々の 自由裁量で 自己管理 と言 いま

す か、 そ うい う方 向で や らざるを得ないんで はないのか。特に ソフ トの開発 とか、 そ うい

う仕事の部分が増 えて い きます し、 また創造 的と言いますか、 ク リエ イテ ィブな能 力 とい

うものがか な り付加 価値の部分 とな って きます と、従来の時間で管理 してい く方法 とい う

のは もう行 き詰 まって しま うので はないのか。

裁量労働の見直 しを提案 して います。今五 っの業種 しか認め られて いない、 これに七つ

加 えて い く。七つだけでは足 らないんですが、 これか ら経営企画 とか、経済問題 に関す る

アナ リス トとか、あ と特許 とか知的なそ うい った ものに関わ る業務 とか、 もっと広範 囲な

ソフ トビジネスの部 分の創造的な仕事は広が って い くと思 います。契約期間が1年 以上越

え ると、契約労働 の禁 止 とい うのがあ ります。 これ も諸外国か ら、技術者 とか研究者 を迎

え入 れる場合 に、1年 以上の保障を しないよ うな会社 に技術者が来 るわ けはないわけで、

これか らグローバルな視点で人材 を確保 してい こうとす ると、 この契約期間1年 を撤廃 と

い うのは必要 にな って きます。

女子保護の規程 で深 夜労働 と残 業規制があ ります。24時 間365日 とい う、 自己の管理、

自己の裁量で仕事 とい うものを捉 えていきます と、 この深夜労働、残業規制が女性 の就業

の機会のチ ャ ンスを奪 って いると言えます。 ソフ トビジネス云 々にな ります と、男性女性'

関係 な く個人差能 力 とい うことにな って きますので、そ こに性差 とい うものを持 ち込 まれ

て しまいます と、個人能 力というのが評価 されな くな って しまう。 この女子の保護規程 と

い うの も、今の女子大生の就職の機会がかな り難 しくな って きて いるとい う足 を引 っ張 っ

て いる一つの要因 にな って いるのではないか。 これ も撤廃す る必要があ る。

有料職業紹介。今29業 種 と限定 されています。 これ もで きれば業種選定の撤廃 か、 ほと

ん ど民間に委ね るよ うに したい。今10%の 紹介料 しか取れないんですが、そ うい った線引

きはやめて も らいたい。要す るに市場 に載せて ほんとに欲 しい情報があれば、 い くら高 く

て も働 きた いと思 う人 はその情報 を買 うわけで、そ ういった意味で は、国が情報 の質 に限

定 をす ること自体おか しいわけです。。

人材派遣の部分が あ ります。16業 種 に限定 されていること、1年 未満 とい う期 間の限定

に、登録許可 制 とい う形 にな っています。16業 種全部撤廃 してほ しい こと、期 間の限定 も

もっと長期的な もの に して もらいたい こと、許可制というのは馬鹿みたいに書類が必要 に

な って くるんです。毎年毎年。人材派遣のボ リュームが増えているに も関わ らず、 こうい

う旧態依然 と した事務処理 と言 いますか、そうい った部分が労働者保護 とい うことにな っ

て いるんで しょうが、 ま った くこれ もナ ンセ ンスな部分です。

人材派遣 の16業 種限定 とい うの は、労働省 は労働組合省的発想 になっていますので、人

材派遣法が出来 る時 に、組合 の反対 と言 うか、要す るに非組合員の人が増えて い くとス ト

が打てな くな って くるので、 どうして もある程度業種を限定 しないといけない。今の16業

種の中身 が女性の職 種 と言います か、会社の中の業務で はな くて、む しろア シスタ ン ト的

な業務 、経理の事務 とか、秘書 とか。総務 とか人事 とか財務 とか いった主管職種で はな く

て、周辺労働の業種 を許可 して しま った。結局今派遣労働で働 いて いる人 たちは、九十何

パーセ ン ト女性なんです。 この16業 種を撤廃 します と男性 に もそ ういう働 く場が確保で き

て くるわけです。 日本の場合、男性 は正社員 と失業者 とい う二者択一 の枠 しか取れな い。

それを総務で、財務 で、経理で人材派遣がで きる。 また管理職 とか、営業で人材派遣がで
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きるといろんな意味で職種の トライアルがで きることにな ります。会社 に入 って、 よ く分

か らないままず っと総務 にいて、総務 の仕事が向かな くて も20年 間や って、中途半端な総

務能力をっけて、 リス トラ対象にな って他の会社に行 けと言われたときに、ど こも引き取

り手がない とい う、今 のよ うな現状 にな ってい るわけです。本人 として は、 自分が向 く、

向かないに関わ らず、入社 した時 の命令でその仕事 を与え られたという、会社の中 に入 っ

て職業選択 の自由とい うの はないんです。 こうい う状況 にな ります と、個人の能力を もっ

と表 に売 って歩けなんて言 って も、 これ は非情 な問題です。今考えて ますのは、そ ういっ

た財務 とか総務 とか営業 とかい った人材派遣 がで きると、 トライアルす る場を与え ること

がで きる。 自分が営業 に向かないか もしれないけどや ってみ る。1年 間や ってみて 自分に

向 くか も しれない とい う能力開発の部分 も入 ると思 うのですが、仕事の トライアルす る期

間を設けるということは企業側 にと って も、正社員で雇 うと大変な責任が 出て きますけれ

ど も、派遣 という形で企業側 も トライアルす る人材を手 に入れ ることができると いう、双

方 にとって たいへん いいシステムだ と思います。

それを不安定であるとか、雇用の不安が起 きるとかい うことよ りも、派遣労働者に対す

る保険 とかプロテ ク トす る部分 を国が考え るべ きで、派遣 の システムを取 り入れ ると雇用

の不安が起 きるみたいな捉え方 はおか しいわけです。む しろ流動化 させるために、 どうプ

ロテク トした らいいか という政策 を国が作 るべ きであ って、世の中が大 きくソフ ト化 、サ

ー ビス化の方向に流れて いるに も関わ らず
、労基法の今 の現状が、工業化社会の、工場労

働の評価、人の管理 にな って しまって いる。 これ は変 えていかない と、たとえばニ ュー ビ

ジネスの会社が人材を雇 って育成 しよ うと して も、た とえば 日曜 日出て くる、土曜 日出て

くる、それ に25%だ 、50%の 残業の手当てをつ けない といけな いとか、 なん とか手 当てっ

けないといけないとい うとコス ト的 に合わな くな って くるわ けです。

ソフ トビジネスとか、アイディア とかい った感性云 々とい うのはア ウ トプ ッ トしたあ と

の評価 に出て くるわけです。それが作 る前 に全部規程 されて いて、 この中で全部 やれ と言

って も、 これか ら創造 的な ものを作 ろ うとす るところと、今の法律 の人の管理 の部分 とい

うのが、ズ レがあ まりに もあ りす ぎて しまってい る。 これを変えない限 り、い くら企業が

新 しい ものを作 ろうとして も、 コス ト的に合わないとい うことにな って くるん です。

働 く側 もかな り価値観が変わ って ます。 日曜 日出て くるか ら強制労働だ とか、深夜働 く

か ら強制労働だ とか、新 しいことをや ってい る人 たちはそ うい った意識 はないわけです。

これだけ世の中が大 き く今変わろ うと して ます し、 また変わ らざるを得ない今 の状況の中

で、 この労基法が足 を引 っ張 ってい く可能性があるので はないかな と思 って います。

NTTに 関 して、 いろんな ところで感 じるのは、パ ソコ ンネ ッ トとか、CATV事 業者

とか、通信衛星の事業者 とか、通信事業者な ど、 それぞれの事業が、何が弊害で、何が必

要 なのか とい うのが、 まだ はっき り見えてない状況だ と思います。 それで今、NTTを 分

割 しろとか、競争原理が入 って ない とか、いろいろと言われて ます けれ ども、基本的 に国

のデザイ ンが まった くない中で、NTTの 分割論を論 じているよ うな気が します。私たち

一般消費者か らします と 「どうな って いるのかな」 とい った感 じです。基本的 に安 く、簡

単 になれ ば一番いいことなんです けど、お役所 と、上 の ほうで論議 している感 じで、一 番

使 う消費者 にとって、何が メ リッ トなのか、デメ リッ トなのか とい うのが 出て こな いとい

うのが、 や っぱ り今のNTTの 分割論のネ ックにな ってい るので はないのか。
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衛星 とかパ ソコンネ ッ トの普及で、NTTの 重要性 は相対 的に落 ちて きてい るで しょう

し、そ うい った分野が育つ ようNTTの 基 本的 イ ンフラを 自由に貸 し出す とか、通信関係

の産業が順調 に伸 びるため に、NTTが 基本的 にあ って 自由に使え るよ うな形 とか、そ う

すれば国民 も納得す るので はないのか。 国民全体がプラスになるため にどう使 っていける

のか。そのためには分割 したほ うが いいのか、そのまま置いてお いた ほうがいいのかとい

う、そ ういった論議が必要にな って くるん ではないで しょうか。

日本 の場合、貿易黒字が どうの こ うの と言われ ます けれ ども、 ソフ ト技術 の分野で は37

60億 の赤字で、アメ リカが1兆7420億 の黒字だそ うです。技術 とい う部分 はほ とん ど欧米

の技術 を手 に入れて、簡単 な安 い ものを作 って大量 に ものを流 してた とい う、そ うい う時

代か ら変 わ らざるを得ない今の状況にな って きていると思います。 これか らほん とにその

ソフ ト技術分野を どう成長 させてい くのか。国民 として豊か にな ってい くの に、 どんな経

済の国にな って い くのか。国が どうあるべ きか とい うデザイ ンを出 して もらわないと、い

ろんな端 々の ところで潤滑 に行かないん じゃないで しょうか。

労基法 もそ うですが、 日本の経済 自体、 ソフ ト化サー ビス化の方 向へ、付加価値の高い

ものに持 って い くのか どうか。そのために、小 さないろんな個々の問題を ど うい う形 で政

策の中 に取 り入れてい くのか、それがなかなか見えて こない。分割の話 も含めて、規制緩

和の部分 とい うのはス ローガ ンで終わ って しま うみたいなことを言われてい ますが、そ う

な らな いよ うに、椎 名 さん、頑張 って いただ きた いと思 います。

【荒木】

10月28日 のrエ コ ノ ミス ト』 とい う雑誌 にアメ リカで50社 ばか りの保 険会社 がイ ンター

ネ ッ ト上のホームペ ー ジを持 って いること、10月23日 にインスウェブとい う会社 が営業 を

開始 した とい うことが載 っています。 イ ンスというのはインシュアラ ンスのイ ンスで、 ウ

ェブとい うのはワール ドワイ ドウエ ブのウ ェブだ と思 います。 これ は消 費者 に対 して は保

険会社 に関す るいろいろな情報を提供す る、保険会社 に対 して は消費者 の潜在 的な保険 に

関するニーズの情報を提供す る、そ うい う二面性が あると思 います。ユ タ州で は11月1日

か らイ ンス ウェブを通 じて自動車保 険が買え るよ うにな ったと書いてあ ります。 それ以上

の ことは出て ませんが、保険屋の立場か ら言 うといろいろ考え させ られ ると ころがあ りま

す。一つ に、競争が激化す る中で、保険を販売す る代理店 とか ブローカーを通 じて販売す

る販売 コス トを どれだけ節約す るかという競争が ここに表れている。 そ うい うことか ら言

って、 イ ンターネ ッ トとい うネ ッ トワー クを通 じて、消費者 と間を直結 して いこ うとい う

考え方が保険会社側 にはあ ると思 います。 それか ら、 この ブローカー とい う職業の中に、

消費者の いろんな潜在的な保険のニーズに関す る市場情報がたま って いき、保険会社側 に

はなかなか情報が きち っと入 らない。 それ をネ ッ トワークを通 じて保 険会社 と してはダイ

レク トに情報 を集めて いこうとい う考 え方でないか と思います。一 つの大 きな流 れになる

可能性 があ ると思 いますけれど、一方 ではイ ンターネ ッ トとい うネ ッ トワー クの性格 か ら

見て、セキ ュ リティ上の問題か ら見て 、果 して保 険料の徴収 というよ うな ことが ネ ッ トワ

ー ク上でで きるのか疑問 としてあ りますが
、 これ はたいへん新 しい動 きです。

保険関係の雑誌でrロ イズ リス ト』 というのが イギ リスにあ りますが、11月7日 号 にエ

ムプ ロイヤーズ ・リイ ンシュアラ ンスという保険会社が、電子 出版物 による名誉棄損の賠

償責任保険を売 ることに したとい う記事があ ります。 イ ンターネ ッ トもそ うですが、いろ
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んなネ ッ トワーク上 で、電子化 され た出版物 の内容が、なん らかの予期せ ざる名 誉棄損の

訴訟を受 けるということに出版社側が遭遇 した場合 に、その責任 をカバ ーす るとい う保険

の ようです。紙で印刷 され る出版物 に関す る名誉棄損の賠償責任保 険は外国で はあ るよ う

で して、 日本で はこれに直接該 当す る ものはあ りませんが、それを電子出版物に応用 した

パ ブ リッシャーズ メデ ィアライア ビ リティイ ンシュアランスと言 うんだ そ うです。

外国で はそ ういう新 しい話があ ります。わが国で も、銀行、証券 、保険会社等 が、新 し

いメデ ィア、 イ ンターネ ッ トとい うことでいろん な取 り組みを してお ります。 い くっかの

金融機関 がイ ンター ネッ ト上 にホームペー ジを持 ち情報を流 してお ります。今の ところ使

い方 と しては、広告、宣伝、商品案 内 といった ことに限 られてい るよ うで して、金融機 関

の本来業務 に関わ る トランザ クションをネッ トワー ク上で処理す るとい うところまでは至

っていない。言わば実験 的な段階で はないか と思われ ます。

最近の金融機関関係新 聞に、エ レク トロニ ックマネー と言 いますか、'モンデ ックスの実

験が イギ リスで始 まって、今度 来年末 か らカナダで開始 されるとい う記事が出て ま した。

わが国の金融機関で もエ レク トロニ ックマネーであるとか、デジタルキ ャッシュであ ると

か、そ うい う研究 はされているよ うですが、 まだ具体的な姿 にな って現れて きて いない状

況です。 財団法人で金融情報 システムセ ンター(以 下キ スク)と い う組織で10月 に金 融E

DIに 関す る報告書が出てお ります。EDIは いろんな産業界で発達 して ますが、キ スク

の調査によ ると、 フィナ ンシャルEDIの ネ ッ トワー クがないため に、せ っか くEDIで

受発注情 報を取 り交わ しているのに、売掛金債権 と、銀行を通 じて入 って くる入金の情報

との マ ッチ ングが ネ ッ トワーク上ではで きてない。調査を した結果、現在のEDIで フィ

ナ ンシャルな機能を求め るとすれば、売掛金 と、銀行か らの入金 情報 とのマ ッチ ングとい

う機能が 非常 に大 きい とい うことで、今回の フィナ ンシャルEDIに 関す る報告書で は、

その点 を どうす るか とい うのが中心 にな って ます。

報告書 では、一番現実的なアプ ローチと しては、全銀 システム と呼ばれて いる内国為替

交換 システムで フィナ ンシャルEDIを 実現す る方法 にっいて検討 しま した。全銀 システ

ムとい うのは決裁、あ るいは資金移動 という機能 に限定 してますので、売掛金の債権 と、

入金情報 をマ ッチ ングす る場合には、単 にお金 に関す る情報だ けでな く取 り引 きに関す る

情報が付 随 した情報 と して提供 されないと消 し込みが うま くいかなか った時の照会 その他

が非常 に非能率 にな るわけで、全銀 システムを使 うというのはそ ういう意味で は限界があ

るわけです けれ ど も、取 り敢えずそれ か ら入 るとい うことです。

この売掛金の債権 と入金情報のマ ッチ ングのために、付加す るマ ッチ ングキ ーの桁数 は

10桁 か ら20桁 ぐらいにな るということが書かれてます。仮にマ ッチ ングキーを使 うと した

場合 に、金融機関側に もいろんな開発 コス トがかか る。それはいったい誰が負担す るか と

い うような問題。それか ら、 このマ ッチ ングキーを負荷をす るの は誰がす るか。 ど っちか

と言 うと買い手、代金を支払 うほうです。 しか し、マ ッチ ングキーがついて くる ことによ

って、売 掛金債権 と入金情報がオー トマチカルに処理で きるメ リッ トを享受す るの は、売

り手のほ うなんです。売 り手 にとって非常に メ リッ トのあ ることを、買い手の負荷でや る

とい うところが難 しいところで、そ うい う受益者負担 をどうい うように具体的 にや って い

くか とい うことが大 きな一 つの問題点 であるようです。

それか ら、取 り敢えず全銀 システムで とな って ますが、現在の ネ ッ トワー クの大 きな流
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れ と しては、 イ ンターネ ッ トに代表 されるよ うに、オープ ン化、 あ るいはグローバ ル化 と

いうよ うな ことがあ り、 フィナ ンシャルEDIを 考える場合には、 もう一つ別のネ ッ トワ

ークを構想すべ きではないかという意見 もあ るよ うです。実際の決裁 その ものの情報 は、

全銀 システムで。受 発注に関連 した商取 引上の付随情報 は別のネ ッ トワー クで流 してい く

という形 で、 もっとスムーズに、 もっと一般的な金融EDIが で きるん じゃな いか。

将来 の ことをいろい ろ考 えます と、金融機関の決裁機能 にどうい う影響が出て くるかと

い う、金 融機関 と して は非常 に重要な問題がある他、各種の安全対策の問題、セキ ュ リテ

ィの問題 、あるいは暗号化の技術、あ るいは認証の技術 といった ような ことが慎重に検討

され る必要が あるであ ろう。EDIの 広が りは国際的な広が りを持つ とい うことを当然考

えておかなければな りませんので、 フィナ ンシャルEDIの 世界で も、国際的 な整合性で

す とか、標準化の問題です とか検討 されなければな らないとい うことです。今後の進 め方

は、全国銀行協会連 合会を中心 と して、全銀 システムを使 うとすればマ ッチ ングキー方式

につ いて検討が始 まるとい うことにな って ます。

金融情報 システムセ ンターで、毎年、銀行、証券、保険会社の システム化経費、あ るい

は情報 化投 資に関す るア ンケー ト調査をや ってます。 これ は実際の金額が ど う動いたか、

年度別に動 いたか とい うことで はな くて、それぞれの年度で、その年度の システム化経費

が増え ると思 うか、減 ると思 うか、横ばいになるか とい う見込 みを どう考えて いるかとい

うア ンケー ト調査ですか ら、金額 に結びつかないところがやや物 足 りないのですが、平成

5年 か ら7年 までの特徴 につ いて、 ちょっと触れ させて いただ きます。

平成4年 、5年 あた りの ところは、だいたい横ばいとい うのが大 きな特徴ですが、平成

4年 の段 階で は、まだあま り減 るという見込みは少ない。依然 と して店舗の新設のために

通信費が増 えるだろ うとい う見込み も一部にある ぐらいですが、平成5年 に至 ると状況が

ガ ラ ッと変 わ ってます。平成5年 の調査で は都銀の65%は 減少す ると言 って ます し、信託

に至 りましてすべて の信託銀行が減少す るとい うように見てい る。 また増加の ファクター

は、や っぱ り端末を上 げ るところが多いとい うところが特徴であ ります。

アプ リケー ションの新規開発について見 ると、ニーズが増加す るとい う答えが50%を 超

えてお り、新規開発 のニーズが減少す ると見て いるところはわず か10%し かな い。全体 と

して コス トを削減 しなければな らない、あ るいはコス トが増やせ ない とい うプ レッシャー

の中で、顧客サー ビスの多様化、高度化 とか、あ るいは金利等 の 自由化 に備えた新 しいア

プ リケー ションの開発 につ いては どうして も増えてい く。その狭 間の中で、 システムの関

係者が たいへん苦労 して いる姿 が、平成5年 度 にはか な り明確 に見 て取 られ るわけです。

平成6年 度 になると、抑制の方 向は間違いないのです けれ ども、業態間でかな り違 いが

出てます し、中には慎重 な姿勢 か ら、やや積極的な姿勢 に転換す る兆 しが表れてます。ハ

ー ドウェアで言 います と、端末 、あ るいは自動機 器、 自動機器 に関連 した ソフ トウェア、

通信回線の コス トが増え るとい うことが はっきり見て とれます。人件費、あ るいは業務の

委託費、(ソ フ トウェアの外注)は 依然 として抑制の方向が見て取れ る。 また具体的な コ

ス トの削減策 として、開発を凍結す るとか、あ るいは行内の還元資料を削減す るとか、あ

るいはお客 さま宛の郵便物を削減す るとかい うことが、平成6年 の調査では出て ます。

平成7年 度 、今発表 されている内容か ら見 る限 りで は、か な り回復の兆 しが出て ます。

アプ リケー シ ョンの面で若干特徴が あるのは都銀、長信銀、信託で は、資金証券系の シス
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テムにかな りウエイ トがかか りつっあ る。地銀、第二地 銀では、従来の勘定系の開発 が依

然 と して新規開発に多 いよ うです し、 開発要員 にっ いては、依然 と して抑制の方向です。

ただ この調査 は毎年7月 に行われて お り、調査時点 との関係があ ると思 います。9月 末

の中間決算が終わ り、 それか ら年度末 に向けての全体の見直 しの中で、だいぶ ものの見方

が変わ ります。ですか ら、かな り回復の兆 しが見 られてい るとい うの は、7月 の時点 の調

査であ り、 これが たとえば12月 の時点で もう一回や ります とかな り変わ って いる可能性 が

あるん じゃないかとい う気 はいた します。

保険にっ いて、たいへん特徴的な ことが一つあ ります。 それ は平 成5年 、6年 、7年 と

だ いたい同 じ傾向が続 いているのですが、生保業界ではだいた い90%の 会社が増加 、ない

しは横ばいと見て ます。特に増加の傾向を見て いるのが60%と いう高い割合を 占めてます

が、損保業界では逆に、減少 と見 るのが5割 あり、増加 と見 るの は3割 しかない。生保 と

損保で非常 にはっきり違 いが あ ります。っま り、生保の ほ うが、比較 的 システム経費が増

え ると見て いる会社が多い。損保の ほ うはむ しろ逆 に、横ば い、ない しは減 る。 む しろ減

ると見て いる会社が過半を 占めて いるとい うことで、生損保間に明確 な違 いがあ ります。

これが何 に由来す るか とい うことは、 まった くこの調査か らは分か りません し、私 も個人

的に もち ょっと見当がつ きません。 しか も、 この トレン ドは6年 に引 き継がれてお ります

し、7年 度 にやや生保関係の増加 と見ている会社 の ウエ イ トが少 し下が ってい るとい うこ

とはあ りますけれ ど も、基本的な違 いは解消 されて お りません。

いわゆる新 しい情報技術、 マルチ メデ ィア等の新 しい情報技術 に関す る投資について は

生保、損保 ともだいたい同 じぐらいですが、約半数の会社がすでに予算手当てを した とい

うことを、7年 の調査では言 ってお ります。 こうい う新 しいメデ ィアにっ いての実験的 な

取 り組み は、かな り力を入れっっあ るとい うのが現状で はないか と思 います。

3.委 員 との意見交換

【公文】

村瀬先生:日 本で大 きな改革 が起 こるとすれば今か ら10年 ぐらい先の ことで はないか と

思 って いたのですが 、医療業界のお話 を伺 って もその ぐらいはかか る。その ころよ うや く

動 きとして新 しい ものが本格的に入 って くるよ うにな ると改めて痛感 しま した。

奥谷 さん:国 を中心 に、未来への ビジョンをはっきりさせ 、それ に基づいて法律、制度

の枠組みを大 き く変更 して いかない と動 きが取れないで はないか とい うご指摘、 その とお

りだと思 うんですが、 しか しそれにはたぶん相 当の時間がかかる。5年 、10年 かか るのを

現場で待 って いられ るのか と言 うと、 そ うはいかないのではないか。無視 してや って、っ

かま った らそこで逆 に反撃をす る とい うや り方だ って、ひ ょっとす るとあ るのかな とい う

気 もしなが ら伺 って いま した。 そ うで もしないと、 どう しよ うもな いん じゃないか。

荒木 さん:日 本の業界で もいろいろな関心が新 しく生 じ、検討 は始 まって いるけれ ど、

たとえばアメ リカとの差で言 うと何年かの遅れ、ギ ャップが あるとい うことは否定 しがた

いと思います。そ して、その間にどれだけのス ピー ドで動 いて いるか とい うことです。

ギルダーは90年 代 に入 ってか らの コンピューターネ ッ トワークのパ ワーの増加率 は、年

10倍 であるとい う計算を しています。一方 で コンピュー ターのパ ワー はチ ップの集積度 の

二乗 に比例す る。 ネ ッ トワー クのパ ワーは、ネ ッ トワー クにっなが るコンピューターの数
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の二乗 に比例す るという。 ところが経験的 にはチ ップは1年 半 ごとに集積度倍にな って い

く。 ネ ッ トワー クは、90年 代 に入 ってか ら年々倍増であ るとい うことは、3年 でチ ップが

4倍 、 したが って コ ンピューターパ ワーは16倍 。 ネ ッ トワー クは3年 で8倍 、 したが って

パ ワーは64倍 ですか ら、64×16=1024。 確かに3年 で1000倍 。 したが って、毎年毎年10倍

にな るとい うことで、3年 の遅れ は1000倍 の差 を意味す るとい う事態 にな ってい るの で、

どの程度急 ぐか。2005年 に こうします とか、2010年 にこう します とい う話を うかが って も

しょうが ないのかな ということを改めて思 っている次第 です。

【諸井】

日本で ものが変わ る時 とい うの は、わ りと遅 いんだけ ど、変 わ るときは猛烈な勢 いで変

わ ります。既得権を持 っている部分が相 当な抵抗 を して、 それで なかなか進 まない とい う

状態が しば らく続いてい るんだ けれ ども、その ことによ って、社会全体が非常に損 を して

いる とい うか、 まず いことが起 こっているとい う認識が じわ じわ と広が って、世論の だい

たい6,7割 ぐらいがそ うだとい うことにな ったときはもう、全部ふ っ飛ば して、い っぺん

に動 くとい うよ うな傾向が あ ります。 だか ら時間がかかるか もしれ ないが、案外2年 後 と

か3年 後 に来 るとい うことも可能性 はあるん じゃないで しょうか。 いずれに して も日本の

場合 は じわ じわ と行 くとい う話 じゃない。

【奥谷】

公文先生 がお っ しゃったみたいに、 どん どんや って捕 まって もいい ぐらいな気持 ちで、

そこで訴訟 な り何 な り して、 どうす るのか とい うようにや って いかない と(い けない)。

私た ちの ビジネスー つ見て も、お役所が通達 とかなん とか出 します。 ああい った もの、 ま

った く意味が ない気 もす るのですが、結局 それ に したが ってや って ると、どん どんマ イナ

スの方 向に行 って しま う。む しろ現実 に即 してや っち ゃった ほ うが、あ とで法律がっ いて

くるん じゃないのか。今 は一つのチャ レンジで、行革を待 って とか、規制緩和 を待 って い

るよ りも、既成事実 をど うや って作 ってい くか。そ してそれが一般 の国民 に とってそれが

プ ラスになるんだ とい う世論で引 っ張 ってい くしかないのかな と、そ うい う気が します。

業者が何か抜 け道を考え る、抜 け道で また別な ことを考えて、却 ってそれが マイナスの方

向にな って しま う。健全に育成す るとい う部分 が、あ まりに も規制 をか けす ぎて健全育成

を妨 げち ゃうみた いな ところ もあ るんです。

【高木】

フ リーとい うコ ンセ プ トの裏側 にセルフ レギ ュレー シ ョンとい うか、セル フコ ン トロー

ル とい うか、そ うい う もの と両方の議論を していかない といけない。違反を積 み重 ねち ゃ

え とい う意 見ですが、違反 もあ る方 向を導いて いける、良導で きる違反な らいいんだけど、

抜 け穴か ら抜 け穴へ渡 り歩 くみたいな ものがあると、一事が万事み たいな話 にす ぐして し

まいが ちな体質を労働組 合は持 っていますか ら、 そのへん は私 ど ももい ろいろ考えて いか

なければな と思 って 聞いてお りま した。

発想 がち ょっと違 うのか もしれませんが、365日24時 間化 ということについて も、私 ど

もの加盟組 合がた くさん あ ります。 たとえば流通産業 なんか 「じゃ、お正月 って何 なの」

と。経 営者 のみなさんの発想 と働 く人たちの発想 とい うの はかな り違 うんです。 そのへん

を何 か押 し込んで い きたいとい うエ ネルギーが作 り出す論理 と、それを受 けて い く側の論

理。 どち らも極端 にな り過 ぎると、それがあ るところの飽和点 に きて調和す るとス ピー ド
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の問題 も解決 されて くるのかな と、そんな印象で聞かせて もらいま した。

【奥谷】

お正月が大事な もので あるとか、国民の祝祭 日。 ああいった もの もな くした ほ うが いい

という気がす るんです。 その代 わ り1カ 月取れ とか、2カ 月取 って もいい、そ ういう状況

を作 って い くほうが大事であ って、昔、 日本 は休んで いることが悪だ ったか ら、お上に決

めて もらわ ないと休みす ら自分 たちで作れなか ったみた いな、一つの文化的価値 があ りま

す。全部枠決めて こうだ と言われ るよ りも、あ る程度選択の 自由が効 く社会 にな って ほ し

いとい うことなんです。

【入交】

現在 日本の ソフ トイ ンダス トリーというのは、たいへん大 きくな って きてい るわけです

けど、その中での働 き方 とい うの は、今 までの工業社会の働 き方をその ままルール と して

適用 して いるとい う状況です。一方 この中で働 いて いる人たちは、だ いたいが20代 、30代

の人が多 いわけで、・社会人になってそんなに 日が浅 いとい うこと もあ るんで しょう し、 こ

の中で働 いてい る人た ちとい うの は、 とにか く何かを ク リエイ トした くて しょうがない。

極端 なこと言 うと、仕事をや って るのか、 自分の趣味で動 いて いるのかよ く分 か らないよ

うな人た ちが20代 で はほとん どなわけですか ら、時間外 の労働その他、経営者 と労働者 と

い う見方 というのが、 この社会で はまった く成 り立 ちません。一旦 ペースに乗 ると、ず っ

と泊 り込みで1週 間で も2週 間で もや って しま う。一方 、我 々の ほうは労働基準法 とい う

ものをな るべ く守 ってい こうと してい ますか ら、む しろ経営者側が、おまえ帰れ とい うよ

うな ことをや って いかな きゃいけないよ うなことにな っているわけです。

私が昔20代 のころエ ンジンの設計 をや って いた時、一旦興が乗 ると徹夜で も何で もや っ

て い くほ うが楽 しか った ことを思い出すわ けです。 これが今の工業化社会の基準で はど う

して も割 り切れないと ころに来 ている状況だ と思います。 この分野が将来 日本の産業界の

中心にな って い くだろ うという予感が あ りますので、す るとその膨大 な人 たちが、元 々そ

の人たちの働 く体系 に合わないルールの中で仕事 を して い くよ うな社会 に これか らな って

い くと思 います。 その矛盾をど うや って解決 しているか とい うと、一つ は大 きな会社 に し

ない。 ソフ トハ ウスは小規模で10人 、多 くて も100人 ぐらいに して、 その中で個人家業的

な形態でや ることによ ってその矛盾を解決 している。大 きい ところは、極端な こと言 うと

残業 やってて も認め ない。極端 なこと もや らざるを得ないよ うな格好 にな ってい ます。

24時 間365日 という話があ ります。 まさにそ うい う生活を して働 いて いるわけですが、

当然休みが必要です。 この人 たちは24時 間、た とえば40日 、 あるいは100日 働 いたあ とで

今度 はチ ャー ジす るということで、 しば らくブラブラす るとい うような ことで、その矛盾

を解決 して いるわ けです。 こういう点 で も土 日だ とか、カ レンダー に したが って仕事 をす

るということが、確かに合わな くな って きて いるわけです。

人材派遣 の話ですが、 ソフ トの仕事 とい うの はプロジェク トごとに大 き く変動 します。

大 きなプ ロジェク トが終 わると、それ まで30人 、40人 かか ってたのが全員要 らな くな ると

い うこともあ りますので、全員を一つ の企業の中で抱 え る不効率 さとい うのが あ るわけで

す。今 どうい うように解決 してい るか とい うと、いろんな小 さな ソフ ト会社 とアライア ン

スを組んで、お互いに人 を融通 し合 うとい うよ うな ことで解決を図 っています。

いろんな社会制度、あるいはルールがその時代に追 いつかない うち は、それ な りの知恵
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でなん とか ごまか し、 ごまか しや っているよ うな状態 だと思 うん です。 この先 どうい うよ

うになるのか というよ うに考え ます と、 この分野で経験を多 く持 って いるの はア メ リカの

ハ リウッ ドだ と思います。あそ こで は各業種 ごとに組合のよ うな ものを作 って、そ こで こ

うい う業種の人間が何 名要 るとな ると、 もうその 日の午後にはその人 たちがや って きて、

あ っとい う間 にバーチ ャルな プロジェク トチーム作 り上げ る。 いずれ 日本 に も、その よう

な組織が作 られてい くん じゃないかなと思います。現 に私 どもの仕事のや り方を見て ます

と、すで にその芽生 えは出てい るよ うな感 じが します。

したが って、すべ てルール化を してほ しい、あるいは何か上か ら決 めて ほ しい というよ

うな ことでな くて、 む しろ自然 発生 的にあ る形 に収まってい く動 きが、一方で は経済原則

の中で生 じて くるん であろうとい うよ うに思 ってお ります。私の一番の関心事 は、現在 こ

こで働 いてい る若 い人 たちに、 「休みの間に何や るんだ」 と聞 くと、ゲ ームプ ログラムを

作 って いるのに、 「休み もゲームや って ます 」とい う。 こうい う人 たちですか ら、 この人

たちが40、50に な って った ときに、 はた してそれで済むのか という心配があ ります。 した

が って 日本の社会の中で、あ と10年 、20年 た った ときに、今の ように、思 うがままになん

とか現 在の枠 の中で うま くや りと りを しなが らや っているや り方で は、間違 いな く行か な

いだろ うと思 ってい ます。

そ うい う意味で、経済原則で動 いて、なん とな くあ る一つの形 がで きつつ ある動 きと、

それか ら社会 と して どうい うよ うにこの分野を再編成 してい くか とい う、二つの方 向か ら

考 えて いかな いといけないので はないか と思 ってお ります。

【山口】

今 まで は確か に工業社会が中心 で、流通 もメーカーが取 り込んで きたんです。流通 も若

干工業社会の ほうの成長 に取 り込 んで進んで きた。 それが最近崩れっつあ るんですが、そ

うい う点で 自由性 のほ うも少 し出 さなきゃいかん と思 います。 だか らマルチ メデ ィアと言

って も、 日本ではゲームとカラオケとパチ ンコが一番マルチメディアが進むであろう。全

体が少 し豊 かにな ったんだか ら、村社会 とい うか、みんなで少 し豊か になろ うということ

を、 もう少 し広 げるということが必要なのか と思います。そ うい う点 で は絶対法を犯す と

い うよ うな ことはとて もで きないので、先 ほど言われた、小 さい会社 とい うか、そ うい う

ことに分 けて い くとい うところが いいのか なとい うよ うに思い ま した。

【原 】

奥谷 さんのお っしゃった労働実態 とい うの は、新聞記者が昔 か らや って きたことなんで

す。24時 間365日 、夜討 ち朝駆 けで、ほとん ど寝ない。特 にサツ回 りなんかや って いる間

は、労働者意識なんかま った くない連中が働 いて きたわけです。新聞記者 にな った時 は、

1年 に春分の 日と秋分の 日、2日 しか休刊 日がない。土 日も上 司によ って は回 って こいと

い うやっ もい る。 そ ういう意 味で、上に立つ人によ って、楽 にな った り辛 くな ったりとい

うことがあ る。今 はだ いたい毎月1回 休刊 日はあ ります けれ ど、 どう して こうい うよ うに

な って きたか と言 った ら、最大の原因は宅配の問題なんです。24時 間365日 働か されてい

る新聞記者が、労働者の権利意識 に基 づいて休刊 日を要求 したわけ じゃな くて、それ くら

い休刊 日増や さないと、新聞少年が集 ま らな い、配達 して くれ る人が集 ま らないか らや ら

ざるを得 な くな っち ゃったんです。労働組合のバ ックア ップ もない ことはなか ったんだ け

ど、末端の現場が もたな くな っちゃうか ら、 こういうようにな って きたんです。行 き着 く
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ところまで行かない と、実態 は変わ らないん じゃないか とい う気が してお ります。

それか らもう一つ、 どなたか ご存 じだ づた ら教えて ほ しいんですけれど も、椎名 さんに

検討 して もらいたい と思 って いたんです。最近 アメ リカの改正通信法 の中で、 フォアベア

ランス条項 というのが あるんだそ うです。規制緩和なんてい った って百年河清を待つが ご

としとみなさんお っしゃいますけれ ど も、法律改正 とい うのは日本 じゃなかなか難 しい。

フォアベアラ ンス条項 とい うのは、規制を差 し控え る条項 らしくて、 これ これの条件 が整

えば、 この規制 は当分適用 しないと、 そうい う条項が1個 入 ってい るらしいんです。規制

緩和を進 める一つの有力 な手段 として、いろいろな法律 にそ ういうよ うなフ ォアベア ラン

ス条項みたいのがっ け加え られるのであれば、 かな り実質 的な規制緩和が進む。だか ら法

律違反をや らな くて も、 そ うい う条項一つ加 えて もらえれば、かな り規制緩和、実質的に

進 むん じゃな いか とい う気が します。

【野澤】

社会全体がや っぱ り強 い もの と弱 い もの とい うよ うな ものがあ ります し、 また仕事をす

る時の取 り引 き関係か ら含あて、 この形態 もあると思 うん です。休 みの問題 に した って、

労働条件 に した って、た とえば97年 の4月 か ら週40時 間制 とい うことを、 国の法律ですで

に決 めた。 これか ら施行 とい う段階 にな ると、や っぱ り難 しいとい うよ うな ことが、過程

をいろいろ議論を したと して も、実施 に向けて またそ うい う障害が出て くる。

たとえば労働組合ベ ースで言 います と、最低賃金 に した って、労働 時間に した って、や

っぱ り強い もの、弱 い ものあ る中で、社会全体が よ り豊 かになるためには、特定の企業 じ

ゃな く、企業間である程度決めた もの にっいて は地域に も波及 させ るとか、 そ ういう もの

の実績を積み上げて もらうことによ って、よ さというものが前面 に出る。 それが消費者か

らも、 また全体か らもや っぱ り支持 され るとい うよ うな ことじゃないか と思 うんです。や

や もす ると、弱い ところにそ うい う規制を外す ことによ って、弱 いところによけいに しわ

寄せが行 くというよ うな ことにな りかねないか という心配が、労働組合 サイ ドと言 うか、

長年の積み重ねの中であ るわけであ りま して、 そのへん を少 しで も改善 して い くことが、

こういうものの大 きな枠を取 り払 うということにっなが るん じゃないか。

今組合 も世代がだんだん変 わ って きてますか ら、そ うい うタブーを残 さないで、大いに

議論を しようとい うことに して ます。期待 に直 ちに答 え られ る条件で はあ りません けれ ど

も、お っしゃったよ うな ことは議論 しているということを申 し上げて お きます。

【斉藤】

イギ リスで、通信法の関係で一般的に行われてい るの は、誰 にどう規制す るかい うルー

ルがち ゃん とない。一 人の長官が レギ ュレーターであ って、彼がかな り裁量的 に誰を規 制

す るとい うのを決め られ るとい うことがある。 アメ リカで もAT&Tと あと2社 があ って、

市外競争 したMCIと ス プ リン トが競争 した ときに、ど うい う条件でAT&Tを 規制す る

か というのは法律 にはち ゃん と書いてない。60%で したか、 そ うい うシェアを持 ってい る

間は規制す るとい うの は明確で はな い。 その時 々に決 めて いる。今 の通信法で話題 にな っ

て いるの もそ うい うことで、市内キ ャ リアが市外に進 出 して いいかど うか とい うの は、下

院の法案では市 内の競争が実質的に発生 した と思われるときに進出 して いいということに

なる し、上院の法案で は法律がで きると同時 に進出 して いいとな って、 その条件をめ ぐっ

て上院と下院がまだ折 り合 ってない とい う話ですが、ど うい うときにその市内キ ャ リアに
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対 してそ うい う規制を発生す るか とい うの は、かな り裁量的 なんです。

日本 も、NTTの 分離 ・分割論のその他に絡んで、市内回線の多様 な利用がで きるよ う

に しよ うとい う話があ るわ けで非常に期待 されて いるわ けです。その 中で一番問題 にな っ

ているの は、今の通信 法の中では、通信事業者 というの はみんな一緒 なんです。NTTに

っいてだけ規制 して、他 の会社 に対 して規制 しないとい うの は、法律 と してはたいへん書

きに くいとい うことを当局の人 はお っしゃるんです。

日本で はル ール、窓 口規制その他不透明だ と言われて いるのがあるんだけ ど、 ルール上

これ には規制 して これに は規制 しない というときに、 ど うい う条件をっけ るのか とい うの

が、 日本で はで きない と、少 な くとも今の ところは言 って いる。そ うす ると、NTTに 対

して もノンNTTに 対 して も同 じ規制を しな きゃいけないとす ると、NTTに 対 して は規

制で きな くな って、 したが ってNTTの 回線を 自由に使わせ るとい うの は難 しくな ると、

そ ういうよ うな ことが あ るよ うに見 えます。

法律 の運用 の仕方 と して、少な くと もルール に無 いことはあま りや らないよ うにという

大 きな傾 向の中で、 そ うい うことを新 しくど うや ってで きるのかという問題があ るん じゃ

ないか と思 います。奥谷 さんの労働基準法の問題にっいて も、入交 さんのち っち ゃな とこ

ろな らば うま くい くとい う話があ ったんだけれ ど、それ もほん とはルール上 は駄 目なはず

です。 ある条件 を満たす まで は規制 しないと、そ うい うよ うな ことが一般的な立法技術 と

してで きるよ うになれば、話 はず いぶん楽 にな るし、NTT問 題の扱 い もずいぶん楽 にな

るん じゃな いか と、そん なよ うな感 じが いた します。

(終 了)
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(社)日 本 医 師 会 ・会 長
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生 活 社 会 特 別 部 会 委 員 名 簿

(敬 称 略 ・氏 名50音 順)

部 会 長 斉 藤 忠 夫 東 京 大 学 工 学 部 ・教 授

部会長補佐 月尾 嘉男 東 京 大 学 工 学 部 ・教 授

委 員 安藤 国威

入交昭一郎

奥谷 禮子

奥 出 直人

草野 忠義

黒田 章裕

三枝 成彰

残間里江子

木

村

良

島

田

野

間

野

田

内

高

高

天

中

西

新

浜

本

水

森

矢

剛

良

男

洋

彦

長

好

明

男

夫

廣

明

和

和

和

崇

正

幸

和

ソ ニ ー(株)・ 取 締 役

(株)セ ガ ・エ ン タ ー プ ラ イ ゼ ス ・副 社 長

(株)ザ ・ア ー ル ・社 長

慶 鷹 義 塾 大 学 環 境 情 報 学 部 ・助 教 授

自 動 車 総 連 ・副 会 長

コ ク ヨ(株)・ 社 長

作 曲 家

(株)キ ャ ン デ ィ ッ ド ・社 長

ゼ ン セ ン 同 盟 ・書 記 長

筑 波 大 学 附 属 盲 学 校 ・教 諭

東 京 都 立 広 尾 高 等 学 校 ・教 諭

日本 経 済 新 聞 社 ・編 集 委 員

(株)ア ス キ ー ・社 長

(株)フ ァ ンハ ウ ス ・社 長

日 本 放 送 協 会 ・解 説 委 員

大 阪 大 学 経 済 学 部 ・教 授

日 本 電 気(株)・ 特 別 顧 問

(株)日 立 製 作 所 ・副 社 長

ぴ あ(株)・ 社 長
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産 業 特 別 部 会 委 員 名 簿

(敬 称 略 ・氏 名50音 順)

部 会 長 中村 金夫

部会長補佐 伊藤 正雄

委 員 荒木 要

石黒 一憲

今井 賢一

大槻 幹雄

沖 国鎮

白石興二郎

佐藤 寿芳

清水 務

野澤 雄三

原 淳二郎

川

見

内

林

口

田

浅

古

細

宮

本

山

山

湯

二

夫

彦

郎

人

弘

誠

勇

節

義

理

義

和

渡辺正太郎

(株)日 本 興 業 銀 行 ・相 談 役

(社)日 本 情 報 システム・ユーザー協 会 ・理 事 長

(社)日 本 損 害 保 険 協 会 ・専 務 理 事

東 京 大 学 法 学 部 ・教 授

ス タ ン フ ォ ー ド大 学 ・日 本 セ ン タ ー 研 究 所 長

富 士 通(株)・ 副 社 長

第 一 電 工(株)・ 社 長

読 売 新 聞 社 ・ニ ュ ー メ デ ィ ア 部 長

中 央 大 学 理 工 学 部 ・教 授

(株)小 田 急 百 貨 店 ・社 長

連 合 ・総 合 政 治 局 長

朝 日新 聞 社 ・編 集 委 員

東 京 都 立 大 学 ・工 学 部 長

電 力 総 連 ・会 長 代 理

オ リ ッ ク ス(株)・ 社 長

日 本 ア イ ・ピ ー ・エ ム(株)・ 副 会 長

三 菱 電 機(株)・ 常 務 取 締 役

情 報 労 連 ・副 委 員 長

東 洋 経 済 新 報 社 ・論 説 員 室 長

花 王(株)・ 副 社 長
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